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埼玉県における古墳出土遺物の研究 I

ー鉄鏃について一

小久保徹・浜野一重•利根川章彦・山本 禎

高橋好信・田中正夫・岩瀬 譲・瀧瀬芳之

はじめに

第 1章 埼玉における古墳築造状況の概観（岩瀕、高橋、利根川、山本）

(1) 児玉地方 (2) 大里地方 （3) 秩父地方 (4) 比企地方 (5) 県南・県

東地方 （6) 入間地方

第 2章 埼玉における古墳出土の鉄鏃の基礎的分類と年代観（田中・瀧瀬）

(1) 基礎的分類 (2) 鉄鏃の変遷 (3) 県内出土鉄鏃各期の年代

第 3章鉄鏃に関する諸問題

1 鹿島古墳群出土の鉄鏃について（田中）

2 横穴式石室における鉄鏃の出土状況について（小久保）

3 古代の文献にあらわれた弓矢（浜野）

付：埼玉県における鉄鏃出土古墳一覧・文献一覧

はじめに

埼玉県内では現在までに 500基をこえる古墳が発掘調査されているが、その研究については必ず

しも調査数と比例して進んでいるわけではない。特に副葬遺物に至っては土器類やその他の一部の

遺物を除いてはあまり考察の対象になっていない。これは研究者の興味•関心をひかないためでは

なく、むしろ遺物そのものの基礎的研究が停滞していることに原因がある。そこで共同研究対象と

して古墳出土の副葬品のうち普遍的に出土し、数量も多い鉄鏃を取り上げることにした。第 1章で

は古墳の地域的背景をつかむために県内の古墳を概観した。第 2章では報告書に記載された実測図

を集成し、分類と絹年を示した。第 3章では鉄鏃に関する諸間題を取り上げた。第 1~3章の引用

・参考文献は付篇の文献一覧に一括した。
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第 1章埼玉における古墳築造状況の概観

埼玉の古墳の鉄鏃をめぐる問題の叙述に入る前に、埼玉という池城の独特の占墳分布・築追状況

について述べておこう。

昭和40年段階では、埼玉には3105基の古填の所在が確隠されていた。これらについて、既に、埼

玉県教育委員会が小地域別に分布調査•発掘調査の概要を整理している（埼玉県教育委員会 1956 

• 1957 • 1959 • 1960 • 1961・1963• 1964 • 1965)。

また、関東地方全体を扱った古墳の概観でも、主妥な古墳が取り上げられたことがある（甘粕・

久保 1966、甘粕 1970、塩野 1979、柳田他 1980なと）。 埼玉一県レベルの概観や論考。一覧

表も現在までに何度も発表されている（田口他 1975、塩野 1979 • 1980、読売新聞社浦和支局

1979、柳田他 1980、吉川他 1981、埼玉県 1982など）。 また、比企地方を中心とした金井塚良

ー氏の特色ある研究もある（金井塚 1967 • 1975 • 1979 aなど）。

本章では、これらの叙述と大幅に凰複し、場合によって説明の省略も行なっているが、近年の発

掘調査の成呆と共に、諸先学の指摘に学び、古墳の推定年伐もできるだけ新しい研完によって記述

する方針である。

叙述の方法としては、埼玉をいくつかの小地域に使宜上分割し、小地域ごとになるべく年代の古

いものから書くようにつとめた。古墳の年代は原則として通説に従っておいたが、多少古く見るこ

とができるものについては年代を引き上げているものもある。年代の表記は鉄鏃の年代比定と矛盾

ずることのないようにやや年代幅をとって半世紀を単位として記述し、必戻に応じて新古の区別を

明記することにする。

(1) 児玉地方

児玉地方は、埼玉県の最北部に位鼠し、神流川・身馴川（小山川）扇状地か形成されている。扇

状地は、洪積扇状地と沖積扇状地に分けられ、前者は本庄台地を形成し、後者は水田耕作適地を形

成している。また、それら地彩の形成過程において、半島状に突き出す児玉丘陵•松久丘陵を分断

し、生野山。大久保山・諏訪山・山崎山が存在する。河川は、四より、神流川・女堀川・身馴川・

天神川等が北東流し、神流川は利根川と合流する。

児玉地方は、県内では最も古墳の多い地域である。その児玉地方においての発生期の占填として、

郡内最古とされる長坂聖天塚古墳（菅谷・坂本 1975)、千光寺 5号墳（増田 1975 a • b)、安光寺 2

号墳（増田•水村・中島 1981)、荊山 1• 2号墳（小久保・柿沼 1978)、金鑽神社占墳、鷺山古墳（鈴

木 1981 ・田口他 1975)などがあげられる。長坂聖天塚占墳は、児玉郡美呈村と大里郡岡部町とに

またがる山崎山丘悛に位買する直径50m、高さ 5mの円墳で、小山状の自然池形を利用し、 lm程の

盛土をして整形されている。埋葬施設は粘土構 3、木棺直葬 3の計 6陥が検出された。遺物は、菱

雲文縁変形方格規矩鏡、珠文鏡、刀子、有孔円板、直刀をはじめ多数の玉類や鉄片が検出されてい

る。千光寺古墳群、安光寺古墳群は、ともに山崎山丘陵に位置する諏訪山古墳群の一支群として考

えられている。千光寺古墳群は、昭和48年の調査の結果、限定された一地域から方形周溝墓4基、
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方形合状墓 1基、帆立只式前方後円填 1基、円墳 3基が確認された。 5号墳は、 2基の方形周溝墓

上に構築されており、乎面形は［コ」の字形の半円形を呈し、内匡30niである。溝内から和泉期の

高杯が検出されている。安光寺古墳群では、方形台状墓 1基、日墳 1基が調査された。 2号占填

は、半円形の周堀を有し、内径27m、外径32mである。埋葬施設は、粘土構であり、副葬品として

直刀、剣、鉄鏃、鉄斧、鈍、日玉、ガラス玉が検出されている。填丘、周堀内からは、和呆斯の高

応壺の破片が出土している。千光寺古墳群、安光寺古墳群ともに方形台状墓を伴い、古填成立期

の格好な資料である。前山 1、2号墳は、大久保山丘悛に位置する。洩見山古墳群の一支群、宥勝

寺古墳群にある。 1号墳は、直径約40m、高さ 5mの円墳である。 2号墳は、 1号填の東方約50飢

にあった直径約30mの円墳で、填頂から粘土構 1基が検出された。副葬品には、刀子、鎌、錐、鈍

などがあり、棺外からは剣が検出された。また、墳丘のトレソチ内からは小形用、壺底部、 ミニチ

ュア土器が検出された。長坂聖天塚占墳、千光寺5号墳、安光寺2号填、前山 1• 2号墳は、発生

期の古墳として、 5世紀前半代に比定されている。金鑽神社古墳は、 1980年に調丘されている直径

約65mの円填である。目然地形を利用し、埋葬施設は箱式石棺であり、内血に赤彩顔料が塗られて

いる。追物は、石製模造品（斧形）が出土しており、埴輪は、周辺から格子叩き且やクテ方向の板

目をもつものが採集されている。築造は 5世紀の前半とされている。鷺山古墳は、未調査の古墳で

あるが、自然地形利用の直径約60mの円墳とされており、 5世紀前半の築造と考えられている。

発生期の古墳に次ぐ 5世紀後半の古墳としては、川輪聖天塚古墳（塩野 1973)、 生野山将軍塚

古墳（柳田 1964 b)、 白石 1号墳、諏訪山古墳（田口他 1975)があげられる。川輪聖天塚古墳

は、山崎山丘悛に位趾する直怪30m、高さ 5mの円填で、丘悛先端の自然地形を利用している。埋

葬廊設は検出されておらず、追物も昭和30年、大場磐雄、金谷克己両氏によって紹介された「壺形

埴輪」 2本の他、赤彩が誕された土師器小破片数点のみである。築造は 5世紀後半の古い段階と推

定されている。生野山将軍塚古墳は、小山川左岸の生野山丘陵上に位置する生野山古墳群にある。

生野山古墳群は、前方後円墳 2基を合む 100基以上の古墳が確認されている。生野山将軍塚古墳

は、直径60m、高さ 7飢の円墳で、昭和34年、ゴルフ場建設に伴い他の 6基の古墳とともに調査さ

れた。埋葬施設は、竪穴式石室と箱式石箱を有し、遣物は、前者から刀子のような鉄片、後者から

鉄斧、鉄鎌、鉄剣が検出されてる。また、墳丘から高杯（土師器）、 朝顔形円筒埴輪が検出されて

いる。 5世紀後半の新しい段階の築造と考えられている。白石 1号墳は、志戸川支流の天神川上流

の松久丘陵に位置する白石古墳群にある。この丘陵には、白石古墳群のほか、猪俣古墳群、大仏古

墳群などが所在する。 1号墳は、粘土椙 2基を東西に配する。追物は、皆無であるが、墳丘内から

和泉期の器台が検出されており、 5世紀代の築造と考えられている。諏訪山古墳は、諏訪山古墳群

の主墳で、山崎山丘陵の最高部に位置する帆立貝式前方後円墳である。全長39加、後円部径30m、

前方部幅18m、後円部高さ 4m、前方部高さ 1mである。埋葬蒐設は、緑泥片岩の板石の破片が発

見されていることから、箱式石棺の可能性が考えられる。また、墳丘では葺石に使用された河原石

や凸帯のしっかりしている埴輪片も採集されている。築造は、 5世紀後半から 6世紀前半の古い段

階と推察されている。

6世紀代の古墳としては、生野山銚子塚古墳、生野山16号墳（菅谷・駒宮 1973)、 大御堂稲荷
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塚古墳（菅谷 1970 a)、北塚原 2号墳（増田 1971)、中新呈諏訪山古墳、白岩銚子塚古墳（埼玉

県 1982)、一本松古墳（磯崎、中村 1980)、大仏二子塚古墳、広木大町古墳群（市川・小渕・中

村 1980)、庚申塚古墳（小沢 1958)、長沖古墳群（菅谷他 1980)などがあげられる。生野山銚

子塚古墳、生野山16号墳は、生野山古墳群に属している。生野山銚子塚古墳は、全長58mの前方後

円墳であり、後円部径37m、前方部輻31.5m、後円部高さ 5m、前方部高さ 4.2mである。埋葬廊

設は不明であるが、竪穴式石室と考えられており、墳頂部には埴輪片が散乱している。築造は、 6 

世紀の前半と考えられている。生野山16号墳は、昭和47年に調査されている。全長52mの前方後円

墳で、埋葬廊設は片袖型横穴式石室を有し、前庭部から土師器、埴輪が検出されている。 6世紀前

半の古い段階の築造と推定されている。大御堂稲荷塚古墳は、本庄台地に位置している大御堂古墳

群に合まれている。昭和42年に調査され、直径24.6加の円墳て、袖無型横穴式石室をもつことが判

明した。副葬品は、直刀、刀子、鉄鏃、耳環などが検出され、形象埴輪、円筒埴輪も検出されてい

る。北塚原 2号墳は、神流川流域右岸に位置する青柳古墳群の一支群、北塚原古墳群に含まれる。

青柳古墳群は（菅谷・増田・駒宮・今泉 1968)、総数240基以上にもなり、支群（古墳群）はその

立地から 3つに分類されている。第ーは、神流川第二段丘（水田面）の城戸野古墳群、海老ケ久保

古墳群、第二は、神流川第一段丘（段丘沿い）の十ニヶ谷戸古墳群、二の宮古墳群、北塚原古墳

群、南塚原古墳群、第三は、白岩丘陵上の白岩古墳群である。北塚原 2号墳は、小翌の袖無型横穴

式石室を有し、副葬品として須恵器が検出されており、神流川右岸に横築された最古の横穴式石室

とされ、 6世紀前半の新しい段階の築追と考えられている。なお、青柳古墳群は、 6世紀以降の古

墳群とされている。中新里諏訪山古墳は、青柳古墳群の北側に位置する前方後円墳である。墳丘の

主軸はほぼ南北に向き、全長42m、前方部幅14m、高さ 2m、後円部怪22m、高さ 3.5mである。

埋葬施設は、片袖型横穴式石室であったといわれ、馬具、直刀、勾玉、切子玉、須恵器などが検出

されたといわれている。なお、現在墳丘には埴輪片や須恵器片などが見られ、 6世紀後半の古い段

階の築造と考えられている。白岩銚子塚古墳は、青柳古墳群の一支群、白岩古墳群に属する前方後

円墳である。全長46m、後円部径28m、高さ 6m、前方部幅39m、高さ 3.5mであり、現状で周堀

跡、葺石、埴輪などが確認されている。埋葬槌設は、形態が明らかではないが横穴式石室と考えら

れている。 6世紀後半の築造と考えられている。一本松古墳は、猪俣古墳群に含まれる直径27m、

高さ 2.5mの円墳である。埋葬施設は、胴張りを有する横穴式石室で、副葬品は、直刀、刀子、鉄

鏃、須恵器などが検出され、 6世紀後半の築造とされている。大仏二子塚古墳は、大仏古墳群に含

まれる前方後円墳で、かなり破壊されているが、全長43m、後円部径22m、高さ 4.5m、 前方部幅

18m、高さ 5mである。埋葬廊設は、横穴式石室であるが形態は不明である。遺物は、形象埴輪、

円筒埴輪が多数検出されている。築幽は 6世紀後半から 7世紀前半と考えられている。広木大町古

墳群は、松久丘陵の裾から国道 254号線を挟んだ微高地に位置し、酉側の古墳は小山川の河岸段丘

上にある。昭和49年の調査では、調査範囲内に24基の墳丘を持つ古墳が確認され、 うち16基を調査

し、新たに発見された古墳跡17基と合わせて33基の発掘調査を行なった。墳形は、前方後円墳の

8、 9号墳以外は円墳である。埋葬廊設は、全て横穴式石室で、 8、 9、15号墳は袖無型石室で、

3号墳は胴張りを有するものである。石室の側壁、奥壁ともにほとんどが河原石を使用した小口積
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や模様梢と称されるものである。昭和52年の調査は、古墳跡が多数確認されており、調査地内では

51基の古墳の発堀調査を行なった。石室は、袖無型と胴張り型の 2種類があり、埴輪は、ほとんど

の古墳から出土しているが、いくつかの終末期の古墳には見られない。石室の遣物は点数が少な

く、年代基準となるものも少ないが、古墳群の築造は、 6世紀後半から 7世紀後半までと推察され

ている。庚申塚占墳は、小山川右岸の台地に位置する秋山古墳群に含まれる。秋山古墳群は、約80

基の古墳で形成されていたが、現在では38基が残っているにすぎない。昭和38年に調査された庚申

塚古墳は、直径16m、高さ 5mほどの円墳で、填丘はかなり削られている。墳丘には河原石の葺石

がみられ、埴輪片も検出された。埋葬廊設は、大型の両袖型横穴式石室である。追物は、直刀、鉄

鏃、馬具、金環、勾玉、管玉、丸玉などが多く検出されている。 6世紀後半から 7世紀前半の古い

段階の築造と考えられている。長沖古墳群は、児玉丘悛の北側の台地を中心として分布している。

また、古墳群の四には谷を隔てて高柳占墳群が存在している。昭和55年までの調企では、両古墳群

合わせて 157基が確認され、小山川に沿って南北0.5k肌、東四1.5kmの範囲に細長く分布している。

昭和51年から54年にかけて都市計画事業に伴う発掘調査が行なわれ、長沖古墳群の性格が明らかに

なってきた。主要古墳としては、 5基の前方後円墳が知られ、墳丘をよく残すものとしては、墳丘

の長さ37mの十兵衛塚古墳と、帆立貝式前方後円墳で墳丘の長さ26.3mの8号墳がある。調査の成

果によると、古墳群の成立は14号墳や34号墳から検出された土師器や埴輪から 5世紀後半と見られ

ているが埋葬膨設は明らかではない。 6世紀に入ると古墳の築追は急増し、埋葬廊設は、まず礫榔

的要素の強い竪穴式石室や箱式石棺をとり、横穴式石室の出現は82号墳からである。古墳群の築恣

は、 5世紀後半から 7世紀後半代にわたるものと考えられている。

7世紀代、または 7世紀から 8世紀代の終末期古墳としては、四十塚寅稲荷古墳（田口他 1975)、

御手長山占墳（小川・長谷川他 1978)、塚合古墳群（菅谷 1969b)、下野堂古墳群（並木 1976)、塚

本山古墳群（増田・小久保 1977)があげられる。四十塚寅稲荷古墳は、大里郡岡部町に所在し、か

つては80余基の古墳により四十塚古墳群を形成していたものと思われるが、現存するものはごくわ

ずかである。寅稲荷古墳は、全長51mの前方後円墳で、後円部歪26m、高さ 3m、前方部幅34m、高さ

3. 5mである。埋葬廊設は、横穴式石室と考えられている。築造は、 7世紀前半と考えられている。

御手長山古墳は、本庄台地北酉部に位置する小島古墳群に含まれる直径42m、高さ6.5mの円墳であ

る。埋葬脳設は、弱い胴張りがある横穴式石室で、石室内部から大刀、柄頭、棒状金具、鉄鏃濱乱、

小札、鮫具、飾金具、留金具が検出されている。また、墳丘からは、家形埴輪、人物埴輪、円筒埴

輪、須恵器などが検出されており、 7世紀荊半の占い段階の築造と考えられている。なお、古墳群

の築造は、 5世紀から 7世紀前半にまで及ぶものと考えられている。塚合占墳群、下野堂古墳群

は、小島古墳群と同じローム台地上に所在する。塚合古墳群は、通称百八塚ともいわれていて、大

正期には60余基の古墳が存在していたが、近年はほとんどが削平されてしまっている。昭和42年、

4基の古墳の調査が行なわれ、埋葬如設は横穴式石室であり、築造年代は、 7世紀代と考えられて

いる。下野堂古墳群（旭古墳群）は、古墳時代全般にまたがる墓域である。昭和49年から50年にか

けて調査が行なわれ、方形周溝墓13基、円形周溝墓 1基、円墳 1基、方墳 1基、住居跡 1軒と古墳

跡10基、墳丘及び横穴式石室の残存する古墳 2基が検出された。古墳は、 7世紀から 8世紀前半の
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古い段階に築造されたものと推定されている。塚本山古墳群は、大久保山に所在する浅見山古墳群

の一支群である。塚本山古墳群は、大久保山南面にやや独立する丘陵（通称中山）にあり、四山、中

山、東山に大別される。占墳数は 170基以上ある。昭和49年、 50年に古填群の一角の28基の古墳が

調査された。このうち 1号墳、 12号墳が最大級のものであった。埋葬廊設は、模様積みの横穴式石

室が大部分であり、埴輪は 2基の古墳 (1号墳、 15号墳）のみ検出された。古墳群は 5世紀以前の

方形周褐基と、 6世紀後半から 8世紀前半の古い段階にかけての古墳によって構成されている。な

お、塚本山古墳群では、丘餃の最上段、中段、下段において 3~4基のグループで構成されてお

り、南面の標高79m以下（下段）に 7世紀後半の古い段階と考えられる古坑が分布し、 7世紀後半

でもその半ば頃に編年されるグループが79mライソ以上（中段）に立地し、同一標高上をとりまい

ている。そして、 8世紀代のものが上段に立地し、尾根から北斜面に分布しているという終末期古

墳の在り方が報告されている。

また、昭和58年の夏に秋山古墳群中の秋山諏訪山古墳が、管谷活之、駒宮史朗両氏によって調査さ

れた。その結果、秋山諏訪山古墳は、全長58m、後円部の高さ 7mの前方後円墳であり、河原石乱石

積みの袖無型横穴式石室を埋葬施設とする。勾玉、須恵器片、鉄鏃片を出土しているが、埴輪は確認

されていない。立地、墳形、石室形態等から 6世紀前半代のものと考えられる（菅谷浩之氏御教示）。

（岩瀕譲）

(2) 大里地方

大里地方は利根川・荒川によって形成された宴沼低地・荒川低地の沖積地と比企丘悛の北側に位

置する江南台地と荒川を挟んで対峙する櫛挽台地の台地部に大別される。

大里地方には発生期の占墳として、諏訪山丘悛上に存在する千光寺5号墳。安光寺2号墳（児玉

地方にて詳述）の他に、昭和57年、菅谷沿之・坂本和俊氏らの墳丘再測鼠調査によって明らかにさ

れた塩古墳群中の 2基の前方後方墳があげられる。従来、塩古墳群は 2基の前方後円墳を合む18基

からなる 6世紀前半代の古墳群として考えられていた。しかし、古墳の形態・古墳群の構成。生産

基盤としての可耕地等から 4世紀半から 5世紀前半の新しい段階の時期が考えられている（坂本氏

御教示）。このことにより県内における発生期の古墳について新たな間題提起がなされた。

5世紀後半代の古墳としては、熊谷市に存する鐙塚古墳（寺社下 1981) と横塚山古墳（増田

1971 a)があけられる。鎧塚古墳は、昭和55年の発掘調査によって、良好な埴輪列とニヶ所の古墳祭

祀跡を有する全長42飢の帆立貝式前方後円墳であることが明らかにされた。埋葬施設は削平され検

出されなかったが、竪穴式石室が推測される。古墳の時期については、 2ケ所の祭祀跡より出土し

た須恵器器台・高杯•土師器杯・高杯及び榛名ニッ岳火山灰(FA)等から 5 世紀後半の新しい段階

が考えられている。鎧塚古墳を含む中条古墳群中には、その他に帆立貝式前方後円墳である女塚 1

号墳（寺社下 1983)や直径30m前後で浮石質角閃石安山岩の切石を使用した胴張り型横穴式石室を

有する大塚古墳（寺社下 1983)など20基以上の円墳が存在する。古墳の築進は 5世紀後半の新し

い段階から 7世紀代に及ぶと考えられている。横塚山古墳は、全長30mを測る前方後円墳で、前方

部の発達が少ない墳形を呈することや後円部周堀内から出士した朝顔形円箇埴輪に横ハケを有する

ことから 5世紀後半代の築造が考えられている。
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6世紀前半代に入ると荒川流域に古墳群の築造が閥始される。荒川左岸の河岸段丘上の花園町小

前田古墳群がその例である。当古墳群は、昭和28年、東京大学考古学研究室の行った分布調査によ

って89品が確認され、 うち 3甚の古墳の調査を行い、胴張り横穴式石室を検出した。昭和31年、立

教大学歴史学科によって 4基の古墳が調査され、 2基の胴張り横穴式石室と 1基の矩形を呈する玄

室が検出された（中川。川村。小高•前田 1958)。 昭和53• 54年には、埼玉県教育委員会によっ

て、 22基の古墳と 5基の箱式石棺が検出された（市川 1980)。 22基の古墳のうち石室を残すのは

5基で、 2基が袖無短冊型横穴式石室、他の 3基が胴張り型横穴式石室である。周堀の調査では、

主軸長35加の帆立貝式前方後円墳 1基、 1辺15mの方墳 1基が検出された。他は総て円墳である。

箱式石棺は緑泥片岩を用いて天井部及び側壁を作り、周囲は河原石で控梢みを行っている。石棺の

規模は長さ1.5 X Q, 3 mである。副葬品は金環・ガラス玉と貧翡であった。調査の結果、当古墳群は

6世紀前半から 7世紀後半代にわたって築造されたと考えられている。

6世紀後半代になると群集墳の築造が盛行期を迎える。荒川左岸では花園町黒田古墳群・熊谷市

三ヶ尻古墳群、荒川右岸では川本町塚原古墳群•江南村野原古墳群等があげられる。黒田古墳群は

前述の小前田古墳群の東方に位置し、前方後円墳 1基を含む16基の古墳から構成されていた。昭和

49年に13基（塩野・小久保 1975 a• b)、昭和52• 53年に 3基（鈴木・中島 1979)が調査された。調査

された古墳は総て円墳で、 10~25mの内怪規模を有する。埋葬旅設は 4号墳の片袖型・ 17号墳の胴

張り型横穴式石室を除いて総て袖無短冊型横穴式石室である。剥葬品は 4号墳から、鉄鏃・刀子，

雲珠・絞具・飾帯金具・轡・耳環・管玉・切子玉・丸玉。小玉、 11号墳から鉄鏃・刀子・青銅製釧

・耳環・銅地鍍銀空玉・棗玉・切子玉・管玉・丸玉・小玉が出土している。須恵器は 1• 3 • 6号

墳から高杯・提瓶・聰・短顎小型壺が出土している。埴輪には円筒•朝顔形・人物・帽子形・靱形

・大刀形埴輪が出土している。当古墳群は石室の形態・副葬品から 6世紀後半から 7世紀前半に築

造されたと考えられている。三ケ尻古墳群（小久保他 1983)は前方後円墳 1基を含み、かつて100

基以上の古墳からなる大規模な群集墳である。昭和54• 55年に埼玉県教育委員会が調査を行い、 18

基の古墳及び古墳跡を検出している。三ケ尻林 4号墳（やねや塚）は残存状態良好で、内径26m、

高さ 3mの規模を有する。潤査の結果、上下二段の葺石帯を有し、中段乎坦部に円筒埴輪列が一周

する。埋葬胞設はやや胴の張る横穴式石室である。調査した古墳には、埴輪を持つものと持たない

ものがあり、埋葬廊設は河原石を使用した横穴式石室である。当古墳群は出土遣物から 6世紀後半

から 7世紀にかけての築造と考えられている。野原古墳群（柳田 1962)は南に和田川を望む台地

上に立地し、 「踊る埴輪」を出土した前方後円墳 1基と21基以上の古墳で構成される。前方後円墳

は昭和38年に調査され、前方部・後円部に一つづつ横穴式石室を有することが確認された。後円部

の石室は凝灰岩の切石を使用した片袖型横穴式石室で、前方部の石室は片袖型で胴張りを有する横

穴式石室である。当古墳の築造年代について、亀井正道氏は 7世紀前半（亀井 1978)、金井塚良一

氏は後円部の石室が前方部の石室に先行して構築されたものであることを考慮して 6世紀末（金井

塚 1979 a) と考えている。他の円墳群は立正大学考古学研究室の調査の結果（坂詰 1965)、7世

紀の中葉から 8世紀前半の構築と考えられている。塚原古墳群はかつて前方後円墳 1基を合む20基

ほどからなる群集墳である。昭和43年に 3基の古墳が調査され、河原石使用の横穴式石室が検出さ
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れている（埼玉県教育委員会 1978)。 当古墳群中の「はまぐり塚」と呼ばれた古墳から出土した

とされる頭椎大刀が長瀞綜合博物誼に収蔵されている。当古墳群の築遥時期は、 6世紀後半代から

7世紀前半代と考えられている。

7世紀前半では、荒川左岸で川本町見目古墳群。荒川右岸で川本町箱崎古墳群があげられる。見

日古墳群（塩野 1981)では、昭和39年に 2基の円墳が調査されている。 1号墳は墳丘径19m、高

さ約 2mの規模を有する円墳で、形象・円筒埴輪片を有している。埋葬厖設は袖無型横穴式石室で

ある。銅製八角稜鈴を出土している。 2号墳は墳丘径約17m、高さ約 2mの規模を有する円墳で、

周堀中から円筒埴輪の細片が出土している。埋葬胞設はやや胴張りを有する横穴式石室である。当

古墳群は 7世紀前半代から 7世紀後半に築造されたと考えられている。箱崎古墳群はかつて数十基

の小円墳が群集しており、中でも将軍塚古墳が最も大型の古墳であったが破壊されてしまった。現

在約20基の古墳が残存している。昭和43年に 2基の古墳が調査され（増田 1968)、2基とも共通し

た胴張り横穴式石室で、葺石がみられ、埴輪をもたないことが確認された。当古墳群の築造時期に

ついては、 7批紀前半代から 7世紀後半代に及ぶと考えられている。

7世紀後半代では、荒川左岸微高地上に立地する広猶古墳群、荒川右岸の鹿島古墳群（塩野他

1972)があげられる。広瀬古墳群中には、国指定史跡の上円下方墳である宮塚古墳（埼玉県 1982) 

が存する。古墳の規模は、一辺20mの不整方形を呈し、高さ 2m、上円の高さは下方墳の上面から

2.2m、 上円墳の表面には葺石が見られる。学術的調査を経ておらず、資料の不充分は否めない。

熊谷商業高等学校の校庭において河原石に囲まれた石室から蕨手刀が検出されている（熊谷市

1963)。鹿島古墳群は100基以上からなる荒川右岸最大級の古墳群であり、東酉 2kmに分布する。昭

和45• 46年にかけて27基の古墳が調査され、総て胴張り横穴式石室であることが確認された。古墳

は径11~30mの小規模な円墳で前方後円墳をもたない。副葬品は全体として極めて少なく、鉄鏃．

大刀などの武器類が多く玉類の出土は皆無である。周堀や墳丘から少量の埴輪片が検出されてい

る。当古墳群の築造時期は 7世紀後半から 8世紀前半代に及ぶと考えられている。現在56基が県指

定史跡に指定され保存されている。

（高橋好信）

(3) 秩父地方

秩父地方は県西部に位置し、秩父山地に囲まれた典型的な盆地地形を呈し、荒川やその支流の横

瀕川、赤平川の河岸段丘上に多くの古墳が分布している。

6世紀の後半になって秩父地方に古墳が初現すると考えられている。皆野町金崎古墳群は、荒川

左岸段丘上に 4基の現存する古墳から構成されている。石室が開口しており、胴張りの袖無型横穴

式石室を有する（田中 1980)。 築造年代については石室の形態及び環頭大刀を刷葬していた古墳

の存在から 6世紀後半代と考えられている。皆野町の荒川右岸段丘上には、墳丘径18m、高さ 5m 

の皆野大塚古墳が存在する。埋葬施設は袖無型横穴式石室で、残存状態もよく、秩父地方を代表す

る古墳である（塩野 1980、埼玉県 1982)。

秩父市の金室古墳群は荒川右岸河岸段丘上に 8基の円墳が現存する。昭和31年に 1基の古墳が調

査され、河原石積の横穴式石室が検出された（亀倉 1957)。 遺物は皆無であった。明治19年当古
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墳群中の一古墳から発見された鉄鏃・冑・金銅責・鐸・刀子・珊瑞勾玉・破璃小玉・滑石製臼玉・

須恵器片が、東京国立博物誼に収蔵されている（日本古考学会 1899)。冑は竪矧広板鋲留衡角付冑

で、関東に沿いて 6世紀後半から 7世紀にわたって用いられた冑であり、当古墳群の築造が埴輪を

もたないことを考慮し、 7世紀前半代の新しい段階乃至 7世紀後半代の古い段階と考えられている。

7世紀後半代の古墳群としては、秩父地方最大の古墳群である飯塚・招木古墳群・大野原古墳群

•太田部古墳群があげられる。飯塚・招木古墳群は荒川左岸段丘上に立地し、昭和51年当時 124 基

の古墳が確認されている。昭和53年に 7基の古墳が調査され、胴張り横穴式石室が検出された（亀

倉 1982)。 当古墳群は 7世紀後半の新しい段階から 8世紀前半の古い段階の築造と考えられてい

る。秩父市大野原古墳群は荒川の支流横濶川の左岸段丘上の数十基の小円墳から構成される。明治

40年に箱式石棺が検出され、蕨手刀・直刀・鉄鏃・鐸が出土している。昭和30年に明治大学考古学

研究室により 2基の古墳が調査されている。 1号墳は径12mの円墳で、埋葬薦設は主体の一部を地

表面下におく横穴式石室である。 4号墳は径13mの円墳で、埋葬施設は横穴式石室である（大塚

1959)。 古墳群の時期は、蕨手刀出土の古墳の存在や 1号墳の横穴式石室構築法から 7世紀後半代

から 8世紀前半代に及ぶと考えられている。太田部古墳群は標高 950mの塚山の中腹に立地する。

古墳群は 1基の前方後円墳と18基の小規模円墳から構成されている（埼玉県教育委員会 1957)。

秩父地方に存する他の古墳群とは、その立地の特殊性から、趣を異にしている。

（高橋好信）

(4) 比企地方

比企地方は和田吉野川・都幾川・越辺川に開析された谷によって、北比企丘陵と西部山間地、松

山台地、南比企丘陵と高坂台地という三つの丘陵台地に分割されている。

5世紀前半に北比企丘陵東北部の尾根頂部に占地ずる雷電山古墳（全長76m、帆立貝式古墳）と、

北比企丘陵から南東に伸びる吉見丘悛南部の尾根上に占地する山の根古墳（全長65.7m、前方後方

墳）が築造されるが、この 2基が比企地方最古の古墳であろう（金井塚 1967、塩野他 1981)。

埋葬胞設は双方と心判明していないが、前者の墳頂部には方形埴輪列があったといわれる。墳丘全

面に葺石が認められ、底部穿孔壺形士器が墳丘から出土している。松山台地西端の滑川村月輪の屋

田1号墳（円墳、径24m) も周堀内から和泉 1期の高杯・壻・甕が出士していて、 5世紀前半に位

置づけられよう（埼玉県 1982)。

5世紀後半に確実に作られたと見られる古墳も少ないが、松山台地東部の南側斜面に築造された

野本将軍塚古墳、高坂台地の北端部に位置する諏訪山古墳の 2基はこの時期にさかのぼる可能性が

ある。前者は全長 115m、 後者は全長61mの前方後円墳である。野本将軍塚古墳は、野本小学校校

庭の埋め立て、忠魂碑建設等の理由で封土をかなりけずりとられたとされているが、埋葬厖設が後

円部墳頂にまだ残存しているらしい（金井塚 1979 a)。 諏訪山古墳は前方部がやや低く、あまり

発達していない、一見古そうな墳形を呈する。近傍にある諏訪山33号墳（円墳、径25m) も、周堀

から外面第 2次調整ヨコハケの円筒埴輪片を出土しているため、 5世紀後半の築造と考えられる

（若松良一氏ご教示。および、金井塚編 1970)。

6世紀に入ると、各丘陵・台地とも前方後円墳築造のピークとなる。北比企丘陵東北部では雷電
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山古墳の周辺に形成された三千塚古墳群の第竺支群の主墳。弁天塚古墳（前方後円墳、全長37m)、

丘陵の東 lkmの台地の東山古墳、楓山古墳などは 6世紀前半の築造と考えてよいであろう。弁天塚

古墳は埴輪列があり、周溝から鬼高 1 期の壺形土器が出土している。楓山古墳は鈴環•石製鏡・銅

鏡などの出土が古くから知られ、全長lOOmに近い前方後円墳であったと考えられている。東山古墳

は削平されているが、やはり、相当大規模な前方後円墳であったようである（金井塚 1979a)。

松山台地では、台地東部の古凍。柏崎古墳群中に数基の前方後円墳があるが、このうち、おくま

山古墳（全長62m)、天神山古墳（現存墳丘長62.5m)の2基が 6世紀前半に属する可能性がある。

おくま山古墳は幅13mの周堀がめぐり、天神山古墳からは乎緑内行花文鏡（防製鏡）が出土してい

る（金井塚編 1968)。古凍・柏崎古墳群は比較的古相を示す、突出度の高い突帯を有する円筒埴輪

を出土する古墳が多く、古式群集墳のカテゴリーでとらえてよいであろう。同様のものに、台地酉

部の滑川村月輪古墳群、北部比企丘陵の言千塚古培群、松山台地北方の岩鼻台地上にある岩鼻古墳

群、高坂台地の諏訪山古墳群、吉見丘陵の久米田古墳群などがある。これらは、粘士床や木棺直葬

など横穴式石室採用以前の埋葬施設が知られているものが多く、青銅製鈴付腕輪や垂飾残片、馬具

などを出土した諏訪山 1号墳（円墳、径19m、6世紀前半末頃）は注目に値ずる（金井塚絹 1970)。

これらの古式群集墳は 7世紀前半代まで築造が継続されるようである。諏訪山古墳群には諏訪山29

号墳、諏訪神社古墳（後円部径27m)など前方後円墳は数基あり、高坂台地東部にも高済寺古墳が

ある。この 3基とも、半壊ないし全壊してしまったが、 50mを前後する規模は予想されてもよいで

あろう。これらも 6世紀代に築造されたのであろうが、前半に位置づけられるかどうか明確でな

い。北比企丘陵から東方に伸び、吉見丘陵につながる箕輪台地にある甲山古墳（円墳、径97m)、と

うかん山古墳（前方後円墳、全長75m) も大型の古墳だが、 6世紀の半ばかそれ以降になる可能性

が強い。甲山古墳は造り出し部をもつ可能性もある（金井塚 1979a)また、これらを取り込むよ

うにして、円山古墳群が所在する。 3基が調査されている。 1号墳（径24m)、2号墳（径27m)、

3号墳（径24m)の3基の円墳である。周堀はほぽ全周し、靱・瞥などの形象埴輪、人物埴輪、円

筒埴輪など数多くの埴輪が出土した。埋葬胞設は盗掘で大半こわされていたが、 2号墳から柄頭、

鉄鏃、刀子、銀環などが出土し、須恵器長頸瓶・士師器壻などの出土から 6世紀後半代と考えられ

る（金井塚 1979a)。

6世紀後半の築造になるものは、北比企丘陵では、三千塚古墳群の秋葉塚古墳（前方後円墳、全

長44.5m)、長塚古墳（前方後円墳、全長37.Om)、松山台地西部の円正寺古墳（前方後円墳、全長

31m)などであるが、前方後円墳築造のピークは過ぎている（金井塚 1975、1979a)。

6世紀後半の新しい段階から 7世紀前半にかけての時期は、武蔵型胴張り横穴式石室および横穴

墓群の成立期である。胴張り石室の最古のグループは松山台地酉部南端の若宮八幡古墳（円墳、径．．． 
30m)、冑塚古墳（円墳、径37m)、吉見丘陵の久米田の尾根上にあるかぶと塚古墳（円墳、径28m)

などである。石室はいずれも複室構造を呈する。若宮八幡古墳は遣物の出土は知られていないが、

埴輪が採集されたことがある上、石室形態が古相を呈することより 6世紀後半の新しい段階に築造

されたとすることができよう。冑塚古墳（金井塚。小峯 1964)は須恵器・大刀・小刀・鉄鏃・勾

玉・小玉・金環・馬具類を副葬し、 6世紀後半の新しい段階から 7世紀前半の年代をあてることが
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できる。これらは下附子古墳群を形成している。かぶと塚古墳（金井塚 1975)は2段築成の円墳

で全長 7mという大きな石室を持つ。玄室に円頭大刀、前室に須恵器25点などを副葬し、 6世紀後

半の新しい段階から 7世紀前半の年代とされる。久米田古墳群に近接して占地するが、半世紀程の

空白期間がある。

また槻川上流の山間部にある小川町穴八幡古墳（円墳、径24.9m)は緑泥片岩の一枚石を使用し

た、方形プラソの横穴式石室（複室構造、全長 8m)を有し、 7世紀前半の築造と考えられている

（芹沢・長内 1971)。

7世紀前半代にはじまり、 7世紀後半まで及ぶ古墳群は数多い。松山台地東部の柏崎古墳群、台

地中央部南姐の附川古墳群、台地酉部の下唐子古墳群・西原古墳群（金井塚・渡辺 1976) ・寺山

古墳群・菅谷古墳群、台地北方の滑川村羽尾の大谷古墳群•平古墳群・表古墳群（東京大学考古学

研究室 1964、金井塚他 1967)、 高坂台地東部の高坂古墳群、南部の毛塚古墳群、南比企丘陵東

部の桜山古墳群（小久保•利根川 1981)、尾根上に散在する駒堀・田木山・根平・舞台古墳群（栗

原・今泉・谷井 1974a 。 b 、水村釦今井•井上 1980)、 都幾川上流域山間部の山王古墳群、 市

の川上流山間部の峯ケ原古墳群、滑川上流山間部の古里•吉田古墳群、猫谷古墳群などである。

ここに列記した古墳群にはほとんど内容のわかっていないものや、破壊のすすんでしまったもの

もあり、築造初現期が 6世紀代にさかのぼるものも含んでいる。

これらは、ほとんどが胴張り横穴式石室を埋葬胞設としているが、附川・柏崎・田木山古墳群な

ど複室構遮のものを合むものと、桜山・根乎・舞台古墳群などのように単室構造ばかりで、羽子板

状平面プランの終末期の横穴式石室 (8世紀前半）を含むものがある。

これらの古墳の中で注目すべぎ内容をもつものを以下に列記する。柏崎4号墳（金井塚他 1968、

鈴木 1975)は銅婉模倣の須恵器高台付杯を出土し、 7世紀前半、附川 7号墳（金井塚 1971)は

鱗状銀象嵌を鐸に廊した直刀・鉄鏃・金環・棒状金具・刀子・紡錘車・須恵器杯等を出士し、 7世

紀前半、 8号墳（栗原。今泉・谷井 1974b)は切子玉・小玉・金喋・飾金具・直刀・刀子・鐸・

鉄鏃を刷葬し、周堀から須恵器提瓶・蓋を出土し、 7 世紀前半から後半、桜山古墳群（小久保•利

根川 1981)は須恵器フラスコ型提期・平瓶などを出土し、 7世紀前半から後半、 田木山 2号墳

（栗原・今泉・谷井 1974 b)は須恵器蓋が出土し、 7世紀後半、酉原 1号墳（金井塚・渡辺

1976)は銅婉・圭頭大刀・鉄鏃を出土し、 7世紀後半、舞台 1号墳（栗原・今泉・谷井 1974 C) 

は直刀・刀子・鉄鏃・鐸・須恵器長顎壺が出土し、 8世紀前半の年代をあてられている。

7世紀以後は横穴墓も相次いで築造される。特に吉見丘陵の南西斜面の吉見百穴横穴墓群は 222

基が確認されている。上段28基、中段76基、下段62基が、四つの突出部に分布し、山陵斜面に直角

に穿たれている。副葬品は、金環・銀環・勾玉・管玉・小玉・直刀・刀装具・鉄鏃・須恵器高杯・

臆・提瓶•平瓶・台付壺などが知られ、円筒埴輪も少数ながら出土している（金井塚 1975)。 7 

世紀前半以後の形成と考えられる。吉見丘悛には、吉見百穴横穴墓群の北方に、岩粉山横穴墓群、

東側斜面に黒岩横穴墓群があり、いずれも 7世紀前半代が初現期になると考えられている。黒岩横

穴墓群は 500基を越える大横穴墓群と考えられている（金井塚 1969、1975)。

また、北比企丘陵から西の山間部にかけては、三千塚古墳群東南部の丘悛斜面に比丘尼山横穴墓
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群、滑川上流域に天神山・高根山・尾根横穴墓群、越辺川に面した南比企丘陵の南側斜面に十郎横

穴墓群などがある。これらは、吉見丘陵の横穴墓群に引き続いて形成され、すなわち西方への横穴

墓の分布の拡大現象の所産として、理解されている。

以上に述べた横穴墓群の分布の拡大は、胴張り横穴式石室の分布の拡大と類似した傾向を持ち、

横惇屯倉管掌者の壬生吉士氏とその同族集団の移住との関連性が説かれている（金井塚 1979b)。

8世紀後半代まで時期の下る古墳等は今のところ見当らない。当地方の古墳の築造は 8世紀前半

代に終焉をむかえたようである。

（利根川章彦）

(5) 県南・県東地方

北足立・北埼玉。南埼玉・北葛飾の各郡は、荒川と利根川及び江戸川に挟まれており、古墳・古

墳群の分布は荒川流域左岸及び右岸、利根川流域右岸、古利根川流域、元荒川流域として捉えるこ

とができる。

荒川流域左岸の大宮台地西端の南北に走る台地上に存在するのが川田谷古墳群である。古墳群の

最南端の熊野神社古墳は 4世紀後半から 5世紀前半の古い段階のものとされ、県内で最も古い古墳

である。径30mの円墳で、硬玉勾玉、璃瑞勾玉、嗚瑞棗玉、碧玉算盤玉、碧歪管玉、硯瑞小玉、石

釧、碧玉紡錘車、滑石紡錘車、碧玉巴形石製品、碧玉筒形石製品、筒形銅器そして朱小塊若干があ

り、他に径12cmの鏡、刀剣類、白い勾玉があったと言うが散失している。埋葬絋設に関しても粘士

櫛または粘土床ではないかとみられる。川田谷古墳群の形成は熊野神社古墳を除けば 6世紀後半か

ら7世紀後半である（村井 1956、埼玉県 1982)。

次に続くものとして、熊野神社古墳の構築された台地の南の開析谷を隔てたところに、畦吉古墳

群の殿山古墳がある。径32mの円墳で、周溝より和泉期の壺形土器、土廿形土器と鉄鎌が検出され、

これらの遺物より熊野神社古墳に次ぐ 5世紀前半の古墳と考えられる（野村・赤石 1979)。

さらに、利根川右岸流域に「辛亥銘鉄剣」の出土で注目される稲荷山古墳を含む埼玉古墳群があ

る（埼玉県 1982など）。 丸墓山古墳は径102mに達する日本最大の円墳である（塩野 1980)。通

説では、 5世紀後半の年代が与えられ、埼玉古墳群中最古の古墳と考えられてきたが、これを疑問

視する説もあり（金井塚 1980b • cなど）、 近年墳丘から採集されている埴輪を見る限りでは、

稲荷山古墳より後出的である。また、この古墳を埼玉古墳群で最も新しいグループの中に含めて考

える見解もある。

稲荷山古墳（斎藤他 1980)は全長 117m、 後円部径62m、前方部幅74mの前方後円墳である。

二重の方形周堀がめぐり、西側の中堤部に方形に突き出た箇所が認められる。埋葬厖設としては、

礫櫛（第 1主体部）と粘士櫛（第 2主体部）が検出され、遺物として第 1主体部より画文帯環状乳

神獣鏡、辛亥銘鉄剣、直刀、剣、刀子、鉾、石突、鉄鏃、桂甲、勾玉、銀環、帯金具、轡 (f字形

鏡板付）、 三環鈴、鈴杏葉、素環雲珠、素環辻金具、方形辻金具、胤妥、鮫具、壺鐙、鉄鉗、錆子、

鈍、鉄斧、砥石、第 2主体部よりは直刀片、鉄鏃片、桂甲小札、方形辻金具、轡片、鎌が出土して

いる。周堀からは、円筒埴輪・各種形象埴輪・土師器杯・甕・壺が出土し、墳丘上出土と伝えられ

る須恵器杯蓋、高杯蓋、高杯、憩が知られている。 5世紀後半の新しい段階から 6世紀前半の年代
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を推定でぎる。

埼玉古墳群の北方に位置ずるとやま古墳（抑田 1967)は全長69m、前方部幅27mの前方後円墳

である。墳丘候には葺石が認められ、円筒埴輪も検出されている。埋葬嵐設は不明であるが、鉄製

鈴が出土しており、埴愉の特徴などから見ても 6世紀前半の年代を考慮でぎよう。

また、利根川の堤防沿いの大稲荷古墳詳（栗原・小林 1974)は水田中に埋没していたもので、

1号墳は径26mの円墳で、罪葬瓶設は緑泥片岩を用いた横穴式石室と推定され、他に円筒埴輪列が

確認された。 2号墳は、木棺直葬であり、直刀、轡、鉄鏃が検出された。 5世紀後半の新しい段階

から 6世紀前半にかけてのものであろう。さらに、匠ぼ同時期に属するものとして、江戸川西岸の

宝珠花台地の北酉端に近く、古利根川氾濫原を見下ろす洪積台地上にある日沼古墳群の主墳瓢箪塚

古墳（目沼 7号墳）をあげることがで彦る（大塚 1957、埼玉県 1982)。 全長38mの前方後円墳

で、明確な埋葬旅設は確認されなかったが、円筒埴輪列をもち、銅釧の出土も知られる。

以上、 4世紀後半から 6世紀前半の古墳をみてぎたわけであるが、当地域の 4世紀後半から 5世

紀代の古墳である熊野神社古墳・殿山古墳・丸墓山古墳は円墳であり、 5世紀後半から 6世紀前半

と考えられている稲荷山古墳・とやま古墳・日沼 7号墳は前方後円墳である。さらに、 5世紀後半

から 6世紀前半とやや幅はあるものの、大稲荷 1号墳・ 2号墳は円墳である。そして、 5世紀後半

以降の大型古墳は前方後円墳が主流であることより、 5世紀後半から 6世紀前半を契機として前方

後円墳が出現したことが窺われる。

6世紀代の古墳には、荒川の自然堤防上に位置する戸田市南原古墳群がある。五領期の方形周溝

墓・住居跡、鬼高 Il期の住居跡等と共に検出されたもので、円墳跡 1基・円形周溝菓3基である（塩

野他 1981、伊藤 1972)。 南原 1号円形周溝墓ほ馬蹄形周溝の一部が検出されたのみで推定外径

18mで、ブリッジの両側の周溝から一個ずつ鬼高 1期の壺形土器が出土している。 2号円形周溝墓

は外径15.5mで、周溝より既部穿孔の鬼高 1期の甕が出土し、 3号円形周溝墓は外径11.5mを測り、

ブリッジが浩り出されており、士師器片が出士しただけである。南原 1号墳は外径25mの円墳であ

り、周溝より円筒埴翰。人物埴輪・器材埴輪・須恵器片が出土している。

荒川流域左岸の大宮台地消和支合の南酉端に位置する白幡古墳群は 4基より構成されている（庄

野・剣持他 1980)。 径10~15m 前後の円墳で周堀のみの調査である。 1 号墳を除ぎ 2 号墳• 3号

墳• 4号墳は周堀の一部にブリッジが造り出されている。 1号墳周堀より鬼高期初頭の土師器片を

出土し、 2号墳では円筒埴輪・人物埴輪が出土しただけであるが、埴輪より 7世紀前半と考えられ

る。古墳群としては、 6世紀前半から 7世紀前半に造営されたものであろう。

古利根川と元荒）IIvこ挟まれた慈恩寺台地突端に立地する内牧古墳群の内牧塚内 4号墳は、一辺20

mの方墳で高さ 3~4mである。埋葬旅設は、粘土櫛 3基、木炭栴 1基が検出され、周溝内よりは

人物・円筒•朝顔形埴輸が大量に出土しており、下総型埴輸と武蔵型埴輪が混在している。埴輪や

木炭椰の下限より、 6世紀前半代と推定されている（中川・坂本・安籐・山形 1978)。

川田谷古墳群の南に位置する畔吉古墳群中の江川山古墳はすでに破壊されているが、径13c節の1方

製捩文鏡・径10.5cmの伯製隠竜鏡・管玉・直刀。土師器高杯片が発見されており、 6世紀代の古墳

と推定される（塩野 1980)。
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埼玉古墳群中最大規模の前方後円墳・ニ子山古墳は全長135m、後円部径66.5m、前方部幅93mの

規模をもつ。西側くびれ部に造り出しが認められ、二重の方形周垢をぶち、稲荷山古墳同様、西側

中堤に突出部がある。 6世紀前半以降と考えられる。鉄砲山古墳（前方後円墳、全長102m)も酉く

びれ部に造り出しを有する。方形の二重周堀と西側中堤の突き出しを有すると推定される。二子山

古墳・鉄砲山古墳の順に稲荷山古墳に続くと考えられる。その他、中の山古墳は全長72mの前方後

円墳、奥の山古墳は全長67mの前方後円墳で後円部西側に造り出しがある。瓦塚古墳は全長68mの

前方後円墳で、二重の周堀をもつ。愛宕山古墳は全長53mの前方後円墳で、古墳群中の前方後円墳

では最小のものである。古墳詳東方の若王子古墳跡（栗原 1970、金井塚 1980b)は全長95mの

前方後円墳で、角閃石安山岩と緑泥片岩による横穴式石室で、甲冑・杏葉・高杯・壻・刀剣片等を

出土している。 7世紀前半前後と考えてよかろう。

埼玉古墳群の陪塚的な小円墳は 7基が調査されている（栗原・田部井 1975b)。 1号墳（天王

山古墳）は径約3511tで、周堀内より人物埴輪・円筒埴輪片が出土している。 2号墳（梅塚古墳）は

径29 切で周堀は東•四にブリッジが造り出されており、堀底の一部には粘士が貼られている。周堀

内より、人物埴輪・須恵器蓋杯（第 2様式初頭）、 土師器壻＼杯（鬼高 1期）が出土しており 6世

紀前半の年代が考えられる。 3号墳は径14.5mで周堀内より円筒埴輪片、土師器杯が出土してい

る。 4号墳は径21m、5号墳は径31m、6号墳は径25叫 7号墳は径26mで、 4 • 6 • 7号墳は西

側の周堀、 5号墳は南西側の周堀にブリッジが造り出されている。いずれも、周堀内より円箇埴輪

片・土師器杯が出土しており、鬼高初頭のものと捉えることがでぎる。また、 6号墳より県指定の

水鳥埴輪が出士しており注目される。

永明寺古墳（栗原・塩野 1969)は利根川に並行する自然堤防緑辺部に築造された前後方円墳

で、全長78m、前方部幅421n、後円部径36m、高さは前方部及び後円部と危約7mである。後円部

より河原石を用いた礫榔または竪穴式石室が発見され、耳環・鉄鋸〗衝角付冑・桂甲小札・直刀片

刀子片・雲珠・鞍・轡・鐙鞄・鉄地金銅張鋲留金具等が出土しており、 6世紀前半と考えられる。

近隣にほ毘沙門山古墳などかなり大善な古墳が数基あり、継続的に築造されたと考えてよかろう。

大宮台地東先端の独立丘の尾根上に構築された前方後円墳の高稲荷古墳（大塚 1960')は全長75

加、後円部径50m、前方部幅27mで前方部の未発速な古式古墳の様相を呈する。埋葬厖設は粘土廊

設（粘土榔）である。県南の発生期古墳とみられ 6世紀前半代のものであろう。

荒川右岸の野火止台地の北東縁には根岸古墳群が位置する（塩野 1980)。 全長60mの柊塚古墳

（前方後円墳）を中心に数基の円墳が現存する。昭和18年調査後削平された一夜塚古墳は径50m、

高さ 7mの円墳である。埋葬胞段は木炭榔で方格規矩鏡・桂甲・馬具類を出土し、 6世紀前半とさ

れる。柊塚古墳もほぼ同時期であろう（埼玉県 1982)。

古利根川流城の目沼古墳群ほ、前述の 7号墳の他にもう一基の前方後円墳 (2号墳）があり、そ

の他11基の円墳で構成されている 6世紀から 7世紀代に及ぶ古墳群である。 2号墳は江戸時代に発

掘され、大正時代に再発掘され墳裾に砂岩系の切石が残存していた。 10号墳（浅間塚）は埴輪列の

一部が検出されている（岩井 1929)。 3号墳は径12~13節で埋葬拡設は角閃石安山岩の河原石に

よる半地下式の胴張りを有する横穴式石室であり、副葬品として碧玉製管玉•水晶製切子玉が出土
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している（柳田・早川・庄野 1964)。 日沼 4号坑は径20叫 5号墳は怪16mの円墳で、埋葬薦設

は木棺直葬と推定される。 6号墳は径16加の円坦で、埋葬施設ぱ凝灰質砂岩割石の乱石積みの胴張

りを有する両袖型横穴式石室てある。副葬品は鉄鐵・金環嗚刀子・不明鉄製品が出土している（蚊

爪 1968)。 日沼 9号墳は圧26mの円墳で、埋非加没は木炭梱をもち鈴杏葉・鉄製雲珠の他に土師

器甕を出土し、 6世紀即半八のものと捉えられる。

元荒川左岸大宮台地上の柏間古墳群（埼玉県 1982)に県指定史跡で肘方後円坦の天王山塚古墳

があり、全長 107m、 後円部径55m、訓方部幅62mを測る。墳丘から人物埴輸頭や円筒埴輪が採集

され、石室の一部と見られる角閃石安山岩の石材が確認されている。 6世紀後半代のものと見てよ

かろう（塩野 1977、若松 1982)。

古利根川右岸に形成された自然堤防上に樋遣川古摂群が形成されており、宮西塚古墳出土と伝え

られる遺物がある（埼玉県 1982)。 出土品は仇製方格四獣鏡。鉄地金銅張鐘形鏡板・鉄地金銅張

辻金具・鉄地金銅張素環杏葉。直刀片・円筒埴輪片。ガラス小玉等が保管されている。

6世紀後半代のものとしては、利根川の堤防の向 1knliこ剣神社古墳を盟主とする斎条古墳群があ

る（埼玉県 1982)。 剣神社古墳は径40加、高さ 3mの円墳である。水田下から埴輪が検出された

ことより調査された斎条 5号墳（栗原・塩野 1964)は円墳で径l9m、高さ 1.8mである。埴輪列

には円筒•朝顔花形円筒・人物・家形・馬形埴輪がみられた。埴輪より、 6世紀後半の築造と考え

られる。

日沼古墳群の目沼 8号墳は径23~24mの円墳で 2基の粘上桝を有し、第 1粘土榔よりガラス小玉

銀環)第 2主体部より直刀・鉄鐵を出上している（横川他 1981)。

6世紀後半新段階に属するものとして、荒川左岸の大宮台地西緑に馬室古墳群の将軍塚古墳があ

る（塩野 1980)。前方後円墳で全長30凡円筒旭輪が検出された。

川田谷古墳群の川田谷ひさご塚古墳は、全長4lm、後円部径2711t、前方部幅20mの前方後円墳で

ある。埋葬廊設は凝灰岩切石を用いた横穴式石室で、大刀・鐸・鉄鏃・刀子・馬具破片を出土し、

人物埴輪・円筒埴綸も検出され、 6世紀後半の新しい段階から 7世紀前半の所並と考えられる（柳

田・塩野 1968)。

大宮台地の北斜面に位置する生出塚古墳群は前方後円墳を含む古墳群であったが、現存する墳丘

は皆無である。 1号墳から 5号墳まで調査されているが、周溝のみの調査である。 1号墳は北側に

ブリッジを有する径20加の円墳で鬼高 Il期の土師器を出土した。 2号墳は径40~50mと推定され、

円筒•朝顔・人物・励物埴輪等多鯖の埴輪が検出された。 3 号塩は径12 加の円墳で、人物埴輪が 3

体出土し顔面に丹塗が厖されている。 4号墳は径12m、5号墳は径16mの円墳である（山崎 1980、

山崎・若松他 1981)。6世紀後半以降の築造であろう。

7世紀代の古墳としては、荒川左岸の大宮台地北端に宮豆古墳がある。規模は長径25m、短径20

m、高さ 15mの円墳である。埋葬施設は、角閃石安山岩を面取りして用いた胴張りを有する横穴

式石室である。刷葬品は、玉類。鉄鏃・須恵器臆・土師器杯・盤等で、 7世紀前半と推定される

（柳田・金井塚 1959)。

荒川左岸の自然堤防上に位饂する大久保古墳群は、白鍬古墳群も合めて呼ばれている（埼玉県
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1982)。 塚山占填は前方後円墳で前方部を失っているか、悛円部怪35mである。かね山古墳は、径

40mの円墳で周溝内より円筒埴輸が出土しており、 7世紀前半頃とみられる（高山。小倉 1980)。

古墳群としては、 7世紀前半から 7世紀後半の築造と考えられる。

埼玉古墳群の将軍山古墳も 7憔紀前半と苔えられる全長9lmの前方悛円墳である。埋葬施設は横

穴式石室で、銅婉・杏葉・宣蛛・鐙・轡，変形文鏡・銅鈴・扉頭大刀・胄片 e 桂甲小札・鉾・蛇行

状鉄器・三輪玉・石製皿・須恵器高杯等が検出されており、墳丘から円筒埴輪が出土している（柴

田 1906、埼玉県 1982)。

利根川堤防近くの麦沼低地中の酒巻古填群第 1号墳は全長50加の前方後円墳で、前方部前面を除

いて埴輪列を有し、馬形埴輪•朝顔形埴輪が検出された。埋葬施設は 2 基の横穴式石室で、胴張り

を有ずる複室構造のものである（埼玉県 1982)。

行田市の北部を東流する星川右岸の低台地しに位置する小見真観寺古墳は、仝長 112mの前方後

円墳である。埋葬施設は、後円部と鞍部に緑泥片岩 1枚石の横穴式石室である。謁葬品は、竪矧広

板鋲留衝角付冑・桂甲小札・鉄鏃・金環．眠椎大刀・上顕大刀・刀子・箪付銅婉等があり、これら

より後円部石室は 7世紀前半、鞍部の石室は 7世紀後半と考えられる（埼玉県 1982)。

小見真観寺古墳の北に虚空蔵山古墳があり、前方部のみが残存している前方部幅25mの前方後円

墳である。埋葬薦設は緑泥片岩の横穴式石室と推定され、 7世紀代の築造と考えられる。さらに、

周辺には籠山古墳・天神山古墳などが現存する（埼玉県 1982)。

埼玉古墳群北方の埋没ローム台地上に若小玉古墳群が形成されており、その中の八幡山古墳は推

定径が74mの円墳で、2.5加の版築上に石室が構築されている。石室は 3室の複室構造で、角閃石安

山岩・輝石安山岩の六角形の切石及び緑泥片岩板石等て構築されている。出上追物として、銅婉．

乾漆器片・棺座金具・須恵器長頸壺・央紆状片・銅漆装万顕把頭・金銅狐鞘尻金具・銀製弓両金物

片・釘。鉄鏃及び東国で唯一の塗漆木棺片等があり、 7世紀後半代と考えられる（小川他 1980)。

同古墳群内の地蔵塚古墳は一辺28m，高さ4.8mの方墳で、奥壁と天井石が緑泥片岩、その他は凝

灰岩切石による胴張りを有する横穴式石室を有する。側璧より線亥U両が検出されており、烏帽子を

被った人物・弓を引いている人物・馬・水烏・家とみられるものがある。なお、局溝が鬼高 Il期の

住居跡を切っていることより、 7世紀後半から 8世紀前半のものと考えられている（栗原 1963b)。

方墳としては、その他に県南の大宮台地に県指定史跡の方墳大塚古墳 (21m x 25m)がある（埼

玉県 1982)。

大宮台地の四端、荒川左岸の台地上に 8基の古墳で楷成される中井古墳群が位置する。中井 1号

墳は径約20mの円墳で、周堀の東南部にブリッジが遥り出されている。埋葬施設は胴張りを有する

複室の横穴式石室である。副葬品は直刀片のみであるが、人物埴輪頚部・家形埴輪片が出土してお

り、 7世紀後半から 8世紀前半と考えられているが（板川 1972)、多少古く考えてよかろう。

荒川左岸、大宮台地西縁の日進与野支台先端部に側ケ谷戸古墳群が位置する。同古墳群中の台耕

地稲荷塚古墳は円墳で径30m以上と推定される。埋葬施設は凝灰岩飲石による阿袖塁の横穴式石室

で、ガラス製小玉R漆塗木製小玉・切子玉・鉄鏃・大刀・刀子を出土し、 7世紀後半と推定される

（柳田・三友 1973)。
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同古墳群にはその他に、稲荷塚古墳。茶臼塚古墳・上之稲荷塚古墳・山王山（慈宝院）古墳•井

刈古墳・中郷古墳等がある。稲莉塚古墳は径25mの円墳で、周堀は幅 7mを測り馬蹄形を呈してい

る。周堀内より、円筒・人物埴輪が出土した。茶臼塚古墳は怪30inの円墳で、墳頂付近より円筒埴

輪が出土した。上之稲荷塚古墳は怪15mの円墳である。山王山古墳は石室のみが遺存しており、大

刀・刀子が出土した。井刈古墳は前方後円墳てあり、台祉地稲荷塚に先行するものとして、 7世紀

前半代と推定される（埼玉県 1982)。

元荒川流域では、蓮田市閏戸から馬込にかけて、 7抵紀前半以降と推定される円墳が散在する

が、十三塚古墳（早川 1967) ・ささら 3号墳（鈴木。藤原 1983)など砂岩系の切石を使用する

横穴式石室を埋葬胞設とするものが多い。

当地域においては、横穴式石室を埋葬施設とする占墳は、 6世紀代より出現し、胴張りの石室も

7世紀には出現しており、炭室構造の石室は 7抵紀前半以降に盛行するようである。

（山本禎）

(6) 入間地方

入間地方は、北に隣接ずる比企地方のように丘陵が発達していないので、台地と山地に地形が二

分される。台地は、大きく見れば武蔵野台地の東北縁辺部にあたる。越辺川・高麗川・入間川・小

畔川およびその下流の荒川により闘析された谷により、台地は分割されている。

この地域では、荒川右岸の台地東端部付近に立地する三変稲荷神社古墳（円墳、径15m)が最古

である（小泉 1972 C、塩野他 1981)。 白銅製神獣鏡 1面と石釧 1個が出土品として知られ、 5 

世紀前半と考えられる。この周辺の仙披古墳群には喜多院慈眼堂古墳（前方後円墳、長径36m)、

山王塚古墳（円墳）、やや南にはなれて新河岸川沿いに、洩間神社古墳（父塚） （円墳、径36m)、

愛宕山古墳（母塚） （円墳、径40.2m)があるが、時期不詳のものが多い（小泉 1972 C、金井塚

1980 a)。

5世紀後半代に位置づけられるものは、皆無に等しいが、仙波古墳群や小畔川流域の下小坂古墳

群等の中にはこの時期にあたるものもあるであろう。下小坂古墳群（小泉 1972 a)は1号墳（円

墳、径34m)が木炭椰、 3号墳（円墳、径30m)が粘土楷の埋葬加設を有する。 1号墳には直刀・

刀子・鉄鏃・ガラス製小玉、 3号填には円筒埴輪 8個体が墳麓に立てられていたのが確認された。

いずれも 6世紀前半と考えられる。また、群の東端部にある西原古墳（帆立貝式古墳、全長31.8 m) 

は後円部中央に簡略化された粘土椙をもち、 6世紀前半と考えられている。前方部左側面の周堀中

央部に形象埴輪がまとまって樹立されていた上、円筒埴輪•朝顔形埴輪も出土している（甘粕・小.... 
泉 1972)。さらに東方500mにどうまん塚古墳（円墳、径24.5m)がある。棺の両端に白色粘土を

詰めた木棺直葬の埋葬厖設をもち、擬銘文帯変形獣列鏡・直刀・鉄鏃・桂甲・馬具類・斧頭・鈍・

砥石・滑石製臼玉などが副葬されていた（小出 1963)。 6世紀前半と考えられる。これら 4基は

多少の時間差を持っていて、 1号→ 3号→西原・どうまん塚という順序の想定もある。

越辺川右岸の坂戸台地北東部にも、 6世紀前半の築造と考えられる雷電塚古墳（前方後円墳、全

長52.4m)、牛塚山古墳（前方後円墳）がある（金井塚 1980a)。双方とも主体部は不明だが、円

筒埴輪の出土が確認されている。やや西方に位置する勝呂神社古墳（円墳？ 径50m)もこの時期
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に属する可能性がある。

さらに上流右岸の善指寺台地には多数の古墳の分布か確認されている。この中で坂戸 109号墳は

径20m以上の規模をもつ円墳であるが、あるいは 6世紀前半代に属す前方後円墳となるかもしれな

い（金井塚 198oa)。また、坂戸114号墳（円墳（径20m)は粘土構状の埋葬施設が調査されてい

る。直刀・鉄剣を副葬品にもち、埴輪・葺石厖設もあり、 6世紀前半と考えられている（埼玉県

1982)。

6世紀後半を予想されるものは、善餡寺台地では、北から坂戸130号墳（全長40m)、128号墳（全

長32m)、133号墳（全長45加）、毛呂山 1号墳（全長32in)、4号墳（全長24m)、34号墳（全長 24

m)、坂戸15号墳（残存部長21m)など中小規模の前方後円墳が多数ある（金井塚 1980 a)。これ

らを中心に入四（善能寺）古墳群が形成され、現状では59基が善能寺・小山・北峰。成願寺地区に

分布している（塩野 1980)。善能万海105号墳は直刀・槍・矛・鉄鏃が出上し（埼玉県教育委員会

1961)、6世紀後半の古い段惜かそれ以前の年代を想定でぎそうである。小山地区の坂戸102号墳（円

墳、径 5m)、103号墳（円填、径16m)、104号坑（円墳、径 5m) も馬形埴輪・人物埴輪・円筒埴

輪の破片が検出されて、 6世紀代のやや新しい段附と考えられる（埼玉県 1982)。

また、越辺川をさらにさかのぽると、苦林古墳群が、四戸・）II角・大類。玉林寺に分布し、入酉

古墳群に隣接して所在する（塩野 1980)。 玉林寺の長塚古墳（前方後円墳）は『新編武蔵風土記

稿』にも記載があり、瓢箪塚古墳（前方後円墳）は直刀・馬具・鐙の一部・銀環。須恵器などを出

土している。また、同じ玉林寺地内の古墳から五鉛釧 e 内行花文鏡・鉄鐸・金環。銀環・紡錘車・

管玉・勾玉・琥珀玉・瑠璃玉・滑石玉等が発見されている（塩野 1980)。 これより苦林古墳群が

6世紀代から形成されている可能性も想定できよう。

高麗川流域にも、前方後円墳・大型円墳があるが、退物が知られていないため、時期が不明であ

る。上流には坂戸145号墳（前方後円墳、全長27m)、146号墳（前方後円墳、全長14m)、右岸の浅

羽地内に土屋神社古墳（円墳、長怪50m)、 左岸の北大塚地内に石上神社古墳（円墳、径50飢）な

どが知られている。このうち土屋神社古墳は凝灰岩使用の横穴式石室をもっため、 7世紀代に下る

かもしれない（金井塚 1980 a)。

越辺川下流の坂戸台地には、全長63.2mの前方後円墳である胴山古墳が 6世紀後半代の築造と考

えられているが、円筒埴輪の出土が知られる。現存のものでは、入間地方最大の古墳である（金井

塚 1980a)。

小畔川流域の下小坂古墳群は 4号墳（前方後円墳、後円部怪301几）、 中小坂古墳（前方後円墳）

が6世紀後半から 7世紀前半の古い段階にかけて継続的に築造されたようである（小泉 1972 a)。

下小坂 4 号墳は横穴式石室をもち、管玉令勾玉•水晶玉・小玉・銅釧・直刀片が閥葬品として知ら

れる。人物埴輪・馬形埴輪・円筒埴輪の破片が出土している。これに対して、中小坂古墳も横穴式

石室を埋葬庫設とするが、埴輪は知られず、相対的に新しいと考えられる。

7世紀前半になると、新たな地域に古墳の分布が認められる。特に入間川流域は顕著である。入

間川左岸の的場古墳群に 1甚だけ現存する牛塚古墳（前方後円墳、全長45.6m)は河原石小口積み

の横穴式石室を有する。わずかに胴張りのある隅丸長方形の平面プラソで、棺床面は 1回被覆さ
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れ、 2次以上の埋葬が確認された。第 1次棺床面からは、馬具・金銅環・管玉・切子玉・土製丸玉

・ガラス玉・鉄鏃・直刀等、第 2次棺床面から金銅製指輪。金銅環・ガラス製小玉・直刀片・刀子

・千段巻柄頭・鑽・鉄鏃。馬具等、墳丘・周堀から須恵器甕・提瓶。器台・土師器杯，金銅環など

が出土している（甘粕 1972)。7世紀前半を前後する時期でおさえられよう。

越辺川流域の坂戸台地にも勝呂古墳群が築造されているが、 40晶以上が確認されている。新町地

内の坂戸36号墳（円墳、径15m)は河原石使用の胴張り横穴式石室が検出され、金環・銅環。刀子

・鉄鏃等の副葬品がある。 7批紀後半の古い段惜までの継紐を考慮できる。新町地内からは埴輪円

筒棺の出土も知られている（塩野 1980、埼玉県 1982)。

小畔川流域の下小坂古墳群では、小堤山神古墳（円墳、長径63m)が7世紀代と考えられる（小

尿 1972b)。 両袖型横穴式石室を埋葬扉設としていて、玄室は若干丸味をもつプランである。金

銅環と直刀が副葬されていた。下小坂占墳群では最も新しい段陪の古墳である。

入間川流域では、上流左岸の狭山市征井古墳群・上広源古墳群、中流右岸の川越市噌大塚占墳詳

が7世紀後半前後に築造されたものである。

征井古墳群では半地下式袖無型長方形プランの河原石積み横穴式石室か検出され、直刀・鉄鐵・

金環の副葬品を出土している（城近・三島 1972)。 上広穎古墳群は、奈良•平安期の大集落遺跡

である今宿遺跡に隣接して分布する。この遺跡の調査区内で周堀 1基を検出し（駒宮 1970)、 昭

相38年発見の河原石積み横穴式石室からは、直刀片・刀子・金環・銀環等を出土した。双方とも河

岸段丘上に立地し、低墳丘のものが多いためか詳細な分布状況は把握されていない。

南大塚古墳詳（栗原，小呆。谷井•今呆•野部 1974)はさらに下流の川越台地北酉緑辺部にあ

り、山王塚古墳（力墳）を中心として15基が確認されていた。 3基の古墳が調査されている。 1号

墳・ 2号墳は径16m、3号墳は径19.5mの規模をもち、 2号墳には破壊された横穴式石室が確認さ

れ、直刀・刀子・鉄鏃を出土した。周堀から円筒埴輪・土師器杯・壺等を出土しているが、これら

を見る限り、 7世紀前半代かそれ以前と考えることもできよう。 3号墳も周堀だけの確認によって

いる。 2号墳の北東側周堀外に礫楊があるが、副葬品はなかった。これらから考えるに、築造開始

は7世紀前半、群形成のピークは後半代になるであるう。

7世紀以前から古墳の築造が継続している越辺川・高麗川流域では、 7世紀後半代においても、

入四・苦林古墳群は築造が継続する。小畔川流域にも下小坂より上流に鶴ケ丘古墳群の築造が見ら

れるようになる。

苦林古墳群では、川角所在の毛呂山78号墳で胴張りをもつ横穴式石室が検出され、金銅装頭椎大

刀が羨道部から、鉄鏃・金銅環・ガラス玉が玄室から出土した。壮年男子の臼歯も検出された（埼

玉県 1982)。 7世紀前半の新しい段階から後半代の所崖と考えられる。四戸の毛呂山 109号填か

らも胴張り横穴式石室が検出されている（埼玉県 1982)。

入酉古墳群においては、善能寺から東方の北峰に摩利支天塚古墳（円墳、径15m)、 新堀に山玉

塚古墳（円墳、径12.5m)等の小古墳が調査されている程度である。摩利支天塚古墳は胴張りプラ

ンの横穴式石室の一部を検出し、倒卵形鐸の直刀。金銅環・銀環・銅環・鉄鏃等を出土した（埼玉

県 1982)。 7世紀前半以降の所産であろう。山王塚古墳は倒卵形プランの横穴式石室を有し、馬
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具・直刀。金環・鉄斧・鉄鏃片・瑚塙勾玉・碧玉勾玉・管玉・ガラス玉。ガラス小玉•練玉等を出

土した（埼玉県 1982)。 7世紀後半代と考えられている。

鶴ケ丘古墳群（谷井・小久保 1976)は30mクラスの円墳・方墳が散在して分布する。 1号墳は

コーナ一部にブリッジをもち、コの字状にめぐる周堀をもち、埋葬旅設は自然石使用の横穴式石室

.'' 
である。石亨は深さ90c前の版築構造の掘り方を有する。一辺25~30m程の方墳であり、 7世紀後半

以降の年代とされる。当地方の終末期の古墳としては、最も有力な一群であろう。

ところで、横穴墓も、上福岡市川崎（小呆他 1972)、川越市岸町（谷井 1969)、所沢市滝之城

（金井塚他 1978)、 北秋津（所沢市 1958)などに少数あるが、副葬品が少なく、年代不詳のも

のが多い。大横穴墓群の盛行する比企地方と異なり、所謂大化薄葬令以降の段階で、古墳の築造停

止とオーバー・ラップして出現してくるのではなかろうか。

（利根川章彦）
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第 2章 埼玉における古墳出土の鉄鏃の基礎的型式分類と

年代観

本章ては、埼玉の古塩出上の鉄鏃を考察する上での骨格となる基礎的分類と各型式の年代につい

て述べておきたい。

古墳時代の鉄鏃の研究は、 1939年に人類学雑誌第54巻第 4号に掲載された後藤守ー氏の「上古時

代鉄鏃の年代研究」に始まるといっていいだろう。それ以前から既に、鉄鏃が古墳から出土する遺

物の中でも特に出土例の多い、いわは普遍的といっていい程みられる遣物であるということは事実

として認められていた。しかし鉄鏃に資料としての価値をみいだし、それを研究の対象とすること

はほとんどなかったのである。当時の考古学界において鉄鏃の追物としての価値は非常に乏しいも

のであった。後藤氏は上記論文の前菖き部分で次のように述べている。 「鉄鏃はその性質が実用を

専らとし、かつ多数を必要とし、しかも消耗的性質のものであるが為めに、芸術的価値乏しくして

人の好尚に副はず、かつ鉄製であるが為めに錆朽ち易いので、従来学者のこれを論完するものなく

（以下略）」このような状況において後藤氏は鉄鏃を集成し、型式分類を行い、年代観を求めること

によって古墳研究・古代文化の研究に一指標を与えたのである。

現在刊行されている報告書・論文等で用いられている鉄鏃の型式名称の多くはこの後藤氏の分類

をそのまま使用している。一部では1941年に刊行された末永雅雄氏の『日本上代の武器』において

末永氏の挙げた五型式分類（細根式・厚根式・乎根式・尖根式・雁股式）に従ったものや、後藤氏

の分類と末永氏の分類を混同して用いているものがある。こうした状況にも増して鉄鏃の型式名称

を難解にしているのは、後藤氏自身の分類基準が観念的なものを合み、実際に分類していく場合に

主観が多く入るということに帰する。たとえば、鏃身部の鋒のふくらの有無あるいは強弱による広

鋒，狭鋒との区別、あるいは鏃身部の幅の広い、細いによる広根・細根の区別、柳葉と広鋒長三角

との区別等である。これら分類の要素はそれ自体型式の細分、または編年において重要なものとな

る可能性があり、場合によっては鉄鏃の時間的・空間的差異の煩向を示すものとなり得る。したが

って、それ相応の分類要素として取り扱われるべきであるが、鉄鏃が鍛造により製作されることを

考えあわせると、基礎的（一義的）な型式分類においては、その性質上分類要素としての資質に乏

しい。そこで後藤氏の分類の基準となっている要素のうち比較的客観的分類基準を抽出し、それら

を分類の基礎的要素として舷理しなおし、基礎的分類を行うことができれば、この分類にさらに細

日にわたる分類要素を加えることによって、輯年等により発展的な視野を与えられる可能性がでて

くるのではないだろうか。もっとも県内だけの出土例で、型式分類・鉄鏃の年代観を検討すること

には無理があるが、本稿においては「埼玉県における古墳出土遺物の研究 l（鉄鏃について）」とい

うことであるので、あえて県内出土例のみに限って取り上げることとする。以下その基礎的型式分

類の試みと鉄鏃の年代観について若千検討することとする。
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(1) 基礎的分類

古墳時代の鉄鏃は基本的には刃部を有する鏃身部と、矢柄に装着ずるための頸部とからなってい

る。分類の第 1要素としてこの頸部の有無があけられる。つまり有頸鏃と無頸鏃である。鉄鏃の型

式分頸及び網年を試みるとぎには、頸部の形態や箆被の形態。有熊が重要な要素となる。したがっ

てそれらをもともと有さない無類鏃を有式鏃の場合と全く同様に考えるわけにはいかない。そこで

ここでは有頸嫉をその主眼としてとりあげ、その基礎的型式分類を試みる。 （第 1図）

頚部の形態による分類

・ 頸部の長さによる分類

1 長頸

2 短頸

． 箆被の有無及び形態による分類

1 無箆被鈷被のないもの。

2 関箆被 箆披部分が両関を品するもの。

3 棘箆被 箆被部分が棘状を呈ずるもの。

鏃身部の形態による分類

・ 逆刺の有無及び形態による分類

1 腸袂 鏃身に逆刺を有するもの。

2 重扶逆刺が二重になっているもの。

3 関有 鏃身部から鯰部への移行部に明瞭な関を有するもの。

4 関無 鏃身部から頸部への移行部に関のないもの。

． 鏃身部の刃のつき方及び断面形による分類

A 両刃 刃が鏃身の両側につくもの。

1 両丸 両面にふくらみを持ち断面が凸レンズ状を呈するもの。

2 片丸 片面が平らでカマボコ状の断面をもつもの。

3 平 断面が偏平のもの。

4 鏑 両面に鏑を有し断面が菱形となるもの。

5 片乎鏑 片面にのみ鏑を有し断面が二等辺三角形となるもの。

6 片丸鏑 片面に縞を反対面にふくらみをもつもの。

7 切刃 刀でいう鏑を両面に有し断面が六角形となるもの。

8 片切刃 刀でいう鏑を片面に有し断面が台形となるもの。

9 端刃 鏃身の先端にのみ刃部のあるもの。

B 片刃 片側にのみ刃を有し鏃身が刀状を呈するもの。

1 平刃 刀でいう鏑のないもの。

2 切刃 刀でいう鏑を表裏両面に有するもの。

3 片切刃 刀でいう鏑を片面にのみ有するもの。

4 端刃 鏃身の先端にのみ刃部のあるもの。
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． 鏃身の乎面形態による分類（両刃）

A 柳葉 鏃身の最大幅（逆刺の部分は除く）をその中程にもち、柳の葉のような形となるも

の。

B 長三角 底辺が他の二辺よりも短い三角形となるもの。

c 正三角 正三角形かもしくはそれに近いもの。

D 五角 五角形を呈するもの。

E 繋 鏃身と頸の境が明確でなく、細長い棒の先を押しつぶしたような形となるもの。

これらの概念は絶対的なものではなく、あくまでひとつの基準を示したものであることを付記し

ておく。なお斧閤及び雁股は除いた。

以上の各基撃をもとに埼玉出土の鉄鏃の分類を行った。それをまとめたのが第 1表及び第 2~5

図である。分類の名称は、頸一箆被ー逆刺ー刃一平面形（片刃は乎面形を除く）の順にしたがい、

繁雑になるのを避けるため、省略したり略名称で表したものもある。また各要素の番号・記号を同

様の順番で羅列したものを分類の略号とした。その際、平面形態基準のない片刃箭のものはFとし

た。たとえば短頸箆被腸挟同丸造柳葉式は221A1A、長頸棘鱈被関無端刃片刃箭式は134B4Fとな

る。

(2) 鉄鏃の変遷

概して鉄鏃はその鏃身部の乎面形態等により柳葉式・長三角形式・正三角形式・五角形式・整箭

式・片刃箭式という六型式に大別される。以下それらがどのような変遷をたどるかを若干検討して

みたい。

i)柳葉式

県内出土の短頸柳葉式は、偏乎な筐被をもち、かつ前期的な様相を呈する短顎柳葉式と比べると

比較的長い箆被を有するものであるが、それらは逆刺のつくもの（短顎箆被腸袂両丸造柳葉式 22 

lAlA) と無いもの（短頸箆被丙丸遥柳莱式 223AlA)に大別できる。腸袂式を先行型式として

みることができるが、特に城戸野 4号墳出土例のように逆刺が深く、逆刺全休が外反せず鏃身部に

密着しているものはより古式の様相を呈する。

長頸柳葉式では埼玉稀荷山古墳第 1主体部出土の長頚箆被腸挟片丸造柳葉式(121A2A)と長頸箆

被腸扶片乎鏑造柳葉式(121A5A)の2型式が最応古い型式である。ともに腸挟式で長頸化した棒状

の箆被であるが、棘箆被状を呈さず、箆被と茎の間は段を造り出して関としており、長頸棘箆被の

出現期以前の形態である。長頸棘箆被式では逆刺の有無で 2群に分かつことができる。城戸野 4号

墳、鹿島20号墳出土例の長頸棘箆被腸挟両丸造柳葉式(131AlA)、見目 1号墳出土例の同乎造柳葉

式(131A3A) と黒田 4 号• 5 号• 9号・ 11号墳、鹿島24号墳出土例の長頸棘箆被片切刃造柳葉式

(133A8A)、餌］手長山古墳、城戸野 2号・ 4号墳、見目 1号墳、黒田 5号・ 8号墳、長沖10号・ 21

号墳、鹿島24号墳等出土例の同片丸造柳葉式(133A2A)、冑塚、城戸野 2号墳、庚甲塚出土例の同

両丸造椰葉式(133AlA)である。腸挟式の一群を先行型式として考えられるが、鏃身の断面形のち

がいによる変遷を考えるにはやや難があるようである。

ii)長三角形式



頻 箆被 逆 刺 A 両 刃 平 面形
1 2 1 2 3 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B CD  E 

名 称 略号 後 藤 分 類 出 十 古 墳長 知 焦9関 棘 脇 叩． 閃 閲 砧i片・ 片— 片— 切 片— 端 秒JJJJ長 正 ヲ

箆 競 箆 乎 鏑 乎 丸 切 繋

墜豆！ 被 挽と 披 訣 扶 有 無 メI、Y.L 鏑 鏑 刃 刃 刃 葉 魚 角 戸i

゜゚゜゜ ゜
短頸箆被腸扶両丸造柳葉式 221A!A 箆被両丸造腸挟柳菓式 城戸野2.4号．廿沼8号

゜゚ ゜゚ ゜
短頸棘箆被両丸造柳贅式 233A!A 広鋒両丸造棘箆被桐策式 胄塚

い

゜゚ ゜ ゜
長頸箆被腸快片丸造桐梵式 121A2A 箆被片丸造腸挟柳策式 稲荷山（第1主体）

゜゚ ゜ ゜ ゜
長頸箆被腸挟片平縞造柳槃式 121A5A 稲荷山（第1上休）

゜゜゚ ゜ ゜
長頸棘第被腸挟両丸沿柳葉式 131AIA 広狭鋒両丸造棘箆被腸快柳艇式 城戸野4．号．鹿島20号

゜゜゚ ゜ ゜
長頸棘箆被楊挟平造桐策式 l131A3A 広鋒平翡棘箆被腸袂柳葉式 見廿1号

゜゜゚ ゜ ゜
長頸箆被両丸造桐葉式 133A1A 両丸造棘筐被磐箭式 城戸野2り胄塚，庚巾塚，広木大附7号，長帥8号

゜゜゚ ゜ ゜
題棘箆被片丸造柳葉式 133A2A 片丸造棘箆被繋箭式 城戸野2.4号．黒l廿4.5.8号．長沖10.21号．見廿1号．崩塚原5号．

゜゜゚ ゜゚
長頸棘箆被片切刃造柳策式 133A8A 片切刃造棘箆被磐箭式 麟 4,5,9,11号鹿島211号 I鹿島24号詞訓13号御手長山

゜゚ ゜ ゜ ゜
短頸片平縞造長----:角形式 213A5B 安光寺2号

゜゚ ゜゜ ゜
短頸平造長三角形式 213A3B 広鋒平造三角形式 刷l123号

！ 

゜゚゜ ゜ ゜
短騨楊挟附也長二角形式 2 l!A3B 麟茫謬厨角形式 鹿烏］号

゜゚ ゜ ゜ ゜
短頸箆被縞造長—ーサ角形式 223MB 安光寺2号

!i 

゜゚ ゜ ゜ ゜
短頸箆被片平欽造長三角形式 223A5B 安光翡2号

゜゚ ゜゚ ゜
知頸箆被両丸造長三角形式 223A1B 箆被広鋒両丸翡三角形式 庚巾塚

゜゚ ゜゚ ゜
短頸箆被JU虞長―]：角形式 223A2B 鱈被広鋒片丸店ご角形式 塚本山22号

゜゚ ゜゜ ゜
短頸箆被平造長ご角形式 223A3B 箆被広鋒乎造三角形式 台闊地稲荷坂

I ゚゚ ゜ ゜ ゜
短頸箋被賜袂縞造長三角形式 221A4B 稲荷山（第2主休）

゜゚゜゜ ゜
短頸箆被腸袂両丸造長三角形式 認 lAIB箆被広鋒両丸造）］易挟―円角形式 鹿島1.13号＂西原 3号．飯塚招木126号，附）111け．人御常稲荷塚．

I ゚゚ ゜ ゜ ゜
短頸箆被腸快平翡長三角形式 221A3B 箆被）公鋒乎遮腸快＿三角形式 鹿島1号．長沖23号．南塚原4号 | i潤 5号

゜゚ ゜゚ ゜
短頸棘箆被両丸翡長ぞ角形式 23 3A1B 広鋒両丸忍棘箆被三角形式 城戸野2号リ鹿島lり長沖8号

゜゚ ゜゚ ゜
短頸棘箆被片丸‘臼長三角形式 233A2B 広鋒片丸造棘箆被刊形式 尉本山22号

i > 01 

゜゚ 11。 ゜
知頸棘箆被楊袂内九造長三角形式23 lAlB 仏鋒向丸造棘箆被腸扶三角骸式 附）115号，西原3号，長沖8号，見廿1号．胄塚

゜゚ ゜ ゜
長頸箆被片丸造長三角）［わ式 123A2B 箆被狭鋒片丸饂こ角形式 稲荷山（第1王休）

゜゚ ゜ ゜゚
長頸箆被）｛切刃造長―三角形式 123A8B 稲荷IlI（第ltf,索）

い―

゜゚
OI 

゜
~--~ 

長頸練箆被両丸翡長→角形式 13 3A1B 広狭鋒両丸造棘箆被三角形式 鹿翡5,24号讃訪II」3号柏崎6砂紐巾塚

゜゜゚ ゜ ゜
に頸棘箆被片丸趾長三角形式 133A2B 広鋒片丸忍棘筐被三角形式 諏訪山3号

゜゜゚ ゜ ゜
長頴棘鶯被楊挟両丸造長三ク角形式13 lAlB 瓜狭鋒両丸造棘箆被腸快二角形式 柏椅4号．長沖21号

口゜゜゚ ゜
I （／） 長頸棘箆被腸挟片丸造長三角形式131A2B 片丸造棘箆被腸扶三角形式 長沖23号縛手長山
I 

゜゚゜゜
C) 短頸箆被腸袂両丸造」［三角形式 221A1C 箆被広鋒両丸造腸袂ご角骸式 鹿島1.13.25号．長沖10号

゜゚゜ ゜ ゜
短頸箆被腸袂平造正三角形式 221A3C 箆披広鋒平造腸挟―三角形式 飯塚招木126号，舞台1号

゜゚゜ ゜
短頸腸快平迅正・9角形式 211A3C 仏鋒平造腸挟＿二角形式 鹿晶1号

lo 
゜゚ ゜゚ ゜

長頸棘鱈被両丸盗正―三角形式 133A1C 広鋒向丸造棘詞被三角形式 机崎6号

゜゜゚ ゜ ゜
長頸棘箆被腸挟片丸造『三角形式 131A2C 片丸造棘箆披腸挟＝^ 角形式 鹿島12号

゜゜゚ ゜
長頸棘箆被腸快平造正二：^ 角砂式 131A3C 朽直棘箆被腸快三角形式 柏崎6号

゜゚ ゜゚゜ ゜
短頸両麟五角形式 213A1D 両丸造圭頭式 鹿島9号．附）116号

゜゚ ゜゜ ゜
短頸箆被1沿五角形式 Iffi3D 箆披平追主隕入 鹿島1号

゜゚゜ ゜ ゜
短頸箆被腸挟平造五角形式 3D 鹿翡］号

［ ゚ ゜ ゜
片丸造磐箭式 114A2E 牛板

゜゜゚゚ ゜
棘箆被両丸造蓼箭式 131A1E 関無両丸造棘箆被慇箭式 城戸野2号，長沖3号，塚合43号，t祖裔6号，三ヶ尻林4号．胄塚

゜゜゜ ゜
棘箆被片丸造堡箭式 134A2E 関無片丸造棘筵被竪箭式 鹿島11.19.20.21.21号。長沖3.21号．爵塚原4号，柏崎6号

゜゜゜ ゜ ゜
棘箆被端刃慇箭式 134A9E 端刃棘箆被蓼箭式 鹿晶8.11.13り

゜゜゜ ゜ ゜
棘箆被片平縞遥竪箭式 134A5E 塚本山11号

盲「了『披逆 刺 B片刃
1 2 l 2 3 1 2 3 ;j 1 2 3 4 

名 称 略号 後藤分類 出 -1I : ＂I」ム 墳長 知． 無 閲 棘 腸 重 関 悶 斗L 切 片 端
窟 宛 箆 切

筵自 淫只 披 披 被 扶 訣 有 無 刃 ブJブJヌJ

゜゚ ゜゚
長頸平刃片刃箭式 113B1F 廿恰9号

゜゚ ゜゚
長頸箆被乎ガ片刃箭式 123B1F 箆被片刃箭式 稲荷Il」（第1主体）

゜゚ ゜゚
長頚箆被切月片刃箭式 123B2F 稲荷山（第1主体）

゜゜゚ ゜
長頸棘箆被平刃片刃箭式 133B1F 棘箆被片関片刃箭式 城戸野4号．長沖21号．鹿島11号．見廿2号．塚合41号．狭山雨．トニヶ谷戸3号．庚巾塚．且沼9号．塚本山11号．附｝Ill号．ぞヶ尻

゜゜゚ ゜
長頸棘箆被片切刃片刃箭式 133B3F 長沖10.11号 I 林的

゜゜゜゚
長頸棘箆被関無平刃片刃箭式 134B1F 棘箆被関無片刃箭式 塚本山9.11号

゜゜゜゜
長頸棘箆被関無端刃片刃箭式 134B4F 棘箆被端刃片刃価式 鹿島20号，長沖3号，塚本山22号
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短頸長三角形式のうち最も古式のものは安光寺 2号墳出土の短頸片平鏑造長三角形式 (213A5

B)、短頸箆被片平鏑磁長三角形式(223A5B)、同鏑造長三角形式(223A4B)である。これらは鏃身

も小さく、箆被も非常に短く前期的（長頸鏃出現以前）な短頸鏃の形態をよく示している。埼玉稲

荷山古墳第 2主体部出土の短頸箆被腸快鏑造長三角形式(221A4B)は関箆被の長頸鏃と共伴してお

り、安光寺 2号墳に次ぐ時期のものである。鏑造あるいは片乎鏑遥は、短頸長三角形式においては

古式の様相の一指概となっている。それ以後の型式については変遷を追うのはやや難しいが、その

中でも庚申塚古墳出土例の短頸箆被両丸造長三角形式(223A1B)は、短頸柳葉式にも多くみられる

偏平な箆被で、かつ安光寺2号墳出土例等の前期的なものに比べると比較的長い筐被である。これ

は他の短頸箆被腸袂両丸造長三角形式(221A1B)、同乎進長三角形式(221A3B)、短頸箆被片丸造

長三角形式(223A2B)、同乎追長三角形式(223A3B)、短頸棘箆被両丸造長三角形式(233A1B)、

同片丸浩長三角形式(233A2B)、同乎造長三角形式(233A3B)、短団腸挟乎磁長三角形式 (211A3

B)、短頸乎造長三角形式（213A3B)等と比較した場合より先行型式と考えられる。また以上の 8型

式については型式ごとに変遷をたどるには難があり、むしろ鏃身部の形態を 4類に分ける方が考え

やすいようである。

i類 一般的な逆刺の形態を呈し偏乎な箆被のつくもの。大御堂稲荷塚古墳、胄塚古墳、見日 1号

墳出土例がそれに当たる。

ii類 i類とはほぼ同じであるが、鏃身部の幅が広く鏃身が比較的短いもの。南塚原 4号墳、附川

1号・ 5号墳出土例がそれに当たる。

iii類 微弱な逆刺とも逆刺のないものとも判断のつきかねる程度の鏃身を呈するもの。台耕地稲荷

塚古墳、塚本山22号墳、長沖 8号・ 23号墳、鹿島 1号・ 13号墳等の出土例がそれに当たる。

iv類 鏃身の半ば程度まで深く逆刺のつくもので、いわば後藤守ー氏の分類でいう飛燕式に類似し

たもの。鹿島 1号墳、西原 3号墳出土例がそれに当たる。

以上 4類においてはその多くの部分で重なるが、出現の順序としては、一応 i類→ii類→iii類→

iv類という推移を設定できよう。古墳時代において新しい時期の短頸鏃は箆被の有無、棘箆被かど

うかの別はあまり時間差にかかわりなく、ほぼ同時期のバリニージョソとしてとらえられるもので

ある。この傾向は短頚正三角形式、短頭五角形式においても同様である。

長類長三角形式では埼玉稲荷山古墳出土の長頸箆被片丸造長三角形式(123A2B)、同片切刃造長

三角形式(123A8B)が古い。県内の出土例でそれ以後のものは、短頸との中間型式のもの以外ほと

んどが棘箆被となる。黒田 4号墳出土例の中に箆被が関状を星するものがあるが、鏃身部の形態等

から、稲荷山古墳出土例とは全く異なるのは明らかである。長頸棘箆被式では長頸柳葉式と同様に

逆刺のつく長頸棘箆被腸挟両丸造長三角形式(131A1B)が一応先行型式として考えられるが、明瞭

に腸扶長三角形式として判断されるものは、長頸腸扶柳葉式よりは若干後出のようである。長頸棘

箆被同丸造長三角形式(133A1B)、同片丸造長三角形式(133A2B)は時期の差異は認められない。

また長頸腸挟式として逆刺の小さなものもやや下るものと考えられる。

iii)正三角形式

短類正三角形式については短頸長三角形式で用いた 4類の分類をあてはめるのが妥当であろう。
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県内出土の短頸正三角形式でぱ主にiii類とiv類が出土している。長沖10号墳、鹿島13号、 25号墳、

飯塚招木 126号墳等の出土例がiii類、鹿島 1号墳の出土例にiv類がある。

長頚正三角形式は出土例（ま少ない。匝島12号墳出土例の長頸棘筐披腸袂片丸造正三角形式Cl31A

2C)が最も長頸の名にふさわしいものであり、一応長頚として分類した柏崎 6号墳の棘箆被同丸迩

正三角形式(133AIC)と棘箆被腸扶平造正三角形式(12IA3C)は、長頚と短類のいわば中間型式の

ようなものである。しかしながらこれらは県内出土例にみる短類正三角形式よりも先行するものと

考えられる。

iv)五角形式

五角形式においては長頸の類を見ない。いずれの五角形式も短瓢長三角形式、短頸正三角形式で

用いた 4類の分類のうちiii類に属するものである。

V)墾箭式

従来の後藤氏の分類において繋節式とされていたもののうち鏃身部の乎面形態が柳葉状のものは

柳葉式に、また長三角形のものは長三角形式として分類したため、ここでいう竪節式とは後藤氏の

分類された繋箭式より狭い範囲をさす。

牛塚古墳、城戸野 2号墳出土例の片丸遥翌箭式(114A2E)は、全休的に厚身で重厚な感じのもの

でありやや古い様相を示す。棘箆被両丸造繋箭式(134A1E)、同片丸造璧箭式(134A2E)、同片乎

鏑造堅箭式(134A5E)はほ匠同時期としてよい。それらより後出のものとして、鹿島 8号・ 11号。

13号墳出土の棘箆被端刃望箭式(134A9E)を考えることがで含る。これらは鏃身部が非常に小さ

く、その先端部にのみ刃を有するもので正倉院の御物として知られる中にも見ることができる。

vi)片刃箭式

県内の片刃箭式は全て長頸である。片刃箭式で最も古い凰式のものは埼玉稲荷山古墳出土の箆被

関有乎刃片刃箭式(123BIF)と同切刃片刃箭式(123B2F)である。その後の形態として目沼 9号墳

出土の関有乎刃片刃箭式(113BIF)と長沖10号・ 11号墳出土の棘箆被関有片切刃片刃箭式 (133B3

F)があげられる。両者とも鏃身部が比較的長く刃部が滑らかな曲線を呈する。さらに後出のもの

は棘箆被関有平刃片刃箭式(133B1F)として挙げた一群の鏃である。その中でも見日 2号墳、塚合

41号墳、長沖21号墳等の出土例のように鏃身部の長い、滑らかに内彎ずる形態に近いものは上記棘

箆被関有片切刃片刃箭式と同期として心よいようである。古墳時代の片刃箭式の般終型式としては、

鹿島20号墳等出土例の棘箆被関無端刃片刃簡式(134B4F)と棘箆被関有乎刃片刃箭式のうちカマス

状切先を呈するものである。両者とも正倉院の御物の中の片刃箭式に多くみられるものである。

以上各型式についてそれぞれの変遷をみてきたが、これらを総合して I~V期の時期区分にまと

めた。
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(3) 県内出土鉄鏃各期の年代

第 2章第 1節で基礎的分類を行い、前節で各型式における変遷の大略を示したが、それらをまと

め県内の古墳出土の鉄鏃を 5つの時期に分けて考えることがでぎる。

1期

長頸鏃の出現以前を 1期として設けることができる。全国的な祝点に立った場合、ここで設定し

た 1期は、時間的にも長くまた鉄鏃の語形態の推移からしても、幾つかの期に分けることが可能で

あるが、埼玉県内において既に報告されている資料としては岡部町に所在する安光寺 2号墳の出土

例のみであり、県内の資料だけでは期を分かつことは不可能である。安光寺 2号墳は粘土櫛を有す

る円墳で鉄鏃の他、大刀 1、剣 1、鈍 1、鉄斧 1、ガラス小玉 1、臼玉 4等を出土し、 5世紀前半

代の築造と考えられている（増田・水村・中島 1981)。

Il期

長頸鏃が出現し、それと共伴する時期を Il期とするが、長頸鏃の概念規定についてはやや間題の

残るところである。前節の基礎的分類では、鏃身部と箆被部を比較した場合、鏃身部の長さに対し

て箆被部（無箆被においては茎部）の長さが著しく長いものを長頸として分類した。長頚鏃の典型

は長い棒状の箆被を有するものであるが、 Il期においては比較的偏乎な箆被部であっても長頸化し

ているものもあり、その謡味においては長頸鏃の出現とともにその移行期としてもとらえられる。

Il期に属ずる鏃型式を出土する古墳は、県内では行田市埼玉に所在する稲荷山古墳を当てること

ができる。金象嵌銘鉄剣を出土したことで知られる稲荷山古墳は全長 117mの前方後円墳で、礫構

（第 1主体部）と粘土櫛（第 2主体部）の 2基の主体部を有し、第 1王体部からは鉄鏃の他画文帯

環状乳神獣鏡 1、大刀 5、剣 2、鉾 2、桂甲 1、鈴杏葉 3、三環鈴 1、実珠 1等の他、帯金具等も

出土している。第 2主体部からは鉄鏃の他、鉄刀 2、剣 1、桂甲小札、鎌 1、轡 1等が出土してい

る。築造時期についてはやや意見のわかれるところであるが、墳丘出土の須恵器、副葬品を考え合

わせると 5世紀末葉の築蘊と考えられ、また第 2主体部の出土遺物は第 1主体部の出土退物と比較

してみると、新しい段階のものと考えられる（斎藤他 1980)。

l11期

長頸化した箆被に棘状突出部をもつもの（棘箆被）が出現し、それに共伴するものを 111期とする

ただし棘状突出部にも幾つかの稲類があり、ここでは鏃身部につく鋭い｛｝形突出や、頸部であって

もやはり鋭い1}形突出がつくものについては除外して考えなければならない。 1期、 Il期において

もこれらの棘形突出は知頸鏃の一部の型式にみられるものであり、 111期として画した区分の根拠と

なる長頭化した箆被部にみられるものとは異質である。

Ill期に入ると県内の古墳からの出土例も多くなり、同じ l11期の範疇として考えられるものの中で

もIl期的様相を強くもつ、いわば先行型式と考えられるものと、そうでないものに細分できる。し

かしながら、これは一方では時期差として考えられると同時に、先行区分期の残存形態とも考えら

れ一概に時期差として一期を画するわけにもいかない。

Ill 期に属する型式の鉄鏃を出土している古墳としては、京松山市附川 1 号墳• 5号墳、本庄市塚

合41号墳、餌l手長山古墳、児玉町長沖 8号墳。 10号墳・ 11号墳・ 21号墳・ 23号墳、上里町大御堂稲
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長頸箆被腸扶片丸造柳葉

長頸箆被腸決鏑蘊柳葉

短頸棘箆披同九遥柳葉

短頸箆被腸袂両丸磁柳葉

長頸棘箆被腸挟両丸造柳葉

長頸棘箆被腸袂平造柳葉

長頸棘箆被両丸造柳葉

長頸棘箆被片丸追柳葉

長頸棘箆被片切刃造柳葉

短頸箆被鏑造長三角

短頸箆被片乎鏑造長三釘

短頸片平鏑造長三角

7 I 長頸箆被片丸造長三角

長頸箆被片切刃造長三角 (123 A 8 B) 

s I 短頸箆被腸扶鏑造長三角 (221 A 4 B) 

9 I 長頸箆被腸扶両丸遮長三角 (121 A 1 E) 

10 I 長頸棘箆被両丸造長三角 (133 A 1 B) 

長頚棘箆被片丸迎長三角 (133 A 2 B) 

長頸棘箆被腸袂片丸造長三角 (131A 2 B) 

11 I 短頚箆被同丸造長三角

(121A 2 A) 

(121 A 5 A) 

(233 A 1 A) 

(221 A 1 A) 

(131 A 1 A) 

(131A3A) 

(133 A 1 A) 

(133 A2A) 

(133A8A) 

(223 A 4 B) 

(223 A 5 B) 

(213 A 5 B) 

(123A2B) 

(223 A 1 B) 

12 I 短頸箆被腸扶両丸造長三角 (221A 1 Bi) 

短頸棘箆被腸袂両丸造長三角 (231A1 Bi) 

13 I 短頸箆被腸扶両丸造長三角 (221A 1 Bii) 

短頸棘箆被腸扶両丸造長三角 (231A1 Bii) 

短頸箆被腸袂平造長三角 (221A 3 Bii) 

＇ 

4

5

6

7

8

 

1

1

1

1

1

 

，
 

J

,

．
 

’̀ 

知頚箆被平造長三角 (223A 3 Biii) 

短頚疎髭被両丸造長三角 (233A 1 Biii) 

短頸棘箆披片丸造長三角 (233A 2 Biii) 

短頭腸扶平遮長三角 (211A 3 Biv) 

短頸箆被腸挟両丸造長三角 (221A 1 Eiv) 

短頸箆被腸快平造長三角 (221A 3 Biv) 

短頸棘箆被腸快両丸造長三角 (231A1 Biv) 

長頸棘鱈被腸快斤丸造正三角 (131A2C) 

長頚棘箆被腸決平造正三角 (131A3C) 

長頸棘箆被両丸造正三角 (133A 1 C) 

短頸箆被腸快両丸造正三角 (221A 1 Ciii) 

知頸紅被腸袂乎造正三角 (221A 3 Ciii) 

19 I 短頸箆披腸袂両丸造正三角 (221A 1 Civ) 

短頚腸袂平造正三角

20 I 知頸両丸造五角

短頚箆被平造五角

短頸箆被腸快平造丘角

21 I 片丸造闊間

22 I 棘姐被両丸造鷲閲

棘箆被片丸造槃罰

23 I 棘箆被嬬刃羞箭

24 I 長頸応被平刃片刃茄

長頸箆被切刃片刃茄

25 I 長頚乎刃片刃茄

(211A 3Civ) 

(213A 1 Diii) 

(223A 3 Diii) 

(221A 3 Diii) 

(114A 2 E) 

(134A 1 E) 

(134A 2 E) 

(134A 9 E) 

(123B IF) 

(123B2F) 

(113E1F) 

26 I 長頸棘箆被片切刃片刃箭 (133 B 3 F) 

14 短頸平造長三角 (213A 3 Biii) II 27 I 長頸棘箆被平刃片刃詞 (133 B 1 F) 

短頸箆被腸快両丸造長三角 (221A 1 Biii) II I 長頸棘箆被閃無乎刃片刃箭 (134BIF) 

I 短頸箆被腸扶平造長三角 (221A 3 Biii) Ii 28 I 長頸棘箆被閃無端刃片刃箭 (134B4F) 

短頸箆被片丸造長三角 (223A 2 Biii) II 29' ヵマス切先
ニ—--I -~---------—--、-―-- -----

第 2表
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荷塚古欺、美呈村塚本山11号坦、神川村城戸野2号墳.4号墳・市塚原 4号墳． 5号墳、十ニヶ谷

戸 3号墳、花園村黒田 4号墳． 5号墳. 8 号墳• 9号墳。 11号墳、川本町鹿島 5号墳・ 12号墳・ 20

号墳・ 24号墳・ 27号墳。見□1号墳。 2号坦、杉戸町目沼 8号墳。 9号墳等である。これらの主体

部はそのほとんとが慣穴式石主であり、追葬による時期差を考慮しなければならない。また古墳の

時期を比定する資料ふけっして翌富とはいえない。したがって、すべての古墳についての年代比定

には無理が当然であるのて、時期を比定し得るものについて検討を加えることにする。

牛塚古墳は、片袖型横穴式石室を有する前方後円填で、棺床面は 2面確認されており、第 1次面

より、墜罰式鉄鐵の他、冥誅、金銅環、玉類、第 2次面から鉄鏃の他、雲珠、鏡板、刀子等が出土

している（埼玉県 1982)。築造は 6世紀後半代としてよいものと考えられる。冑塚古墳は円墳で複

室構追胴張りの横穴式石造をもつ。鉄地土銅張杏葉、雲珠、辻金具、鞍金具、金環、銀環、水晶製

勾玉等の他、須恵器が出土している（埼玉県 1982)。出土退物からして 6世紀後半のものと考えら

れる。塚合41号墳は横穴式石室を有する円墳で、鞘尻金具、責鉦具、足金具、刀子、金環等の他、

器材。円筒の埴輪が出土している。 『埼玉県史』では 7世紀中～後半に位置づけているが、築造自

体は 6性紀末～ 7批紀初頭と考えるのが妥当である。餌l手長山古墳は横穴式石室を持つ円墳で、大

刀、柄頭、両金物、刀装具、小札、紋具、ガラス製丸玉等の他、家形 e 形象・人物・朝頻・円箇の

埴輪が出土している（小川・長谷川他 1978)。7世紀初頭の築造と考えられているが、埴輪等から

6世紀代にあがるものと考えられる。庚申塚古墳は横穴式石室を有する円填で、大刀、柄頭、責金具、

刀子、雲珠、金環、勾玉、管玉、丸玉等が出土しており、 6世紀伐の築造である（埼玉県 1982)。長沖 8

号墳は横穴式石皇を有する帆立貝式前方後円墳で、鉄鏃の他、刀子、金環、須恵大甕片が出土して

おり、 6世紀後半の築造である（菅谷他 1980)。長沖10号・ 11号墳は共に横穴式石立の円墳で、埴

輪の設饂は認められず、 7世紀後半の築蘊と考えられているが（菅谷他 1980)、遣物に乏しく時期

の比定には雌がある。長沖21号・ 23号墳は横穴式石室を有する円墳で、共に埴輪の設置が認められ

6世紀中葉～後半に位楓づけられている（菅谷他 1980）。大傭堂稲荷塚古墳は横穴式石室を有する

円墳で、大刀、刀子、耳環等か出土しており、 6世紀中葉前後と考えられている（埼玉県 1982)。

城戸野 2号・ 4号墳は共に横穴式石室を特つ円墳で、埴輪が認められている。 2号墳からは弓金具

刀子、鈍、絞具、須恵器等、 4号墳からは弓金具、刀子、鋼、耳環、切子玉、管玉、小玉等が出土

していて（菅谷他 1973)、両古墳共 6世紀後半の築造とみてよい。十ニヶ谷戸 3号墳は横穴式石室

をもつ円墳で、弓金具、耳環、水晶製切子玉、滑石製丸玉等の他、円筒。形象埴輪片、須恵器が出

土しており（菅谷他 1973)、その築造は 6世紀後半としてよい。黒田 4号墳は横穴式石室を有する

円墳で、轡、雲珠、絞具、碧玉製管玉、ガラス製丸玉・小玉等が出土し、円筒・人物・形象埴輪が

確認されている（塩野・小久保 1975)。追物から 6世紀前半代の築造と考えられる。黒田 8号． 9

号・ 11号墳はいずれも袖無型横穴式石室を有する円墳で、埴輪が認められている。 8号墳からは大

刀・刀子・耳環・碧玉製管玉等が、 9号墳からは大刀、刀子、碧玉製管玉、ガラス製小玉、碍瑞製

勾玉等が出土している。報告畠においては、古墳群のグ）レーピングによって 8 号• 9号・ 11号墳を

7世紀前半代のものとしているが、出土遣物・石室構造からして 6世紀後半代の築造と考えるのが

妥当である。日沼 8号墳は木棺直葬の円墳で、人刀、刀子、錆子、鈴杏葉、雲珠、辻金具等が出土
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しており（横川他 1981) 6世紀前半代の築造と考えられる。

IV期

堅箭式の盛行期を 1V期として設定できる。 Ill期において主体的な存在であった長頸の棘箆被に柳

葉形や長三角形の鏃身部の付くものが衰え、それにかわって塾箭式が主流となる。また、片刃箭式

についてはW期に下がるものもあるようである。短頸長三角形式。短頸正三角形式。短頸五角形式

のうち i~iv類に細分したものについては、一応W期に多くみられるものと考えられるが、 111期か

ら出現するものとみてよい。またそのうちでもiv類とした飛燕式と類似したものは、 V期以後に残

り飛燕式へと続くものと考えられる。

蓼箭式を出土している古墳のうちW期に属するものとしては、東松山市柏崎6号墳、本庄市塚合

43号墳、児玉町長沖 3号・ 21号墳、神川村城戸野 2号墳、南塚原 4号墳、川本町鹿島11号・ 19号・

20号・ 21号・ 24号墳等が挙げられる。

塚合43号墳は横穴式石室を有ずる円墳で、責金具、足金具、鐸、刀子、金環等が出土している。

I11期に属する鉄鏃を出土している塚合41号墳よりも後出と考えられている（菅谷 1969b)。長沖 3

号墳は横穴式石室を有する円墳で、大刀、刀子、耳環、勾玉、管玉、丸玉、切子玉等が出土してい

る他、前庭部より須恵器、土師器が出土しており、 7世紀前半の築造と考えられている（菅谷他

1980)。 柏崎 6号墳、長沖21号墳、城戸野 2号墳等は、 111期に属する鉄鏃も出土している。 111期が

6世紀後半を中心とし、一部 7世紀初頭まで下るものと考えた場合、追葬による時期差を考えて

も、これら 1¥I期に属する鉄鏃を出土する古墳の使用期間は、 7世紀初頭から 7世紀前半を中心とす

る時期であると考えるのが妥当である。

V期

整箭式・片刃箭式において端刃がその王流となる時期をV期として設定し得る。端刃墾箭式とし

て分類できる鉄鏃を出土している古墳は、川本町鹿島 8号。 11号・ 13号墳である。端刃片刃箭式と

して分類でぎるものは、鹿島20号墳、児玉町長沖 3号墳、美里村塚本山22号墳から出土している。

これらの端刃片刃箭は、正倉院御物矢として知られる中の端刃片刃箭ほど刃部の反りがなく、片刃

荷から本来の意味での嬬刃片刃箭への移行形態であるとも考えられるが、ここでは一応端刃片刃箭

として分類した。

長沖 3号墳は先に触れたように 7世紀前半の築盗と考えられている。塚本山22号墳は胴張りを有

する横穴式石室をもつ円墳で、刀子、耳環が出土している。鉄鏃の他は遣物に乏しく時期比定は難

しいが、古墳群内における立地等による他の古墳との比較検討により、 7世紀前半頃の築造と考え

られている（増田・小久保 1977)。しかしながら、石室の構遥からすると、やや時期が上る可能性

もある。鹿島古墳群については全般的にみて 7世紀的様相の古墳群であるが、遺物等の時期比定の

材料に乏しいので、ここでは触れないことにする。長沖 3号墳、塚本山22号墳の両古墳においては

!V期に属する鉄鏃も出土しており、その中にあって端刃箭は新しい要素としてとらえることが可能

である。したがって築造時期と端刃箭の埋納期との時期差を考え、またここで取りあげた片刃箭を

過渡期のものと考えると、 7世紀中葉～後半にかけて端刃箭へ移行すると考えられる。

本亨では鉄鏃の基礎的分類と各期の年代を求めたつもりであるが、埼玉県というごく限られた地
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域の資料だけを取りあげたことと、良好な資料に乏しいこと、また県内の古填の年代観自体も今だ

に確立したとはいい難いことなどもあり、基礎的分類。各期の年代ともに不十分なものといわざる

を得ない。特に他県との比較検討を怠ったため、本章で設定した変遷がごく一部の地域的変遷の様

相であることは否めない。また全国的な視野に欠け、県内における鉄鏃の推移にしても、 1期以前

• I期と Il期の間、 Il期と ffi期の間には多く欠如している部分があることは明らかである。本章が

今後の鉄鏃の研究に僅かでも資する点があることを期待する。

（田中正夫・訛瀕芳之）

第 3章鉄鏃に関する諸問題

1. 鹿島古墳群出土鉄鏃について

鹿島古墳群は大里郡川本村本畠から同郡江南村押切にかけての荒川右岸河岸段丘上に位馘し、小

円墳よりなる古墳群である。 1970（昭和45)年、県教育委員会により発掘調査が開始された。

鹿島古墳群中鉄鏃を出土した古墳は、 1 号・ 5 号・ 8 号• 9号・ 11号・ 12号・ 13号・ 19号・ 20り

• 21号・ 24号・ 25号・ 27号墳の計13基である。各古墳出上の鉄鏃を前章の分類に従って分類すると

以下のようになる。

1号墳ー221A3Bii、211A3Dii、213A3Diii、233A3Diii、211A3Diii、 221A1Biv、221A8 

Biv、211A3Civ、221A1Civ、211A3Civ

5号墳ー133AlB

8号墳ー134A9E

9号墳ー211A1Biii、213A1Diii、231A1Biii

11号墳ー134A2E、134A9E、133BIF（カマス切先）

12号墳ー131A2C

13号墳ー134AlE、134A9E、1?4B4F、231A1Bii

19号墳ー134A2E、134A9E

20号墳ー131AIA、134A2E、134A9E、133BlF、134BlF

21号墳ー134A2E、1?4A8E

24号墳ー133ASA、133A2A、133AIB、123BIF

25号墳ー221A1Ciii

27号墳ー1?3B3F（カマス切先）

このうち同型式の鉄鏃を出土している占墳を挙げると、 5 号。 24号墳 (133AlB• 長頸棘箆被腸

挟両丸造長三角形）、 8号・ 11号・ 13号・ 19号・ 20号墳 Cl34A9E•長頸棘箆被端刃墾箭）、 11号・

19号・ 20号・ 21号墳 (134A2E•長頸棘箆被片丸造蓼箭）となる。また長頸片刃箭についてみる

と、ややカマス状を呈する切先を有する鉄鏃が11号墳と27号墳より出土している。

これらの各型式を第 2章における 5時期区分にあてはめて考えると、 1号墳ーN~V期、 5号墳

-Ill期、 8号墳ーV期、 9号墳ーIV期、 11号墳ーN~V期、 12号墳―ll1期、 13号墳ーIV~V期、 19
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号墳ーN~V 期、 20号墳ー． lll~V 期、 21号坦一刊期、 24号墳― ll1 期、 25号填― lV 期、 27号墳— V 期

となる。

鹿島古墳嵩中鉄鏃を出土している古墳では、 1 号• 8号・ 12号。 24号墳から大刀か出上してい

る。また 1号。 12号・ 20号墳から鞘尻。足金具等の刀装具類が出土している他は、一部の占坑から

刀子・哀J累等が出土しているのみであり時期を比定し得る遺物に乏しい。

鉄鏃の分煩からは、 5号・ 12号・ 24号墳が 6世紀後半～ 7世紀初頭のもので、 1 号• 9号・ 21号

。25号墳が 7世紀初頭～ 7世紀前半と考えられる。また 1号填出土の鞘尻。足金具等は、この年八

観と大きく隔たるものではない。 8号・ 27号墳は 7世紀中頃～後半、 11号。 13号・ 19号填は年代幅

を有し 7位紀代と考えられる。 20号墳については年代幅が考えられるか築造自体は 6批紀後半～ 7

筐紀前半伐と考えるのが妥当であろう。

以上ごく簡単にではあるが匝島古墳群出土の鉄鏃に検討を加えてぎた。石室構造によって鹿島古

墳群の造営年代を求めようとする試みは既になされている（池上悟「北武蔵に於ける胴張り石室に

関ずる若干の考察」 『中央考古』創刊号1980年）。 それらと比較した場合、鉄鏃の分類によって求

められる年代観と石室構造から求められる年代観には、かなりのずれがあることは認めざるを得な

い。本論に於ける鉄鏃の基礎的盟式分類及び各期の年代観については依然試諭の段陪にあり、本論

では間題提起をするに留める。

（田中正夫）

2. 横穴式石室における鉄鏃の出土状況について

県内出土の鉄鐵は横穴式石室からのものが多いがその出土状況については余り注揺されていな

い。後世の攪乱や追葬による移動があると考えられているからであろう。しかし鉄鏃がどのように

副葬されていたかを知ることは鉄鏃副葬の意味を考える基礎条件と考える。以下、県内資料を周辺

地域のものと比較検討することにより実態を探るものである。

下表は攪乱。追葬移動の有無を揺象して石室（玄直）内各部位からの出土が図示・記録されてい

るものの県内例を示した。玄室規模を無視して中軸線を境にして左右（奥墜に向かって、以下同じ）

に分け、更に横に 4等分した。奥壁と入口寄り部分は更に 2等分し、これらは玄室の四隅部をも合

古墳通番号
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第3表 鉄鏃の右室内部位別出土一覧
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めて奥左（右）、前左（右）とした。奥墜は 3等分した左右を隈部へ合め、中央部を奥前とした。

これによると左右両側賢については特にーガに偏することはないが隅部を合む部位が多い。奥璧

中央部は特に少ない。なおこれらは璧に開接するものがほとんどで数本以上のものがまとまって発

見されたといわれているものてある。追葬移動あるいは後旦の攪乱移動の実態は必ずしも明らかで

はないが、玄室中央部分にはほとんど無く、全面に散乱する例も少ないのは、移動を受けたとして

もある程度原位置に五い部分とも考えられる。しかしこれについては後世の攪乱移動を受けない状

態にあるものについて椴討する必要がある。

鉄鏃の出土状態を概観すると、 A型＝一定力向にまとまって束状になっているものと B型＝不定

方向で散乱している応のがある。後世の撹乱を受けなければ最終埋葬で鉄鏃を詞葬していればその

状況が残るはずであり、また本来は矢柄を付けた矢としてあるべき（矢柄の製跡を残すものが多

い）とすれは、一定方向にまとまっているA型の場合は璽要で、少なくとも単位埋葬 (1体あたり

の埋弄）時の状況を示す可指性があろう。県内ては次のものがある。

桶川市四台 7号凰（四台遺跡 2号坦） （6,・・古墳一覧通番号に同じ、文献は同表参照、以下同

じ）は石室がよく残り、悛世の撹乱が焦いと報告されている。鉄鏃は玄亨左側（奥量に向かって、

以下同じ）璧際の入口寄りに璧に平行して鋒（きっさき）を奥璧に向け、 10本の束状で出上した。

身を欠くものが多いが鋒はほぽそろっていると考えられる。長頚棘箆被蓼箭式 (2章の分類によ

る、以下同じ）が確認されている。大刀は右側壁にあり、鉄鏃は他には出土していない。

焦谷市三ヶ尻林 4号墳 (94)は選物の種類が多く、少なくとも 4体分の人骨が確認されている。

追物分布や床面状態から後性の攪乱は無いと考えられている。鉄鏃は玄室右側璧際の奥寄りに10本

束状になり、鋒は奥へ向け、よくそろっている。壁と乎行し、大刀と接して整然と並んでいた。 3

種類あり、長頸棘箆被の羞闇式 1、同関熊片刃筒式5、広根に属ずる斧箭式 1、不明（身欠） 1で

ある。他に10本分の鉄鏃があるが追葬移動の散乱と考えられる。

東伝山市諏訪山 4妙墳 (26)は無袖型石室の右側壁奥寄りに、 6本の束状で鋒をほぼそろえて奥

へ向け、璧と平行して大刀のわぎに接して置かれている（写真図阪観察による）。 装身具等の出土

状況から原位置を動かないものと報告されている。銹が著しいが墜籠式と報告されている。

川本町麗島19号墳 (124)は胴張り石室をもつ。 玄室は攪舌しされた部分もあるが左側璧際入口寄

りに東状鉄鐵が示されている。贄方向や数は不明である。 10本分の実測凶が示されている。身のわ

かるものは長頸棘箆岐誓罰式8で端刃のもの 1を含む。位訊図のものと同じとすれば、離れた 2本

を除くと 6本程度と思われる。

これらは矢柄を付けた矢として安置され種々の埋没条件を経てもなお、群としてまとまった束状

を保っているので追葬移動されたとは考えにくい。ある時点の、おそらくは最終埋葬時が多いと思

われるが、単位埋葬時の鉄鏃出土状況と息われる。このように限定された状況に限ると県内では他

に類例は無い。これらの状汎特徴を次のように拮定することがでぎる。

(1) 鋒がほぽそろって、鏃身がまとまっている。

(2) 側璧際に隣接して、璧に平行して置かれる。

(3) 鋒は奥へ向く。
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(4) 左右側壁のどちらかに固定しない。

(5) 大刀とセ y 卜になり並び骰かれるものがある。

(6) 数は 6• 10本単位例である。

(7) 鏃の形態組成は複数例であるが単一のものも考えられる。

(8) 爪位哩葬ー単位の鉄鏃群である。以上は非攪乱と追物状況から単位埋葬状況を類推し、状況

特徴を措定したが、これについて、今度は被葬者一体に直接かかわる鉄鏃の単位埋葬状況を良く示

す例から比較検討する。

県北に隣接ずる群馬県赤堀村の①赤堀村285号墳の下部石櫛（松村 1975)、②赤堀村五日牛 3号

墳（松村 1977)、③赤堀村五日牛21号墳（松村 1978)、④赤堀村16号墳（松村 1978)は攪乱を

全く受けず、人骨追存状況から身体との位置関係もわかる貴重な例である。一体のみを納める箱式

棺状で竪穴式石梱と報告されている。横穴式石室に先行する形態であるが、占地を同じくする同一

古墳群内で単独葬から複次葬内部主体へ移行しており、墳丘形態構造に特別な差はなく、大刀・鉄

鏃・刀子のような、横穴式石室坦の茄本退物を合んでいることなどから、これらの埋葬状況は横穴

式石室における単位埋葬の一つの原形を示すものと考えられる。

①～④の人骨と鉄鏃副葬状況と前に挙げた状況特徴と比較検討すると(1)は全く同じ状況である。

①は鋒が直線状にきれいに並んでいる。本来の姿であろう。矢盛具は遺物としては確認されない

（他のすべてについても同様）が並び整う状況下にあったと考えられる。 (2)は身体のそば、体軸に

乎行して置かれている①～④例から、身辺に平行して置かれるとすべぎである。狭小な主体部で塁

とも接することになるが体軸に斜交するようなものはないと考えられる。 (3)も身体を基準とずべぎ

である。頭位方向②③、足位①④で特に一定ではない。 (4)も身体を基準とすべきで、被葬者側から

みて左①、右②～④になるが県内例からみると特に偏向するとは考えられない。身体との位置関係

は鏃身が腰付近②④、膝やや上①⑧で身体の中心部近くに1且かれている。 (5)は①②が大刀と接して

いる。①は全長25mの前方後円墳の埋葬主体者で、大刀 1、鉄鏃 6、刀子 1の必要最小のセットを

出土する。身体をやや曲げてまでも大刀と鉄鏃を整然と並べているのは、前方後円墳主体者ゆえに

両者の密接なセット関係を忠実に示したと考えられる。鉄鏃のみのもの③や対面壁にあるもの④も

ある。 (6)は① 6本、②③ 9本、④19本である。 6本は少数単位例として、 9 • 19本は端数の単位例

として注意される。県内例ぱ 6• 10本単位があり、 6•9•10本が多いようであり基本数として検

討を要する。 (7)は①のみが無頚鏃で重挟の柳葉式および長三角形式に分かれる。②③④は単一組成

で腸快柳葉式、片袂の柳葉式、腸決片刃箭式である。作りの特徴から同一エ人（エ房）の画ー製品

と考えられる。 (8)；ま19本もの数でありながらも分散せずに一括していることから一体一単位の鉄鏃

群を想定でぎる。以上11ま被葬者一体と直接関係が明確な鉄鏃出土状況で、単位埋葬時の特徴を示す

と考えられる。

その他横穴式石室では赤堀村五目牛 13号墳では攪乱を受けない状況で玄室左側壁際で 2群 (12本

• 9本の束）が相互に鋒方向を異にして、片方は奥壁に鋒を接して出土している（松村 1978)。鏃

間は40cmで矢柄を規定した場合、同時埋葬では重なる位置であるので単位埋葬の時点が異なるもの

と考えられ(7)の特徴を示す。同村 287号墳（松村 1975)や群馬県高崎市御部入 4号墳（群馬県
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1981)では玄室内入口寄り右隅で、入口に鋒をむけ、東状にまとまって各 8本・ 6本発見されてい

る。 (4)について、頭位あるいは足下位にも副葬される例である。

以上はかなり条件を限定したA塵（一定方向にまとまって束状で出土するもの）の県内および近

隣地域の例を挙げ、単位埋葬状況を示すものとして検討した。おおむね 6世紀後半から 7世紀代の

関東地方の主として小形群集墳における状況と考えている。これらA型出士のものに限れば、身辺

に平行し、側璧近くに整然と矢（矢柄が付く）が単一群として横置彦されるのが単位埋葬状況であ

る。矢盛具は不明なものが多いが、少なくとも鋒が揃う状態で収束（納）される。大刀と並び置か

れて密接なセットになるものもあるが、鉄鏃だけの副葬例もあり、これは副葬品として独立した役

割を果たずことを示唆している。数量は10本以下の例が多いことや、 6 • 9あるいは10本の単位数

が注應され、これらは実態にかなり近いのではないかと考えられる。 19本例は多い部類と考えるが

鏡を伴出し、数量の差が任意のものではなく被葬者との関わりによることが伺える。単位数におけ

る形態組成は同巧品を揃えるものといくつかの形態に分かれるものがある。後者は数量的に主体を

占めるものが存在し、全く種々雑多の例は無いので本来的には同形態が揃うのが普通であろう。三

ケ尻林 4号墳のようにいわゆる広（平）根鏃を少量混える細根鏃群も特別な例ではない（西JII 

1966)。 これらの特徴を単位埋葬状況の属性として観ると県内例で可能性のあるものが示される。

美里村塚本山22号墳 (78)で右側壁際で10数本まとまっていたとされるもの、同じく塚本山27号墳

(80)で右側壁際で大刀と接して発見されたもの、神川村城戸野 2号墳 (86)で左側壁際で鋒方向

をそろえて一括出土したもの、川本町鹿島24号墳 (128)の右側壁際で 3本併置の大刀に隣接して一

括出土（やや鋒が不揃いである。実測図に25本が示され長三角形式16、柳葉式7、繋箭式 1、片刃

箭式 1、いずれも棘箆被式）したものなどがある。鹿島例は細かい状況と形態別が不明な点がある

が、 25本が一括品とすれば単位埋葬の一単位鉄鏃数となる。古墳群の中心的位置を占め、石室規模

も大きい。

次にB型とした不定方向に散乱した状態を示すものであるが、これは後世の攪乱。追葬移動等が

含まれ、ほとんどがこのタイプである。しかし埋葬時の状況を推定させるものがある。

大宮市台耕地稲荷塚古墳(1)は玄室の奥壁右隅を中心に21本が奥壁際に散乱していた。鏃身形は柳

葉式8（腸袂 2)、長三角形式10、三角形式 2、関有片刃箭式 1である。大刀 3本が奥壁に立てかけ

られていた。玉類や朱粉の位置、状況から被葬者の頭位が中央奥壁寄りに確定され、又羨道状況か

ら追葬は無く遺物はすべて原位置であると報告されている。ここでは出土状況はくわしく触れてい

ないが、矢柄（痕跡が認められる）が付くことを想定ずると、図示された鋒方向では壁との位置関

係が不自然である。散乱させて矢を置いた、あるいは束状で置かれたことを想定することは全くで

ぎず、鏃身散乱に至る二次移動が考えられる。

類似状況を示すものは栃木県二宮町上大曾 2号墳がある。玄室奥壁の両隅部にそれぞれ一括して

9本（すべて同一の腸挟柳葉式）、 8本（すべて同一の三角形式）が散乱していた。大刀の出土状態

や位置から遺物は原位置とされ、鏃の鋒方向が不定なことは奥壁に立てかけられていたものと推測

している（常川 1974)。ここでは追葬有無は言及されていない。奈良県天理市ホリノヲ 6号墳でも

玄室奥壁隅部で約15本一括のものについて鋒方向不定なことから矢監具（皮革が残る飾金具を伴
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Ill)があったことを推定している（堀田他 1975)。他の遺物状況から第 1木棺の足元位置にあたる

ので単位埋葬を示すと思われる。同県平詳町の烏土塚古墳（前方後円墳で巨石墳）では奥璧に靱形

式の矢盛具が立てかけてあったことが確認された（伊逹他 1977)。千葉県千葉市椎名崎 4号墳では

攪乱を受けないとずる羨道部奥隅で園葬品として、 10木（すべて鏃身が菱形を呈する同巧品）一括

で出土している（沼沢他 1975)。玄室袖石と鋒が10~30虚しか離れず、鋒はすべて入口へ向ぎなが

ら個々は不揃いなので、矢柄（すべて痕跡がある）を想定すると東状で横たえたことは考えられ

ず、むしろ鏃を下位にして袖石に立てかけられていたと考えられる。このように矢として立て置か

れるものがあることから合耕地稲荷塚古墳例も大刀と同様に奥壁右隅に鋒を上にして立て置かれて

いた（矢盛具については不明）ものがそのまま腐朽崩落して二次彦動したと考えられる。追葬が焦

いとされているので箪位埋葬状況を示ずものである。県内例としてはこのような状況を明確に示す

ものはないが川越市牛塚古墳 (8)の玄室（第一次主体）奥壁右隅付近で鉄鏃散乱 (8本）部分の

漆膜状物質を靭として推定している。二次床面による攪乱があるが位買が類似する。立て置かれた

ことを推定させる他の例ては、神奈川県伊勢原市尾根山 3号墳で東室（竪穴系石室とされるが完存

していない）南隅の足下位に相当する部分に 8本の鉄鏃が立てかけられて出士している（赤星

1974)。 群馬県赤堀村案岸山11号墳では玄室左側壁際の前左隅部で 6木一括で出土し、鋒が奥へ向

くので矢柄を考えると横置きでは袖石部と重なるので立て置かれたと業定される（松村 1976)。鏃

身形は片刃箭式3、長三角形式 1、柳葉式 1、不明 1である。

以上はB型（不定方向に散乱した状態で出土したもの）の埋葬状況についての検討である。これ

らは鋒を上あるいは下にした状態で立て置かれたことが推定で菩る。矢盛具については不明なもの

が多いが前者は靱形式、後者は胡籐形式の収東（納）状慧でまとまっていたものが崩落腐朽したと

考えられる。鋒を下にするものは方向がある程度揃うものがある。位置は奥壁側が多く、又入口部

寄りにあることから玄室各隅部の利用が考えられるが身体の頭位・足下位に相当ずる。単位埋葬状

況は厳密に一体あたりの副葬が確実なものは少なく、台耕地稲荷塚古墳の21本があるが、一括出土

の単位として 6• 8 • 9 • 9 • 10 • 15の数がある。類例の蓄積が必要であるが10本以下の少数例

は、 A型出土状態での単位埋葬数量の特徴と類似して注意される。多数例については群馬県赤堀村

峯岸山17号墳の竪穴式石櫛の剥室出土例であるが23本（腸扶柳葉式21、広根に属する長三角形式

2)があり（松村 1976)、千葉県千葉市椎名崎3号墳で36本（片刃箭式27、斧箭式 1、長頸腸袂長

三角形式（広根） 2、短頸腸扶長三角形式（広根） 2、五角形式（広根） 2、不明 2)がある（沼沢

1975)。 椎名崎3号墳では東状で鋒が1筒っているが位置や矢柄から立て置かれたと考えられる。こ

れらは一括集中出土の単位本数であり、後世の攪乱を含まないことから単位埋葬状況を示すと思わ

れる。なお単位数における形態組成はA型出士状態の特徴と全く同じである。単位埋葬の鉄鏃群単

位については検討を要ずる。先に挙げた栃木県上大曾 2号墳は追葬が無いとすれば 2単位群になる

が確認はむずかしい。しかしA型出土状態のものと類似特徴が多いことなどから 1単位群が原則で

あると思われる。

以上の特徴から県内諸例を比較すると特に玄室各隅で出土するものが多いことが注意される。こ

れらは後世の攪乱か追葬移動によるものかは判断ができないが、この部分に立て置かれた例がある
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ことから（横置彦例もある）すべて他所からの移動とは考えられない。東松山市柏崎6号墳 (29)

の玄室入口寄りの隅で約30本分が束ねられた様子で出上したとされているものは、ここに立て置か

れた可鮨性を示す。同じく冑塚古墳 (23) も玄室左側望入口寄りと奥部造りつけ石棺の右的に集中

しているものも同様である。その他神川村城戸野 4号墳 (87)や雨塚原 4号墳(88)、川本町鹿島11

号・ 13号・ 20号 (123。130• 126)なども散乱状襟であるが集中出土している。こうした場合も立て

置かれたか否かは断定でぎないが、この部分に置かれていたと息われる。

以上、横穴式石室における鉄鏃出士状況について、 単位埋葬状況の実態について検討した。これ

をまとめると、鉄鏃（矢）副葬には①横置ぎされるものと②立置ぎされるものの 2稲ある。①は身

辺を中心に、平行して両側璧に沿って置かれ、②ぱ身体の頭位、足下位＝奥壁、玄室入口付近に置

かれるのが基本である。数最は①②ともに数本～10数本の少数例が多く、 6 • 9本単位が注意され

る。形態組成については①②ともに同一のものをす前える、 いくつかの形態を混在させるという 2つ

があるが前者が基本である。単位埋葬ー単位の鉄恢群が基本と考えられる。これらは時斯や古墳規

模等を捨象しており、かなり概括的であるが、鉄繊副葬の意義に関して単位埋非状況の復元を試み

た。

（小久保徹）

3. 古代の文献にあらわれた弓矢

(1) 弓矢の初見記事

「其の地には牛・馬・虎，豹。羊・鵠無し。兵には矛・楯・木弓を用う。木弓は下を短く上を長

くし、竹箭は或は鉄鏃、或は骨鏃なり。」

この記録は、いわゆる『魏志倭人伝』中の倭人の風俗を示したものの一部で、日本の弓矢に関す

る最も古い文献史料の 1つである。

「弓」あるいは「矢」そのものは、発掘調査等によって、絹文時代から使用されていたことが知

られているが、それは主に対動物用の「狩猟用具」であったろう。弓矢が対人用の「武器」として

の性格を持ち始めるのは、稲作などの農業を生計基盤とする弥生時代以降と考えられる。

この変遷について笹山晴生氏は、山口県豊浦郡士井ケ浜遺跡で出土した、 11もの鏃が身体に残っ

ている男子人骨の例を挙げ、 「弥生時代という時代は蠅文時代にくらべて、他人との闘争のうまみ

がより大ぎくなった時代である。それだけに集落にとっては、その防衛が非常に切実なものとなっ

た時代でもあった。」と述べている（笹山 1975)。

このことは、発捐調査の成果においては、弥生時代の痕襟集落を主とする、防衛を意識した遺構

によって傍証される。

そして、さらに発達した武器による争いが行なわれる古墳時代に至って、弓矢は鏡・刀・剣等と

ともに墳墓に副葬されるようになる。

この章では、古代において弓矢が人々にとってどのような意味あいを持っていたのかを文献の上

から見てみよう。

(2) 弓矢に関する記事の諸類型

『魏志倭人伝』 『古事記』 『日本書紀』 『風土記』 『律令』等にあらわれる弓矢、あるいはそれ
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に関連する武器・武具類の記事を内容によって分類ずると、

れる。

おおよそのところ次の 5タイプに分か

A

B

C

D

E

 

権威・霊カ・男性等の象徴

説話

実用の武器

地名。人名のいわれ

職掌

①
 

Aタイプの例
すぢのおのみこと

素箋鳴尊が天に昇り来るのを知った天照大神が、男装し、
ただ打き いつ たかと;, It ゆほす たかぴとり Lば

負ひ、特には稜威の高輌を著ぎ、可繍振り起て、剣柄急握りて」武装する。

そびら ちのり ゆき いほのり

「背に千箭の靱と五百箭の靱とを

神代上第 6段、古事記にも同様の記事）
かむづかさのりごと つはもの まひ うらな よ

② 垂仁天皇27年に「祠官に令して、兵器を神の幣とせむと卜はしむるに、吉し。故、弓矢及び
たち かみたち けだ あまつかみくにつかみ

横刀を、諸の神の社に納む。 （中略）蓋し兵器をもて神 祇を祭ること、始めて是の時に腿れ

（日本書紀

り。

（日本書紀

⑧
 

垂仁天皇二十八年八月条）
せやだたらひめ みめ くそま にぬりやな

大物主神が勢夜陀多良比売を「見感でて、其の美人の大便為れる時、丹塗矢に化りて、其の

大便為れる溝より流れ下りて、其の美人の富登を突きき。」

（古事記 中巻）

5タイプの中で、特にAタイプの記事が多くを占めるが、古代において、弓矢が人々に及ぼした

精神面での影響は、それが初源的な道具であるだけに大含かったものといえる。

Bタイプの例
たかみむすひのみごとあしはらのたかつくに あめわかひこ

高御産霊尊が葦原中国に遣わした天椎彦（古事記では天若日子）が長い間帰らないので、使
ぁiのかごゆみ あまのはほや

乃ち高皇産霊尊の賜ひし天鹿児弓・天羽羽矢を取りて、雉を射
ま みまへ

高皇産霊尊の座します前に至る。時に高皇産霊尊、其の矢
ぬ 圧をくにつかみ

其の矢に染れたり。盃し国神

① 

に雉を遣わしたところ
ころ

て斃しつ。
みそなは

を見して曰はく、

「天稚彦、
とほ

其の矢雉の胸を洞達りて、

「是の矢は、昔我が天稚彦に賜ひし矢なり。血、
かへ

とのたまふ。是に、矢を取りて還して投げ下したまふ。其の矢落ち下りて、
これよのひと かへLや い ことのもと

（中略）此世人の所謂る、反矢畏むべしといふ縁なり。」

と相戦ひて然るか」
たかむなさか

則ち天稚彦が胸上に中ちぬ。

（日本書紀

この記事は、

袢代下 第九段）

『古事記』にもほぼ同じ内容のものがあり、
ひたつかひ

「雉の頓使J （梨のつぶての意）とし

て記されている。 （『古事記祝詞』頭註）
ほすそりのみこと ま ひごほほてみのみこと

② 「兄火蘭降命、自づからに悔幸有します。弟彦火火出見尊、
あにおとふたはしらか tcら さちがヘ

兄弟二人、相謂ひて曰はく、 「試に易幸せむ」とのたまひて、遂に相易ふ。各其の利を得ず。兄
ゆみや ち

悔いて乃ち弟の弓箭を還して、己が釣鉤を乞ふ。」

自づからに山幸有します。始め

（日本書紀 神代下 第十段）

いわゆる海幸・山幸説話である。生業と弓矢が関わる記事は少ないが、

料からこの説話を引用している。

『日本書紀』は 4つの史
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Cタイプの例

このタイプの典型が冒頭に記した『魏志倭人伝』の記事である。倭人伝には、他にも次のような

記事がある。

①
 

「其の四年、倭王、復た使大夫伊磐菩・｝夜邪狗等八人を遣わし、生ロ・倭綿 e 蜂青燻。闘衣

・吊布。丹・木附・短弓矢を上叡ず。」

この記事に関しては、後註に「附」について、 「附の誤りか、 ゆづか（杷）、弓の中央の手にとる

ところ。那珂博士が丹木附短弓矢を一つのものとしているのはいかがなものであろうか。」 （『魏志

倭人伝』後註） と解説がある。

「狙」が「附」の誤りとすると、那珂通世の解は「丹木附短弓矢」となり、丹塗りでり廿のある

（弼部に木皮等を巻いたものか）木製の短弓（現在では約 16Qcin以下の息のを短弓というようであ

る）と矢の意になる。那珂説の方が理解しやすいように思う。

また、

② 

『後漠書倭伝』には、

「其の兵には矛・楯。木弓•竹矢有り、或は骨を以て鏃を為る。」

とあり、 『隋書倭国伝』には、

⑧
 

「弓・矢・刀・矛肖・弩・麿・斧有り、皮を漆りて甲と為し、骨を矢鏑と為す。兵有りと雖も

征戦無し。」

とある。

『後漠書』は『魏志』を参考にしているし、

雖も征戦なし」 と載せている。この記事は、

『隋書』も同様であるが、新史料として「兵有りと

7世紀初頭にあたる部分に載っているが、当時の状況

を反映しているものであろうか。

7世紀初頭は、推古朝であり、聖徳太子摂政、遣隋使派遣の時代である。中央集権を目指した時

代であるから、 ある程度、力関係による秩序が保たれていたと見てもよいだろう。

また、

④ 

『律令』の軍防令には、兵士が携行する物の列記があり、武器としては、
ちゃうゆんつるぶくろ そへつる そや しやくやなぐひ たち かたな

「人毎に、弓一張、弓弦袋ーロ、副弦二条、征箭五十隻、胡鯨一具、大刀ーロ、刀子一枚」

と記されている。唐令を手本にしているとはいえ、矢の数が20本も多く、特色を表わした重要な

一項である。

また、馬に乗り弓を使う騎兵を重んじたとみえ、

つかある。

くめ

「弓馬に便ならむ者」をとりたてる条文がいく

Dタイプの例
はずむ やまとたけるすめらみこと ゆ は ず つ ‘ く ろ

「又、波須武の野あり。倭武の天皇、此の野に停宿りて、弓明を修理ひたまひぎ。因りて①
 
名づく。」

②
 

（『風士記』 常陸国風土記 香島郡）
かがさとこ9吐りのみやけいぬゐ さと あし さ だ あ

「加賀の郷 郡家の北酉のかた廿四呈ー百六十歩なり。佐太の大神の生れまししところな
み お や か む む す び のみことみ- きさかひめのみこと かなゆみ

り。御祖、神魂命の御子、支佐加比売命、 「闇ぎ岩屋なるかも」と詔りたまひて、金弓もちて
かがや かれかが

射給ふ時に、光加加明きき。故、加加といふ。神亀三年、字を加賀と改む。」

（『風土記』出雲国風土記 嶋根郡）
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といったように、地名の緒源を伝えるものと、
ひつぎのみこ おぼとも和ナのみこと ゆゑ あ とも

⑧ 「（前略）此の太子の御名、大輌和気命と負はせる所以は、初めて生れましし時、朝の如善

嵐覧］鼻こ崖りき。故、其の御名に箸けぎ。」（輌は、弓弦が左手首を打つのを防護するためのも

の。

（古事記中巻）

というように、人名の由来を述べるものがある。

Eタイプの例
いみべ と1翌つおやたおきぽおいのかみ かさぬひ ひこさちのかみ たてぬひ あま

① 「即ち紀国の忌部の遠祖手置帆負神を以て定めて、作笠者とす。彦狭知神を作盾者とす。天
めひとつのかみ かなだくみ あまのひわしのかみ ゆふつくり くしあかるたまのかみたますり

目一箇神を作金者とす。天日驚神を作木綿者とず。櫛明玉神を作玉者とす。」

（盾は弓矢と密接に関わりあう。）

（日本書紀神代下第九段）
みさざきわざを1ま ゆげのわかひこ やまとのかぬちあまつまら ぎか：：：

② 「山陵の事畢るに至りて、乃ち弓部椎彦をして弓を造らしめ、倭鍛部天津真浦をして真靡の
やさぎ やはぎぺ や は

鏃を造らしめ、矢部をして間を作がしむ。」

（日本書紀 綬靖天皇即位前紀）
みこ おほとものむろやのお沿むらじ

⑧ 「二年の春二月に、天皇、子無きことを恨みたまひて、乃ち大伴室屋大連を諸国に遣して、
しらかぺのとねり しらかぺのかいまで しらかぺのゆけひ

白髪部舎人・白髪部膳夫・白髪部籾負を置く。 （靱負は、矢を入れる道具であるユキを背負う兵

士の意。『日本書紀』補註）

（日本書紀 清寧天皇二年）

といったように職掌をあきらかにするものである。

以上のようにタイプ分けをしてみたが、多くの記事の中には、要素が重複するものもある。

テーマとしての鉄鏃を具体的に追うにはCタイプの記事を中心とせざるを得ないが、他タイプの

記事の中にもヒソトを与えてくれるものがある。

(3) 弓矢の名称と実物

前項でとりあげた記事の中で、最も具体性を持つのは、やはり軍防令の規定である。

弓を持ち、弓弦袋に濶弦を入れ、故録に矢50本を入れるという形が想定でぎる。 （唐令の場合、

矢は30本と規定されており、日本でも後に30本に減じられる。）

正倉院宝物には、この令を意識したと考えられる故録と矢のセットが現存する。そのうちの一例

は、繋箭式の鏃を装羞した矢46本に、上差矢として大型の三角形式の鏃を装着した鹿角製の四つ目

鏑矢 1本である。 （矢 3本は欠損か）

またある例は、整罰式の鏃を装着した矢48本、片刃箭式の鏃を装着した矢 1本、それに上差矢と

して大型の三角形式の鏃を装着した鏑矢 1本の計50本である。

これらは、必ずしもそれ以前の規定を反映しているとはいえないが、古墳出土の鉄鏃を考える上

で参考になりうるはずである。

次に、史料の中から特徴のある弓・矢の名称をとりあげてみる。
あまのかごゆみ あまのはじゆみ あまのはじゆみ

弓の名称としては、天鹿児弓・天楯弓・槻弓・天之波士弓・梓弓•檀弓・鉄弓・金弓・猪鹿弓・

角の弓箭・金の弓箭などがみえる。
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あまのはほや あ ま の ま か ごや ま力ゞ~やさぎ ひめ ヤまのほ It

矢および鏃の名称としては、天羽羽矢。天真距児矢・真隠の鐵。まり矢・女厨矢・鳴鏑・天之波波
しはひや ししや

矢・天之加久矢。丹塗矢・忌矢・鉄罰。金箭・猪鹿矢・槻矢などである。

槻・距（波士） ・梓。橙は木製の弓・矢の樹種を示すもので、現存する正倉院宝物の弓や、遺跡

より出土ずる弓は梓 e 槻等が中心である。

鹿児弓。矢、猪見弓。矢、角の弓罰は、鹿や猪を射る為の弓矢（『日本書紀』頭註）、あるいは弓

罪・鏃に鹿や猪の骨角を用いたものであろうか。

鉄弓・矢、金弓。矢、金の弓箭も同様に弓矢の一部に、鉄を用いたか、金による装飾を厖したも

のであろう。

鳴鏑•まり矢・忌矢は同種のものでb 戦の初めに放たれる特別な意味あいを持った矢である。こ

れらは、前述した正倉院宝物の矢50本セットの中の上差矢をさすものと考えられる。

このように見てくると、古代の人々は弓矢に非常に細かい配慮をしていることがわかる。

様々な弓矢に、各々の意味をもたせ、意識して扱っており、精神的な面での重要な役割の一端を

荷っていたといえる。

また、具休的に記されている弓矢（例えば軍防令）は、現存する弓矢（出土遺物や宝物）によっ

て傍証され得るし、その逆もまたあり得るだろう。

古墳の副葬品の調査・研完もこのような面を意識して行なう必要がある。

弓や矢柄は、腐蝕してずでに失なわれていることが多いが、比較的残りやすい鉄鏃の数・方向・

位置・状態等を詳細に記録し、副葬された当時により近い復元がなされることが、研究を進めてい

く上で重要であるといえるだろう。

（浜野一重）
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付 埼玉県における鉄鏃出土古墳一覧

昭和59年 3月現在までの文献に記載されたものについて収録した。遣物名称は文献記載に従っ

た。埴輪の有無は確認されたものをOxで示した。Rは須恵器、◎は土師器を示す。文献は文

献一覧の通番号で示した。コードは前 2ケタは埼玉県市町村コード（「埼玉県遺跡地名表1975」)

後 2ケタは各市町村内での通番号である。今後更に増加ずることが予想される。

No. 名 称 所在地 墳形 i内部主体出上遺物（数量） 埴
輪

土 器文献汽―
1ト

1台耕地稲荷塚大宮市三橋 4丁目 円 横穴式石室鉄鏃21、大刀 3、ガラス製 X R甕

1a 146811 12011 I 小玉33, 漆塗木製小玉 5、
切子玉 9

2 13011 I 2宮 登 鴻巣市大字宮前 円 横穴式石室鉄鏃26(30本分琥珀）、製鉄琥丸釘珀王4製、1碧
X R聰

玉水製晶管製玉1、 0、
切子玉 2、 棗

玉2

3洩 間 塚鴻巣市滝馬室 円 横穴式石室
鉄鏃7、鉄直鈴片刀環数11， 刀子金4，環留1金

191302 

具銀環2,、 片、 、
1、

4川田谷ひさご桶川市川田谷字若前方後円横穴式石室鉄鏃23、直刀 1、、鐸鐙、組責金

゜⑤長杯頸提杯壺、、 瓶甕
981501 

塚 宮 具1、刀子1、轡 5 1、
絞具1、辻金具7 ◎高、隠

5城髪山 2号 桶川市川田谷 円 横穴式石室
鉄鐸鏃 8以上、玉短水1刀、晶1製琥、刀子3、

X 206 1502 

1碧、耳環2、 珀切製金子王
9、 玉製管
玉3、ガラス製臼玉7、 棗銅
製空玉2

6西 台 7 号桶川市川田谷字西 円 横穴式石室鉄環鏃10本1束、 直切刀3、金

゜
R提瓶、横 105 1503 

（西台遺跡2号）ムロ 銅 5、水晶製子玉 3、 瓶、隠
ガラス製丸玉14、ガラス製
小玉54

7原山 23号桶川市川田谷 円 横穴式石室鉄鐸鏃 7、大刀 2、短刀 2、 206 1504 
1、耳環 3

8牛 塚川越市的場字牛塚前方後円 横穴式石室

（向干（鉄尻鍔1り弟第玉刀、21121金、、片1、2次次8木千銅、、刀1坪埋段、耳晶ガ子直葬葬鉄蹂躾巻刀ラ3主主柄片切ス片、2体体、十干頭雲む1部部玉千翌、珠61）） 玉鉄鉄、、51 製銀雲、珠管わ10 
゜◎＠脚杯提、瓶甕、、台

1231901 

製鍔板 耳金3喋、銅 珠認、鋭1、金銅 3 ガラス
小玉35、 製ヽ指輪 2

12311902 9下小坂 1号川越市下小坂 円 木炭梱鉄鏃11、直小刀1、刀子 1、 X 

ガラス製玉198、
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I 

-~~·~-~---~--

No． 名 称 I所在地 i墳形 1内部主体 1 出土直物（数量） 埴 i 
コー

輪
土 器文献、

I I 
--―,  -- -- - l-- 1ト

10とうまん塚川越市下小坂 1 

I 円 木棺直葬 鉄紙 2束、振銘文楷変形獣 X 147。1903
列鏡 1、滑石製臼玉 162、 273 
直刀 2、桂甲 1、辻金具 1、

I 尻Il形杏葉 3、楕円状鏡板 2、
十字形留金具 2、鮫具 3、

I 
尾錠 1、剣状小形利器 1、
斧頭 1、砥石 1、鏡鯰残片＼
麻布

11窟大塚 2号川越市豊田本字中 円 横穴式石室鉄鏃 3、虹刀 1、刀子 1 10⑤片、◎杯 148[1904

I 諒 I I 

13I毛呂山 109号毛呂山町西戸字 円？ 横穴式石室鉄銑多数
松の外I I 

14嘩林古墳匡呂 山 町 川 角 吹 且 不 明 順 穴 式 石 室I鉄鏃 7、耳環 3、刀子 1 I ◎杯、瑣

15噌能寺万海坂戸町善能寺 不明 鉄鏃 5
105号 1

戸 円 1横穴式石室1鉄鏃断片、金環 1、銀環 1I I 
字新山

1

1

 

0

0

 

2

6

 

2

2

 

0

8

 

3

3

 

1

1

 

籾山王塚坂戸 阪戸市新堀字橋場
91号

円 横穴式石室i鉄鏃片、馬具、金環、直刀、
鉄製斧頭、為瑶勾玉 3、翌
玉勾玉 1、管玉 2、ガラス
玉 3、緑色ガラス小エ 1、
練玉 1

181新町坂戸36号阪戸市石井字新町

19摩利支天塚 I坂戸市北峰字前田
坂戸80号

円

円

201舞

211西

221西

台

原

原

1号凍松山市田木
字舞台

1号凍松山市上唐子
字西原

3号 ” 

円

方？

円

円

横穴式石釦鉄鏃片 1、金環 1、銅環 2

横穴式石室凰鏃多数、直刀 2、金銅環
2、銀喋 1、銅環 1

横穴式石室靡鏃 8、直刀 3、刀子 7、
鐸5 （溝状遣構）刀子 1

横穴式石劉鉄鏃 7、圭頭大刀 1、銅銃11X 

横穴式石劉鉄鏃 2、大刀 1、刀子 2

13812602 

3412701 

27312702 

13812703 

＇ 

12704 

I 138 2705 
I 

x |（溝状遣構） 150i3401
＠広口壺、
長頸壺、
甕、隠

178i3402 

X 17813403 

231冑 塚凍松山市下唐子
字原坂口

横穴式石室鉄鏃48、刀装具 2、用途不 x ⑤高杯、杯、
明鉄製金具 6、刀子 2、鞍 蓋、台付坦
金具 3、鞍 3、轡 1、杏 聰
葉1、雲珠 1、辻金具 5、鋲
金具 7、嬬金具 9、その他
鉄製品 2、金媒 2、銀環 2
水晶製勾玉 2、ガラス製勾i

玉 4、硬玉製勾玉 3、琥珀
製小玉 3、ガラス製小玉lOi

5313404 

9

-
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No. 名 称［所 在 地 I墳形阿部主体 出 土 造 物 （ 数 鼠 ） 昌I土 器文献:-1
I 

ー、、一 ●ヽ●

I 
-1 

24諏訪山 1号東松山市高坂 円 砧土榔 2基 (1号枷）鉄滋 3、剣 2、 x ＠杯、壺 109134051 
I 字西本宿1 1 碧玉製管玉 8、ガラス製小

玉12、琥珀製切子玉 2
(2号榔）鉄鏃 7、大刀 1

用途不明鉄製品 3、轡 1、
1 辻金具 4、鮫具 1、鈴付腕

I I I I ：輪 1、垂節破片10数片

I I I I i 
25諏訪山 3号 // 不明横穴式石室鉄鏃11、大刀 3、フ］子 2 I x 

26諏訪山 4号 // 円 横穴式石室鉄鏃 6以上、大刀 4、刀子I。
3、金環 4、碧玉製管玉 4
ガラス製小玉22、土製丸玉
28、土製棗玉 6

27柏

281柏

291柏

30!附

31附

32附

33I附

34附

351青

361岩

崎

裔

奇

JI[ 

JI I 

J

J

 

4号凍松山市大字柏崎

5号東松山市柏崎

6号

5号

6号

7号

” 

1号凍松山市石橋
字附川

” 

” 

円 横穴式石室犀鏃 7、直刀断片 2、刀子Ix|＠脚付盟
1、金環 1、用途不明鉄製
品 1

円

円

円

円

横穴式石釦鉄鏃15以上(38)、大刀 4、刀 X ⑤高杯、杯
子 4、用途不明鉄製品 1、金
環10、碧玉製管玉 1、ガラス
製小玉10、ガラス製臼玉 3

横穴式石劉鉄鏃40、大刀片 2、鐸2、IX
刀子 4、金環 2、碧玉製管
玉1

横穴式石刷鉄鏃 8、責金具 2、用途不IX
明鉄器 1、金環 1、ガラス
製小玉49、水晶製切子玉 6

不明
（古墳跡）1横穴式石室1鏃鉄 5、直刀片 3、用途不IX

明鉄器 2、水晶製勾玉 1

横穴式石割鉄鏃 6、用途不明鉄器 2 x
 

10913406 

10913407 

81[3408 

81]3409 

8113410 

3313411 

3313412 

15013413 

” 

Jll 8号 ” 

島 12号凍松山市石橋
字小林

3号凍松山市松山
字岩鼻

37三千塚弁天塚東松山市大谷
古墳

鼻

横穴式石劉鉄鏃10(28)、直刀 3、責金 XIR杯
具 1、用途不明鉄器 7、刀
子 4、金環 4、琥珀製丸玉
(?)1 
滑石製紡錘車（封土中） 1

横穴式石創鉄鏃15、直刀 4、鐸 1、刀子 x已提瓶
2、銅製耳環 6、ガラス製小
玉10、水晶製切子玉 6、砦
王製臼玉 1、銅製飾金具 6

I 

横穴式石室鉄鏃

粘土棺鉄鏃 1 10 

I 前方後円竪穴式右室鉄紙片、鉄片、 IO 

円 I 15013414 

円 15013415 

円 1213416 

円 249・13417 
273 

24913418 
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．． 

埴No. 名 称 i 所在地 墳形内部主体 出土直物（数量）
1 コー i

--1 ----～―  
I I I輪土 器 l文献1ド！

I 
‘38三千塚 東松山市大谷 円 横穴式石窒鉄鏃 X I I 3613419 

第3支群 3号iI I I I I ! 
！ 

39三千塚 I 
I/ 11 横穴式石定鉄鏃、カラス小玉156、銀環、 X 1包横兌 36]34201 

I 第3支群 4号 1 刀子、責金具 I 
I 

401三千塚 i // 円 横穴式石宝鉄鏃、直刀、金銅環 X I I 3613421 
第 3支群16号

41三千塚 // 円 横穴式石室鉄鍋 1、鉄片 6 I o I I 36'3422 
第 5支群 2号

421三千塚 II 円 横穴式右室鉄鏃 9、直刀、刀子 1、鐸 2I x I I 3613423 
第5支群 3号 ニ

I I 

鉄環 1、不明鉄器 1

43三千塚 II 円 横穴式石室鉄鏃 1 I x I I 3613424 
第 5支群 6号 ！ 

I I I I I I 
44三千塚 // 円 堅穴式石室鉄鏃 0 I I 3613425 

第7支群 5号

I I I 
45三千塚 II 円 横穴式石室鉄鏃片 I O I I 3613426 

第 7支群28号

461三千塚 II 円 横穴式石室鉄鏃、刀子、柄頭 Io IZJ破片 I 3613427 
第8支群 3号

471かぶと頻吉見町大字久米田 円 横穴式石室鉄鏃、土頭大刀 1、金環 5 x 因高杯、蓋、 1139•|3807
ガラス小玉40、刀子、直刀 応臆、平 166

i 1 

I I I ’武具、棒状鉄器 I 冒二誓壺、

I 48月輪 1号滑川村月輪 円 横穴式石生鉄鏃 9、直刀 1、土製玉 4i0 
噌田遺跡 字四荒井 耳環 2、留金具 2 I 
5万） I 

I I 
49わたご塚滑川村羽尾字大谷 円 横穴式石室鉄鏃10、刀+2、拝環 1、'o

銅喋、玉類

I 
50飯塚招木 秩父市寺尾 円 横穴式石室鉄鏃 3、刀子 1 I x も聾

102号 飯塚招木

51原谷 4号秩父市大野原 円 横穴式石室鉄鏃）十、人骨 2体分
i 

52原谷小学校内秩父市大野原 円 箱式石棺鉄鏃 1、蕨手刀 1、直刀 3I I 
輝1 I I 

I 

53御手長山本庄市大字小島 i 円 横穴式石室鉄塵62(84片）、大刀 1、鑽 11。！因高杯
字上即原： 柄眼 1、胆金物、刀装具 1、

I 鎖 4、小札10、絞具 1、飾
I 金具 5、留金具17、不明鉄1

i 1 襲品11、耳環 8、小玉243い

I 

ガラス製丸玉26、石質不明
I 丸玉 1

！ 

[--- -- ------ -- -----I-- --―- 1 

58 • 13901 
208 

5813902 

1

2

 

0

0

 

3

3

 

4

4

 

4

1

8

 

6

3

 

2

1

 

5914303 

20015301 
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|—————•--

I I 埴 ！コーI No．名 称 所在地 墳形内部主体出土遣物（数量） 輪 1土 器 1文献、I Iト

I 549塚 合 41号本庄市字塚合 円 1横穴式石室鉄鏃14、刀柄残欠部 1、鞘ol I I 94,5302 

I 
尻金具 1、責金具 3、足金
具 1、鐸 1、鞘又は柄部責 I 

1 金具 1、刀子 2、目釘 2、不 I 
明鉄製品 1、金環 6、ガラ

I I I I I iス製臼王 1、砦王製臼王10 1 

55塚合 43号 // I F]？ 横穴式石室鉄鏃 6 (11片）責金具 1、 x I I 9415303 
足金具 1、鍔 2、刀子 1、

I 
釘13、釘状品 1、不明鉄器
1、金環 1

56下野堂 29号本庄市下野堂 円 横穴式石室鉄鐵多数、直刀 1 I 

I 
571下野堂 30号 円 横穴式石室鉄鏃多数、直刀 2、銅牒 21

I 
58庚 申 塚児玉町秋山宿田保1 円 横穴式石室鉄鏃29(34)大刀 2、柄頭19 0 包高杯

I 
責金具 1、鐸 1、刀子 1、 ，◎杯
縁金具 1、引手 1、雲珠 4
座金具 1、雲珠片（辻金具
片）13、棒状金具 8、鉄片30、
1金属環 3対、翡翠製勾玉 1、
穂瑞製勾玉 4、碧玉製管玉
1ガラス製丸玉 7、ガラス
製小玉 9、ガラス製臼王 4

183)5304 

5

1

 

0

0

 

3

4

 

1
5
1
5
 

3

0

 

8

2

 

ー

t
 

591長沖 3号児玉町長沖

601長沖 8号 II 

611長沖 9号 // 

621長沖 10号 ” 

63［長沖 11号I // 

641長沖 21号 // 

651長沖 23号1 II 

661長沖 28号I II 

67生野山 7剛児玉町生野山

681生野山 9号 II 

！ 

円 隕穴式石室［鉄鏃 4、直刀 1、両頭座金10厄甕、◎杯I23915402 
付留金具 3、刀子 2、耳環
（鉄芯） 2、勾玉10、管玉
1、丸玉10、切子玉10

帆立貝式隕穴式石室鉄鏃 5、刀子 1、金環（銅 0|'含甕
芯） 1 

I 
円 隕穴式石室1鉄鏃 1、直刀 1、緑金具 1 x |＠乎瓶

両頭座金付留金具 4、耳環
（鉄芯 2、銅芯 2) 4、
ガラス小玉 1 I 

I 円
横穴式石室i鉄鏃 9、直刀 1、刀子 1、|＞＜ i◎杯

丸玉58

円 贖穴式石室i鉄鏃 7、耳環（銅芯） 1、IX
丸玉19

円 隕穴式石室1鉄鏃16、刀子 3、両頭座金IOI◎小型壺
付留金具 8、ガラス小玉39

I 
円 載穴式石室鉄鏃 4、両頭座金付留金具110I◎甕

金環（銅芯） 1、ガラス小玉31

円？ 隕穴式石室鉄鏃 1 （墳丘覆土中） IOI◎高杯

円 屡穴式石室鉄鏃 〇

円隅櫛 管玉、鉄鏃 〇◎高杯

23915403 

23915404 

23915405 

23915406 

23915407 

23915408 

23915409 

0

1

 

1

1

 

4

4

 

5

5

 

5

5

 

4

4

 

1

1
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I I I 埴し コー
I No. 名 称 所在地 1墳形内部主体 1 出土遣物（数菫） 1 土 器 1文献l輪I Iド·---~-

691生野山 65号児玉町生野山 「J 1横穴式石室鉄紙、直刀、
I 

人骨 Io0 1 145|54121 

I I I I I I i 
70生野山 68号I // 円 礫梱 鉄鏃 X I I 14515413: 

I I I 

蹴21、匡ノ」 3、楚探ぽ何 U
心） 6 

I 
）（ I◎杯 199j5601

I 
横穴式石劉鉄鏃 4、大刀 1、円筒状鉄 x ⑭甕 199156021 

器 1 ◎杯

x ＠細頸瓶 199]5603 
◎杯

I 
I 

x ◎手捏土器 199156041

I 
x ⑤甕 19915605

721塚本山

731塚本山

741塚本山

75隊本山

761塚本山

771塚本山

781塚本山

791塚本山

80啄本山

811塚本山

82'― 本

841塚本山

851塚本山

86誠戸野

3号i美里村下児玉
字西山

9号

11号

17号

18号

21号

22号

24号I

27号

29号

1号

” 

” 

II 

” 

” 

” 

” 

” 

” 

脳美里村猪俣字地台

円

円

円

］
 

J~ 

円

円

円

円

円

円

円

円

19号農里村下児玉
字西山

” 
2号i神川村大字新宿

円

円

円

横穴式石室漱鏃 3、刀子 1

横穴式石劉鉄鏃 6、刀装具（鐸） 1 

横穴式石室i鉄鏃 6、棒状鉄器 3、
刀子 1、金環（銅芯） 3 

横穴式石室i鉄鏃 2、大刀 1、刀子 1
斤躙3 （銅芯内金箔］）
カフス玉 3

横穴式石室i鉄鏃 1、刀子 1

横穴式石劉鉄鏃20、刀子 1、銅瞑 1

横穴式石室i鉄鏃 4

横穴式石室i鉄鏃 4、大刀 1、鐸 1、
銅環 2

横穴式石劉鉄鏃 1，刀子 1

横穴式石劉鉄鏃 5、鉄剣 1、刀子 2

横穴式石室鉄鏃 2、刀子 1、大刀 1、
頭椎大刀 1、耳環（銅芯） 2

横穴式石室鉄鏃 2、鐸 1

I 横穴式石室鉄鏃27、直刀 1、棒状鉄器 2
I刀子 3、鈍 1、鮫具 2、
i飾金具 4

I 

X 

x 

XI◎杯

Ix 

X 

0厄提瓶

〇図尉不 I 22915612 
◎両杯、甕

x ＠提瓶、蓋I19915613 
細頸瓶、甕
◎杯

01◎甕

〇R隠

②長頸瓶、
甕、◎杯

R長頸瓶
◎杯

831広木大町 7号噂里村広木字魂渕 横穴式石室i鉄鏃10、刀子 5、耳環 3

19915606 

19915607 

19915608 

19915609 

19915610 

23015611 

19915614 

14415701 
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名05 z
 

屈ド I 所在地 墳形内部主体 出土遣物（数最）
埴

上`87I 城戸野
i 

沿恥8、倅状鱈（鉄製1、、7lfl0！窪----1 1-44l | 57-02 4号 神川村大字新宿 円 横穴式石室
+1、耳環 銅小製）2

切子玉 4製、管品玉 2、 エ3
耳瑠形銅 1 

88南塚原 4号神川村新大字 円 横穴式石窒 鉄銀10、直刀 1、刀子 3 0 1445703 
里南塚原

89南塚原 5号 II 円 横穴式石室 鉄鏃 5、鐸 1、棒状鉄器 1

゜
144 5704 

円 横穴式石室 鉄鏃環 5、用途不明鉄製品 3

゜
R甕、杯， 144-5705 90十ニヶ谷戸 膚1 川村大字字池稲田

3号 荷塚 耳 2、ガラス製小玉 1、 杯蓋、俵壺

水晶製切子玉 3、滑石製冒丸 ◎壺
玉 1、他丸玉 2, ガラス
製臼玉 3、土製臼玉 7、i馬

算盤玉 1

91神川村 神川村二の東宮 円 横穴式石室 鉄鏃 8、直刀 2、刀子 3、

゜
⑤杯、杯蓋 270 5706 

No.137古墳 字塚原 鑽 1、朝塙製勾玉 3、碧玉 ◎杯、甕

製水管晶玉 2、水晶製算盤玉 2
製切子玉 1、滑石製丸

王 3、ガラス製丸玉 3、土
製丸玉 9

92南塚原 7号 神川村新里 円 横穴式石室鉄鏃（ 2以上、金環 1、足金 ？ 144 5707 
字南塚原 具刀装具） 1 

93北塚原古墳群 神川村北塚原 前方円後円 横穴式石室 鉄鏃、直刀、刀子、金環、

゜
＠高杯、隠 120 5708 

ガラス玉、勾玉等 ◎杯

94三ヶ尻林 4号 熊谷市三ヶ尻 円 横穴式石室 直刀 4、鉄鏃26、刀装具 2

゜
R甕、高杯 277 5901 

弓金鍋具 3、刀子製10、銅釧 4 短頸壺、

耳 4 水晶 切土子製玉1J7、 提瓶
ガラスヽ 小玉126、 玉ヽ、
埋木玉 1

95三ケ尻林 5号 ” 円 横穴式石室
鉄鏃 3、刀、装、土具滑製石1小製、玉鉄小1 片 7

⑤甕 277 5902 

土製製管管王 1 9、碧
玉玉 3 玉 2

96三ヶ尻林 7号 ” 円 横穴式石室鉄鏃 6、直刀片、耳環 2、

゜
R甕、◎甕 277 5903 

弓金具 3、人歯 2

97瀕戸山 2号 熊谷市楊井＋ に 不明 横穴式石室鉄鏃約40、管玉 1、切子王 2 140 5904 
穎戸山

98 
伊 衿 l’,I| | 熊谷市楊井

前方後円 横穴式石室 鉄鏃 2、刀子 2、直刀 1、 138 5905 
馬具類

99 万吉下原 5号熊谷市万吉字下原 円 横穴式石室 鉄鏃、耳環 〇＠片 151 5906 

100 中条大塚熊谷市中条 円 横穴式石室鉄鞘鏃、小札、銅製柄、銅製 x ⑤甕 276 5907 
尻金具、金箔、鉄釘

101 葉師堂古墳熊谷市坪井 円 横穴式石室 鉄鏃、直刀、切子天、銅鎖IC 273 5908 

I i 

| 
， 

器文献：'コー'

l l卜 1
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No.戸名 称 I所在地 1墳 形 l内部主体［出土遺物（数量） 1篇土 器 1文献I:-
新ヶ谷戸 1号！打旨谷市上奈良 円 横穴式石室1鉄鏃 4、直刀 2、刀子 1、 x 

字新ヶ谷戸 鉄製品 乎瓶、恩、
I i尻疇

I 103火の見塚深谷市原郷 円 窟式石棺直刀、短刀、鉄鏃、壮年男 X I I 27116001 
字木の本 子頭骨

104北塚圧逍跡寄居町中小前田 円 横穴式石室鉄鏃、銅釧 〇◎聰 I 22716201 
2号1

105安光寺 2号岡部町本郷 円 粘土櫛鉄鏃17、直刀 1、剣 1、鈍 1 x ◎高杯、壺I25816301 
字清水谷 鉄斧 1、ガラス玉 1、臼玉 4

1061西山 5号岡部町山崎 前方後円横穴式石室鉄鏃、直刀、刀子、算盤玉 oI j68• 16302 
字清水山 小玉、臼玉、切子玉 273 

1071円山 1号大里村箕輪字円山 円 鉄鏃 〇② 273j6401 

1081円山 2号I II i 「] （礫床）鉄鏃、柄頭、刀子、銀環 olR長頸壺 27316402 
◎坦

前方後円i横穴式 （後円部石室）鉄鏃19、直 0
石室 2刀2、刀子 3、 （前方部石

室）直刀 1、刀子片

1091野原古墳i江南村野原

1101黒田 3剛花園村黒田 I 円 順穴式石室戯鏃 1、耳環 2
字上川端

3716501 

1111黒田 4号 ” 

1121黒田 5号

＇ 
1131黒田 8号

1141黒田 9号

1151黒田 11号

1161小前田

1171小前田 88号

円 横穴式石室鉄鏃13、刀子 1、轡 1,飾〇
I 帯金具 2、雲珠 3、絞具 2

耳環 2、碧玉製管玉 6、ガ
ラス製丸玉 8、ガラス製小
玉 9、滑石製切子玉 1

円 横穴式石剛鉄鏃 4、耳環 1 I X 

円 横穴式石室凰鏃 5、大刀 1、刀子 1、IO
耳環 1、碧玉製管玉 1、赤
嗚塙製小玉 1、ガラス製小
玉 1、水晶製切子玉 2、練
玉24

穴式石室i鉄鏃 6、大刀 2、刀子 2、 OIR甕
礁瑞製勾玉 5、碧玉製管王
18、ガラス製小玉66、ガラ
ス製丸玉27

失鏃15、刀子 4、耳環 6
碧石製管玉 1、滑石製管玉
1、 ガラス製小玉 217、ガ
ラス製丸玉15、田馬瑶製切子
玉 1、水晶製切子玉 2、鍍
銀空玉 1、青銅製釧 1

円 横穴式石室鉄鏃

” I 円 横穴式石室鉄鏃片 2、直刀 2、耳環 2
1刀装具 3、切子玉 2 I I 

” 

” 

” 

” 

70号i花園町小前田

円

OIR恩 168[6601 

16816602 

16816603 

168[6604 

168i6605 

16816606 

7

8

 

0

0

 

6

6

 

6

6

 

1

1

 

2

2
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No.I 名 称 所在地 墳形内部主体出士遺物（数量） I埴輪土 器 1文献丁―

118黙II 山 17号花園町点田 端|1 円 横穴式石本鉄錨裸 8、泊刀 l、刀子 3、 o・@ 281 09 
字上川 金 1、ガラス玉46

119鹿島 1号川本町本田字台 円 横穴式石室鉄鏃25、直刀 1，足金具 10R
責金製具 1、鞘尻 1 ‘侃飾様
鉄品 1

1201鹿島

5号| ” 円？ 横穴式石室鉄鏃 2 X 

1211鹿島 8号 ” 円 横穴式石室鉄鏃環 2、直刀 1、刀子 2、 X 136 03 
金 2

1221鹿島 9号I ” 円 隕穴式石創鉄鏃 5 X 136 041 

123鹿 島 11号I ” 円 隕穴式石釦鉄鏃19、刀子 2、金環 1 X 136 05 

1241鹿島 12号I ” 円 隕穴式石釦鉄鏃 3、鋪（1棒、刀子 1、そ X 136 706 
の環他の鉄器 状金具） 1、
金 3

1251鹿島 19号 ” 円 横穴式石室 鉄鏃12、刀子 1、金環 X 136,6707 

1261鹿島 20号 ” 円 横穴式石室 鉄鏃27(25?子）鞘口金具 1 X 13616708 
足金具 1、刀 3 

1271鹿島 21号 ” 円 横穴式石室鉄鏃16(14?）直刀 1、小刀

゜
長R甕頸瓶、 113616709 I 

1、刀子 1

1231鹿島 24号 川本町本田字鹿島 円 横穴式石室 鉄鏃28、直金刀 2、小刀 1、 X I 13616710 
刀子 1、 環 3

1291鹿島 27号 ” 円 横穴式石室鉄鏃 8 (6?) X R甕、◎即 13616711

130I鹿島 13号 川本町本田字台 円 横穴式石室 鉄鏃15(13?鐸)子直1刀金1環、鐸 X I 13616712 
1、刀子 2、 、 4 

1311鹿島 25号川本町本田字鹿島 円 横穴式石室鉄鏃 3 IX I I 13616713 

1321見 目 1号IJII本町田中字見目 円 隕穴式石劉鉄鏃19、銅製八角稜鈴、責金!o I I 25416714 
具 2、刀子 2、鐸 1、鍼子 1、
耳環 8、ガラス玉90、棗王 2

133i見 目 2号川本町田中字見目 円 贖穴式石劉鉄鏃 4 I o I I 254!6115 

1341若小玉八幡山l行田市藤原町 円 順空式石劉鉄鏃 8(9?）、柄頭 1、鞘 x図長頚壺 23116801 
尻金具 1、弓酉 1、釘 6、
銅銃 1、棺飾金具 1、銅鋲
10、漆棺片 8 1 

1351埼玉稲荷直行田市埼玉 前方後円第 1、礫床1（第 1主体）鉄鏃141、環状乳〇②杯、有蓋 24116802
第 2、粘士画文帯神獣鏡、直刀 5、剣 2 高杯、感、甕
櫛 （辛亥銘鉄剣含む）、鉾 2、 ◎甕、壺、

桂甲 1、刀子 2、鈍 1、鉄 杯
斧2、鉄鎌 1、鉄鉗 2、録
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1 1 

I No. I名称
I--- ～ 

I 

所 在 地 墳
器［文献i[-

136大 日 躙行田市佐間

1371大稲荷

1381小 見 真 観 寺1行田市小見

1391酒

140]酒

1411酒

1421酒

1431地

1451永

巻

巻

蔵

巻

巻

明

2号1行田市須賀

円

6号1行田市酒巻

1号

2号

3号

II 

// 

” 
塚i行田市藤原町

144I埼玉将軍訓行田市埼玉

寺閉生市下村君

円

円

円

形内部主体 1 出土遣物（数鐙） 塁，土
子 1、砥石 1、鞍 1（鞍橋
金具17、霰 1対）轡 1、壺
鐙 1対、鮫具 3、鈴古葉 3
三環鈴 1、雲珠 1辻金具 3
飾帯金具20、辻金具14、銀
環2、硬王製勾玉 1、帯金
澳 1 （鮫具 1、詑尾 2、跨
岐 5、鈴 1)

I I（第2主体）鉄鏃 9、直刀 2

I 剣 1、鉄鎌 1、桂甲 1、轡

I I 1,辻金具 6、鮫具 4 I 

1粘土椙2 （第 1粘士桐）鉄鏃東、直olI 

箭式石棺 1刀 1、刀子 2、人骨、歯
（第2粘土榔）鉄鏃束、刀 ， I 

子2、鉄製留金具、

（箱式石棺）朱 I I 

I 

方

木棺直罪鉄鏃1、轡 1、刀子1、直刀 1

前方後円順穴式 （鞍部石室）鉄鏃一括、衝
石室 2角付冑、桂甲小札一括、金

環、頭椎大刀、圭頭大刀、刀
子残欠、有蓋脚付銅婉、木片

1461内牧塚内 4剛春日部市内牧
字塚内

方

1471つかのこじ岩槻市馬込字一番

帆立貝式i横穴式石劉鉄鏃

前方後円讀穴式 1(1号石室）鐸、鉄鏃、刀子 0|＠長頸壺、 27316807 
石室 2IC 2号石室）鉄鏃、直刀、刀子 平、瓶 I 

金環

27316808 

27316809 

円？

横穴式石劉鉄鏃、管玉

横穴式石劉鉄鏃、刀子、人骨

横穴式石劉鉄鏃片

前方後円l横穴式石劉鉄鏃束、杏葉、辻金具、輪鐙、
銅鈴、水晶製三輪玉、変形文
鏡、石製皿、桂甲小札一括、
冑断片、環頭大刀、蛇行状鉄
器、鉾、石突、有蓋脚付銅
錠、無蓋銅婉

不

゜
XI◎杯

X 

x |R片

＠高杯

3

4

5

 

0

0

0

 

8

8

8

 

1

6

1

6

1

6

 

3

7

6

 

0

4

3

 

2

1

2

 

26816806 

27316810 

27316811 

前方後円 讐蹴耳環 1、鉄鋸1、衝角付IO
円 1、桂甲小札一括、直刀片、
刀子片、雲珠、鞍、轡、壺鐙、
鉄地金銅張鋲留金具

粘士榔 3第 1施設（粘） ：ガラス小玉IOIR壺
木炭櫛 116、鉄片

第 2施設（粘） ： （棺外）直刀
2 
第 3施設（粘）：鉄鏃30数本
第 4脆設（木） ：直刀 1、鉄
環1、鉄片、ガラス小王26

I 

横穴式石室鉄鏃 6、直刀 4、金環 2 I x 

明 9017001 

211 ・17601 
273 

R長頸壺、
杯

279i7701 

I 
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[——- -----―埴
No. I名 称 所在地 墳形内部主休出土遣物（数量） ム土 — 

- -- ヽ—- - - - -
JIJ¥sll 器 1文献［ロ

148応さら 3号蓮田市東 円 横穴式石室鉄鏃3、直刀1、刀子2、耳既5x ＠提瓶 278 8201 

I I I I 
149十 三 塚蓮田市閏戸 円 横穴式石室鉄鏃多数、直刀2、刀子2、滑 x ⑤長頚壺、 768202 

1石製勾玉 杯

150目沼 8号杉戸町目沼字前 円 1粘 士 桐 2（第 1主体）鉄鏃3、鉄環2、ガ）（ 261j8901 
ラス小玉34
（第 2主体）直刀 1

氾 9号I 11 I 円 i木炭園鉄鏃30余(19)、直刀 1、刀 X ◎壺 261 
子1、鋼子1、鉄製飾金具1、鈴
杏葉3、雲珠1、辻金具（留金
具）9、責金具 3

152且 沼 6号
I 

// 円 横穴式石室鉄鏃、刀子、金環 79:8903 

I 
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付 文献 覧

1983年（昭和59年） 3月現在の埼玉県における古墳関係の文献を年代順に挙げた。原則として著

（編）者、年次、題名、書名、発行者の順である。 1~111章の引用・参考文献で上記以外のものも

年次毎に挿入し、※をつけた。

1 日本考古学会 1899 「武蔵大宮郷の発見品」

2 大野廷太郎 1899 「武蔵北足立郡小見ノ古墳」

3 柴田常恵 1906 「武蔵北埼玉郡埼玉村将軍塚」

4 和田千吉 1909 「武蔵国川田谷の古墳発掘」

『考古学雑誌』第 3巻第 2号

『東京人類学雑誌』第14巻第156号

『東京人類学雑誌』 20-231

『考古界』第 8巻第 4号

5 岩井石泉 1929 「北葛飾郡の目沼古墳について」 『埼玉史談』第 1巻第 2号

6 柴田常恵 1935 「八幡山古墳J 『埼玉史談』第 6巻第 5号

※ 7 和田清・石原道博編訳 1951 『魏志倭人伝・後漠書倭伝・宋書倭国伝・隋書倭国伝』岩波

文庫

8 柴田常恵 1951 『埼玉県史』第 1巻先史・原 史時代埼玉県

9 遠山荒次 1953 「北足立郡大石村の漠式鏡」 『埼玉史談』第 7巻第 2号

10 柳田敏司 1953 『武蔵稲荷塚発掘調査概要報告』 大宮市教育委員会

11 小泉 功 1956 「朝霞町岡字台の古墳調査略報」 『埼玉考古』第 2号埼玉考古学会

12 小峰啓太郎 1956 「青鳥第12号墳の発掘概報」 『台地』創刊号 台地研完会

13 埼玉県教育委員会 1956 『古墳調査報告書』第 1編一本庄及び児玉郡の古墳調査

14 村井嘉雄 1956 「武蔵野国川田谷熊野神社境内所在の古墳」 『考古学雑誌』第41巻第 3号

日本考古学会

15 大塚初重 1957 「埼玉県北葛飾郡杉戸町瓢箪塚古墳」 『日本考古学年報』 5 日本考古学

協会

16 金谷克己 1957 「武蔵国児玉郡美里村川輪発見の埴輪壺」 『上代文化』第27輯 国学院大

学考古学会

17 亀倉貞雄 1957 「埼玉県秩父市金屋古墳発掘報告」 『埼玉研究』創刊号埼玉県地域研究

ム云

18 埼玉県教育委員会 1957 『古墳調査報告書』第 2網一秩父市および秩父郡古墳調査一

19 柳田敏司 1957 「滝馬室浅間塚調査概報」 『武蔵野史談』第 3巻第 4号

20 小沢国平 1958 『児玉町庚申塚古墳発掘調査記録』 児玉町教育委員会

21 中川成夫・川村喜ー・小高清次•前田碧 1958 「埼玉県大里郡花園村の考古学的調査」

『史苑』第18巻第 2号立教大学史学会

22 柳田敏司 1958 「滝馬室の一古墳」 『若木考古』第50号 国学院大学考古学会

23 所沢市 1958 『所沢市史』

24 埼玉県教育委員会 1959 『古墳調査報告書』第 3編ー南埼玉郡・北葛飾郡・岩槻市・春日部
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市の古墳調査一

※25 倉野憲司・武田佑吉校註 1958 「古事記祝詞」 『日本古典文学大系』 1 岩波書店

※26 秋本吉郎校註 1958 「風土記」 『日本古典文手大系』 2 岩波書店

27 大塚初重 1959 「埼玉県秩父市原谷第 1•第 4 号墳」 『日本考古学年報』 8

28 柳田敏司・金井塚良一 1959 『宮狂古墳の発掘』 鴻巣市教育委員会

29 大塚初重 1960 「埼玉県川口市高梢荷古墳」 『日本考古＇子年報』 9 日本考古学協会

30 埼玉県教育委員会 1960 『古墳調査報告書』第 4編ー大里耶・熊谷市・深谷市の古墳調査一

31 田中一郎 1960 「新町古墳の調査概報一埼玉県入間郡坂戸町字新町ー」 『考古学雑誌』第

45巻第 4号 日本考古学会

32 柳田敏司•吉田金ー 1960 『八重塚古墳発掘報告』 浦和第一女子高校郷土クラブ

33 金井塚良一 1961 『南中学校校庭内古墳の発掘』 東松山市文化財調査報告第 1集 東松山

市教育委員会

34 埼玉県教育委員会 1961 『古墳調査報告書』第 5編 ー入間地区の古墳調査一

35 柳 進 1961 『児玉町八熔山埴輪焼場跡発掘報告書』 児玉高校

36 金井塚良一編 1962 『三千塚古墳群発掘調査一中間報告一』 三千塚古墳群調査会

37 柳田敏司 1962 「おどる埴輪を出土した前方後円墳について」 『埼玉研究』第 6号 埼玉

県地域研究会

38 朝霞町教育委員会 1963 『一夜塚・柊塚•浜崎古墳群』 朝霰の文化財第 1集

39 小沢国平 1963 a 「岡部山崎山遺跡発掘」 『埼玉考古』復刊第 1号 埼玉考古学会

40 小沢国平 1963b 「円墳大塚古墳」 『埼玉県指定文化財調査報告書第 2集 埼玉県教育委

員会

41 小沢国乎 1963 C 「方墳行人塚古墳」 『埼玉県指定文化財調査報告書第 2集 埼玉県教育

委員会

42 小沢国乎 1963d 「塩古墳群」 『埼玉県指定文化財調査報告書第 3集 埼玉県教育委員会

43 小沢国平 1963e 「雷電塚古墳J 『埼玉県指定文化財調査報告書』第 3集 埼玉県教育委

員会

44 栗原文蔵 1963 a 『古代の行田』

45 栗原文蔵 1963b 「古墳壁画の新資料 埼玉県行田市地蔵塚古墳」 上代文化第33輯 国

学院大学考古学会

46 小泉功他 1963 『福岡町川崎横穴群発掘調査報告書』 川崎横穴群発掘調査団

47 小出義治 1963 「埼玉県どうまん塚古墳調査の概要」 『国学院高校紀要』 国学院高校

48 埼玉県教育委員会 1963 『古墳調査報告書』第 6編 一北埼玉地区一

49 柳田敏司 1963 「本庄市公卿塚と石製模造品」 『埼玉考古』復刊第 1号埼玉考古学会

50 熊谷市 1963 『熊谷市史』前篇

51 小沢国平 1964 「江南村権現山埴輪窯跡」 『台地研究』 No.14 台地研究会

52 小沢国乎・柳田敏司 1964 『割山埴輪窯跡遺跡』 深谷市教育委員会
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53 金井塚良ー・小峯啓太郎 1964 『冑塚古墳』 東松山市文化財調査報告第 3集 東松山市教

育委員会

54 栗原文蔵・塩野博 1964 『斎条 5号古墳発掘調査報告』 行田市文化財調査報告第 1集 行

田市教育委員会

55 小泉 功 1964 「川越市名細大字小堤の山神古墳について」 『台地研完』 No.14 台地研究会

56 埼玉県教育委員会 1964 『古墳調査報告書』第 7編ー北足立地区一

57 塩野 博 1964 「鴻巣市笠原発見の埴輪」 『埼玉研究』第 9号 埼玉県地域史研完会

58 東京大学考古学研究室 1964 「埼玉県宮前村の古墳調査」 『考古学雑誌』第49巻第 4号

日本考古学会

59 柳田敏司 1964a 「秩父市大野原出土の蕨手刀」 『埼玉考古』第 2号 埼玉考古学会

60 柳田敏司・早川智明・庄野靖寿 1964 『杉戸町目沼遣跡』 杉戸町文化財調査報告第 1集

杉戸町教育委員会

61 柳田敏司 1964 b 「埼玉県児玉郡生野山将軍塚古墳発掘調査概報」 『上代文化』第34輯

国学院大学考古学会

62 大塚初重 1965 「埼玉県川口市高稲荷古墳」 『日本考古学年報』 13 日本考古学協会

63 埼玉県教育委員会 1965 『古墳調査報告書』第 8紺一比企地区一

64 坂詰秀ー・久保常晴 1965 「埼玉県野原古墳群の調査一北武蔵における群集墳の一様相ー」

『第31回日本考古学協会総会研究発表要旨』 日本考古学協会

※65 坂本太郎・家永三郎•井上光貞。大野晋校注 1965 「日本書紀」下 『日本古典文学大系』

68 岩波書店

66 柳田敏司。早川智明 1965 「朝霞町八塚古墳発掘調査報告」 『埼玉考古』第 3号 埼玉考

古学会

67 石井昌国 1966 『蕨手刀』

68 県立深谷商業高校地歴研究部 1966 「西山古墳群（第 5号墳）発掘調査」 『あゆみ』第15

号深谷商業高校

69 塩野 博 1966 「鴻巣市箕田古墳群箕田 3号墳の調査」 『埼玉研完』第11号 埼玉県地城

研究会

※70 廿粕健・久保哲三 1966 「古墳文化の地域的特色」 『日本の考古学』 N 河出書房新社

※71 酉川 宏 1966 「武器」 『日本の考古学』 V 河出書房新社

※72 坂本太郎・家永三郎•井上光貞・大野晋校注 1967 「日本書記 上」 『日本古典文学大

系』 67 岩波書店

73 大塚実 1967 「東松山市雷電山古墳出土の壺形土器」 『上代文化』第37輯 国学院大学

考古学会

74 金井塚良一 1967 「後期古墳研究の諸問題ー東松山市とその周辺の古墳群を中心として一」

『埼玉考古』第 5号埼玉考古学会

75 塩野博 1967 「古墳の外部梅設ー特に小規模古墳の周堀ー」 『埼玉考古』第 5号埼玉
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考古学会

76 早川智明 1967 「十三塚古墳」 『荒悛』第 3号

77 柳田敏司 1967 「埼玉における古墳の諸様相」 『埼玉考古』第 5号 埼玉考古学会

78 柳田敏司絹 1967 『とやま古墳』 埼玉県教育委員会

79 蚊瓜良祐 1968 「杉戸町日沼古墳群 4• 5 • 6号墳発掘調査報告」 『埼玉考古』第 6号

埼玉考古学会

80 金井塚良一 1968 「東松山市附川 7号墳の石室」 『台地研完』 No.18 台地研完会

81 金井塚良一編 1968 『柏崎古墳群』 東松山市教育委員会

82 塩野 博 1968 『川田谷の遺跡と遺物』 桶川町文化財調査報告 l 桶川町教育委員会

83 菅谷浩之 1968 「大御堂稲荷塚古墳調査概要」 『第 1回遺跡発掘調査報告会発表要旨』

埼玉考古学会

84 中島利治 1968 「東松山市高坂諏訪山古墳群」 『第 1回遺跡発掘調査報告会発表要旨』

埼玉考古学会

85 菅谷浩之・増田逸朗・駒宮史朗・今尿泰之 1968 『青柳古墳群発掘調査報告書』 埼玉県遺

跡調査会報告第19集 埼玉県遺跡調査会

86 増田逸朗 1968 「川本村箱崎古墳群の発掘」 『第 1回遺跡発掘調査報告会発表要旨』 埼

玉考古学会

87 大宮市 1968 『大宮市史』第 1巻考古編

88 金井塚良一 1969 「附川古墳群」 『第 2回遣跡発掘調査報告会発表要旨』 埼玉考古学会

89 栗原文蔵 1969 「稲荷山古墳」 『第 2回遺跡発掘調査報告会発表要旨』 埼玉考古学会

90 栗原文蔵・塩野博 1969 「埼玉県羽生市永明寺古墳について」 『上代文化』第38輯 国学

院大学考古学会

91 埼玉県教育委員会 1969 『さきたま風土記の丘稲荷山古墳発掘概報』

92 塩野 博 1969 「桶川町川田谷四台遺跡の調査」 『第 2回遣跡発掘調査報告会発表要旨』

埼玉考古学会

93 菅谷浩之 1969 a 「神川村城戸野古墳群調査概要」 『第 2回遺跡発掘調査報告会発表要

旨』 埼玉考古学会

94 菅谷浩之 1969b 『本庄市塚合古墳調査報告書』 本庄市文化財調査報告第 8集 本庄市教

育委員会

95 金井塚良一 1969 『黒岩横穴群』 吉見村教育委員会

96 谷井 彪 1969 「川越市岸町の一横穴」 『埼玉研究』第17号埼玉県地域研究会

97 増田逸朗 1969 「国道 254号線の二遺跡」 『第 2回遣跡発掘調査報告会発表要旨』 埼玉

考古学会

98 柳田敏司・塩野博 1969 『川田谷ひさご塚古墳』 桶川町文化財調査報告 Il 桶川町教育委

員会

99 金井塚良一 1970 「岩花遣跡・天神裏古墳群」 『第 3回遺跡発掘調査報告会発表要旨』
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埼玉考古学会

100金井塚良一編 1970 『諏訪山古墳群（第 1次発掘調査報告書）』 東洋大学考古学研究会発掘

調査報告第 1集 考古学資料刊行会

101駒宮史朗 1970 「狭山市今宿遺跡の調査」 『第 3回遺跡発掘調査報告会発表要旨』 埼玉

考古学会

102栗原文蔵 1970 

※103甘粕健 1970 

「行田市埼玉古墳群概報」

「古墳文化各説一関東」

『埼玉考古』第 8号 埼玉考古学会

『新版考古学講座』 5 原史文化（下） 雄山閣

104塩野 博 1970 「桶川町川田谷城髪山古墳の調査」 『第 3回遺跡発掘調査報告会発表要

旨』 埼玉考古学会

105塩野博・増田逸朗 1970 『四台遺跡の発掘調査］ 桶川町文化財調査報告N 桶川町教育委

員会

106菅谷浩之 1970 a 『大御堂稲荷塚古墳調査報告書』 上里町教育委員会

107菅谷浩之 1970b 「神川村十ニヶ谷戸・青柳古墳群調査概要」 『第 3回遣跡発掘調査報告

会発表要旨』 埼玉考古学会

108菅谷浩之 1970 C 「壺形土器を出土した公卿塚について」 『埼玉研究』第19号 埼玉県地

域研究会

109東洋大学考古学研究会 1970 「東松山市諏訪山古墳群の調査」 『第 3回遺跡発掘調査報告

会発表要旨』 埼玉考古学会

110柳田敏司他 1970 『浜崎遺跡発掘調査報告』 埼玉県遺跡調査会報告第10集 埼玉県遺跡調

査会

111青木義脩 1971 「浦和市土合地区の古墳について」 『埼玉研究』第22号 埼玉県地域研究

会

112伊藤和彦 1971 「戸田市南原（高知原）遺跡の調査」 『第 4回遣跡発掘調査報告会発表要

旨』 埼玉考古学会

113金井塚良一編 1971 『附川古墳群』 東松山市文化財調査報告第 8集 東松山市教育委員会

114埼玉県教育委員会 1971 『鹿島古墳群発掘調査概報』

115栗原文蔵 1971 「埼玉古墳群の古航空写真」 『埼玉考古』第 9号 埼玉考古学会

※116石岡久夫・川村自行 1971 『弓道入門』

117菅谷浩之 1971 「美里村雷電神社裏古墳調査報告」 『埼玉研究』第21号 埼玉県地域研究

会

118芹沢範子・長内順子 1971 「穴八幡古墳（比企郡小川町）の石室」 『台地研究』 No.19 台

地研究会

119増田逸朗 1971 a 

120増田逸朗 1971 b 

埼玉考古学会

『横塚山古墳』 埼玉県遺跡調査会報告書第 9集 埼玉県遺跡調査会

「児玉郡神川村北塚原古墳群」 『第 4回遺跡発掘調査報告会発表要旨』

121三友国五郎他 1971 「鹿島古墳群発掘調査の概要」 『第 4回遺跡発掘調査報告会発表要
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旨』 埼玉考古学会

122羽生市 1971 『羽生市史』上巻

123甘粕健 1972 「牛塚古墳」 『川越市史』第 1巻原始・古代編川越市

124甘粕健・小呆功 1972 「四原古墳」 『川越市史』第 1巻 原始・古代編川越市

125伊藤和彦 1972 『南原（高知原）追跡第 2• 3次発掘調査概要』 戸田市文化財調査報告V

戸田市教育委員会

126小泉功 1972a 「下小坂古墳群」 『川越市史』第 1巻原始。古代編川越市

127小泉功 1972b 「小堤山神古墳」 『川越市史』第 1巻原始・古代編川越市

128小呆功 1972C 「三変稲荷神社古墳」 『川越市史』第 1巻原始。古代嗣川越市

129金井塚良一編 1972 『附川古墳群』 考古学資料刊行会

130駒宮史朗 1972 「鹿島古墳群第 2次調査」 『第 5回遺跡発掘調査報告会発表要旨』 埼玉

考古学会

131四分ー実 1972 「古墳からみた古代熊谷」 『いぶき』第 6• 7号 本庄高校考古学部

132城近憲市・三島剛 1972 「狭山市発見の一占墳」 『埼玉考古』第10号 埼玉考古学会

133津田福治 1972 「吉見村久米田遣跡」 『第 5回遺跡発掘調査報告会発表要旨』 埼玉考古

学会

※134伊達宗泰他 1972 『烏土塚古墳』

135小泉功他 1972 『福岡町川崎横穴群発掘調査報告書』 郷土史料第15集 埼玉県入間郡福岡

町教育委員会

136柳田敏司他 1972 『匝島古墳群』 埼玉県埋蔵文化財調査報告第 1集 埼玉県教育委員会

137横川好富 1972 「中井 1号墳発掘調査報告」 『北本市の埋蔵文北財』 北本市教育委員会

138 小沢国乎•田中一郎他 1973 『埼玉県埋蔵文化財発掘調査要覧（昭和26年～昭和40年）』 埼

玉県埋蔵文化財調査報告書第 2集 埼玉県教育委員会

139金井塚良一他 1973 「吉見町かぶと塚古墳の調査」 『第 6回退跡発掘調査報告会発表要

旨』 埼玉考古学会

140貞末虎司 1973a 「熊谷市瀬戸山遣跡の調査」 『第 6回遺跡発掘調査報告会発表要旨』

埼玉考古学会

141貞末甕司 1973b 「北峯古墳」 『日本考古芋年報』 24 日本考古学協会

142塩野 博 1973 「聖天塚古墳」 『日本考古学年報』 24 日本考古学協会

143菅谷浩之 1973 a 「青柳古墳」 『日本考古学年報』 24 日本考古学協会

144菅谷浩之他 1973b 『青柳古墳詳発掘調査報告書』 埼玉県遺跡調査会報告第19集 埼玉県

遺跡調査会

145菅谷浩之・駒宮史朗 1973 「児玉町・美里村生野山古墳群発据調査概要」 『第 6回遺跡発

掘調査報告会発表要旨』 埼玉考古学会

146柳田敏司・三友国五郎 1973 『台耕地稲荷塚古墳発掘調査報告書』 大宮市文化財調査報告

第 6集大宮市教育委員会
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147栗原文蔵・小林重義 1974 「行田市須賀大稲荷古墳について」 『埼玉考古』第12号 埼玉

考古学会

148栗原文蔵・小泉功。谷井彪・今泉泰之・野部徳秋 1974 『関越自励車道関係埋蔵文化財発掘

調査報告 l 南大塚・中組・上組・鶴ヶ丘・花影』 埼玉県遺跡発掘調査報告書第 3集 埼玉

県教育委員会

149栗原文蔵・今泉泰之・谷井彪 1974a 『関越自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告 Il 駒

堀』 埼玉県退跡発掘調査報告書第 4集 埼玉県教育委員会

150栗原文蔵。今泉泰之・谷井彪 1974 b 『関越自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告ll1 田木

山・弁天山・舞台・宿ケ谷戸・附川』 埼玉県退跡発掘調査報告鸞第 5集 埼玉県教育委員会

151菅谷砧之。駒宮史朗 1974 「熊谷市万吉下原退跡 (1次～ 2次）調査概要」 『第7回遣跡

発掘調査報告会発表要旨』 埼玉考古学会

152谷井 彪 1974 「東松山市舞台追跡第二次調査」 『第 7回迅跡発堀調査報告会発表要旨』

埼玉考古学会

※153常川秀夫 1974 『上大曾古墳詳』

※154赤星直忠 1974 『尾恨山古墳群』 神奈川県埋蔵文化財発掘調査報告 6

155村井嘉雄 1974 「術角付冑の系譜」 『東京国立博物館紀要』第 9号 東京国立博物餡

156 栗原文蔵•田部井功 1974 「丸墓山。栢荷山古墳周堀発掘調査概要」 『資料館報』 No.5 

埼玉県立さきたま資料館

157柿沼幹夫他 1975 『川口市史調査概報』第 2集 川口巾

158金井塚良ー・渡辺久生 1975 「東松山市酉原古墳群の調査」 『第 8回退跡発掘調査報告会

発表要旨』 埼玉考古学会

※159笹山哨生 1975 『古代国家と軍隊』 中公新書

※160沼沢豊他 1975 「椎名崎古墳群」 『千葉東南部ニュータウン』

※161松村一昭 1975 『赤堀峯岸山の古墳』 1

※162伊達宗泰他 1975 『天理市石上 塁田古墳群』 1

163亀倉貞雄 1975 『飯塚・招木古墳群』 秩父市文化財調査報告書（昭和48• 49年度） 秩父

市教育委員会

164栗原文蔵 1975 「さぎたま古墳群の間題点」 『考占学ジャーナル』 No.112 ニュー・サイニ

、ノス社

165 栗原文蔵•田部井功 1975 a 「行田市さきたま古墳群の調査」 『第 8回退跡発掘調査報告

会発表要旨』 埼玉考古学会

166栗原文蔵・田部井功 1975b 「天土山・梅塚古墳他周堀発掘調査概要」 『資料館報』 No.6 

埼玉県立さぎたま資料館

167金井塚良一 1975 『吉見百穴墓群の研究』 校倉書房

168小林茂・猪野幸夫 1975 「吉田町安中第 1号古墳の調査」 『第 8回遺跡発掘調査報告会発

表要旨』 埼玉考古学会
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169塩野博・小久保徹 1975a 「花国村黒田古墳群の調査J 『第 8回遺跡発掘調査報告会発表

要旨』 埼玉考古羊会

170塩野博・小久保徹 1975b 『黒田古墳群』 花図村黒田古墳群調査会

171 菅谷沿之•坂本和俊 1975 「美里村長坂聖天塚古墳の調査」 『第 8回遺跡発掘調査報告会

発表要旨』 埼玉考古学会

172菅谷浩之・笹森健一 1975 『広木大町占以詳発掘調査概妥』 美里村教育委員会

173田ロ一郎他 1975 「児玉郡及び周辺地域における前方後円墳の研完」 『いぶぎ』第 8• 9 

合併号本庄高校考古学部

174増田逸朗 1975 a 「岡部町千光寺遠跡の調査」 『第 8回遺跡発掘調査報告会発表要旨』

埼玉考古学会

175増田逸朗 1975 b 『千尤寺』 埼玉県遺跡調査会報告第27集 埼玉県退跡調査会

176甘粕 健 1976 「三千塚古墳に関ずる覚書」 『北武蔵考古学資料図鑑』 校倉暑房

177今泉泰之他 1976 『寺山』 埼玉県遺跡発掘調査報告書第 9集 埼玉県教育委員会

178金井塚良一編 1976 『花見党』 嵐山町教育委員会

179金井塚良ー・渡辺久生 1976 『西原古墳群』 東松山市埋文調査会

180栗原文蔵 1976 『埼玉古墳群とその周辺』 埼玉県立さぎたま資料餡

181菅谷浩之 1976 『長沖古墳群第一次発掘調査』

182菅谷沿之。笹森健一 1976 「美里村広木大町古墳群の調査」 『第 9回遺跡発掘調査報告会

発表要旨』 埼玉考古学会

183 谷井彪•井上肇 1976 「東松山市舞台遺跡 (3次）の調査」 『第 9回遺跡発掘調査報告会

発表要旨』 埼玉考古学会

184並木 隆 1976 「本庄市旭古墳群の調査」 『第 9回遺跡発掘調査報告会発表要旨』 埼玉

考古学会

185増田逸朗 1976 「美里村塚本山占墳詳の調査」 『第 9回遺跡発掘調査報告会発表要旨』

埼玉考古学会

186谷井彪・小久保徹 1976 『日本住宅公団（川越・鶴ケ島地区）埋蔵文化財調査報告書 鶴ケ

丘』 埼玉県遺跡発掘調査会報告書第 8集 埼玉県教育委員会

187水島治乎他 1976 『本庄市史』資料編 本庄市

※188 井上光貞•閲 見・土田直鎮•青木和夫校注 1976 『律令』日本思想大系 3 岩波書店

※189東京国立博物朗 1976 『日本の武器武具』

※190松村一昭 1976 『赤堀村峯岸山の古墳』 2

191鈴木敏弘 1976 「北武蔵の須恵器概観」 『北武蔵考古学資料図鑑』 校倉書房

192井上 肇 1977 「東松山市桜山古墳群の調査」 第10回遺跡発掘調査報告会発表要旨』 埼

玉考古学会

193小川良祐・笹森健一他 1977 『あたご山古墳・南河原条里遣跡』 あたご山古墳発掘調査会

•南河原条里遺跡調査会
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※194松村一昭 1977 『赤堀村地蔵山の古墳』 1

195栗原文蔵 1977 「将軍山古墳」 『第10回遮跡発掘潤査報告会発表要旨』 埼玉考古学会

196塩野 博 1977 「埼玉県南埼玉郡菖蒲町下栢間所在天王山塚古墳について」 『埼玉考古』

第16号埼玉考占芋会

197 栗原文蔵•佐藤忠雄 1977 『水窪退跡の調査（第二次）』岡部町教育委員会

198菅谷浩之 1977 a 「児玉町長沖古墳群の調査」 『第10回遺跡発掘調査報告会発表要旨』

埼玉考古学会

199菅谷詰之 1977b 『長沖古墳群第 2次発掘調査』 児玉町教育委員会

200増田逸朗・小久保徹 1977 『閃越自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告菖 塚本山古墳群』

埼玉県退跡発掘調査報告書第10集 埼玉県教育委員会

201 小川良佑•長谷川勇他 1978 『碑手長山古墳発掘調査報告書』 本庄市教育委員会

202金井塚良一 1978 「原始・古代の吉見」 『吉見町史』上巻 吉見町

203栗原文蔵・斎藤国夫 1978a 「行田市No.40退跡の調査」 『第11回退跡発掘調査報告会発表

要旨』 埼玉考古羊会

204栗原文蔵・斎藤国夫 1978 b 『大日種子板石塔婆および古墳の調査』 行田市文化財調査報

告書第 4集 行田市教育委員会

205亀井正道 1978 「踊る埴輪出土の古墳とその遣物」 『ミュージアム』第 310号 東京国立

博物館

206小久保徹・柿沼幹夫 1978 『上越新幹線哩蔵文化財発掘調査恨告III 東谷•前山 2 号墳・古

川端』 埼玉県遺跡発掘調査報告書第16集 埼玉県教育委員会

207塩野博。駒宮史朗 1978 『川田谷古墳群』 桶川市文化財調査報告第10集 桶川市教育委員

会

208菅谷浩之 1978 『日の森遣跡』 美里村教育委員会

209田中一郎他 1978a 『毛呂山町史』 毛呂山町

210田中一郎他 1978b 『坂戸市歴史歓歩』 坂戸市教育委員会

211田部井功 1978 『楊井薬師寺古墳発掘調査報告書』 昭和52年度熊谷市埋蔵文化財調査報告

熊谷市教育委員会

212 中川徳治・坂本和俊•安藤文ー・山形洋ー 1978 「春日部市内牧塚内 4号墳の調査」 『第

11回遺跡発掘調査報告会発表要旨』 埼玉考古学会

213柳田敏司・塩野t専他 1978 『馬室埴輪窯跡群』 埼玉県埋蔵文化財調査報告第 7集 埼玉県

教育委員会

214小林茂他 1978 『秩父古墳調査中間報告』 歴史民俗研究会特別委員会

215金井塚良一他 1978 『滝の城横穴墓群』 所沢市教育委員会

216鈴木 純他 1978 「塚本山古墳群分布調査報告」 『いぶぎ』第10号 本庄高校考古学部

217小川良祐他 1978 「八幡山古墳石室実測調査概報」 『資料館報』 No.9 埼玉県立さ含たま

資料誼
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※218松村一昭 1978 『赤堀村地蔵山の古墳』 2

219金井塚良一 1979a 「比企地方の前方後円墳ー北武蔵の前方後円墳の研究(1)一」 『埼玉県

立歴史資料餡研究紀要』第 1号 埼玉県立歴史資料陪

220金井塚良一 1979b 「渡米系氏族壬生吉志氏の北武蔵移住」 『埼玉県史研究』第 3号 埼

玉県史編纂室

221塩野 博 1979 「巨大古墳は何を語るか一関東地方」 『歴史読本』昭和54年 5月号 新人

物往来社

222読売新聞社洞和支局編 1979 『辛亥銘鉄剣と埼玉の古墳群』 読売新聞社浦和支局 （増補

版1980)

223金井塚良ー 1979 C 「野本将軍古墳の謎」 『歴史読本』昭和54年 5月号 新人物往来社

224埼玉県文化財保護課 1979 『埼玉県埋蔵文化財発掘調査要覧 Il（昭和41年度～昭和45年度）』

埼工県埋蔵文化財調査報告書第 8集 埼玉県教育委員会

225鈴木敏昭・中島宏 1979 「台耕地遺跡の調査」 『第12回遺跡発掘調査報告会発表要旨』

埼玉考古学会

226鈴木徳雄 1979 「長沖古墳群（第 4次）の調査」 『第12回遺跡発掘調査報告会発表要旨』

埼玉考古学会

227野村侃司・赤石光資 1979 『殿山古墳・殿山遣跡』 上尾市文化財調査報告第 6集 上尾市

教育委員会

228市川 修 1980 「北塚屋遺跡の調査」 『第13回遺跡発掘調査報告会発表要旨』 埼玉考古

学会

229柳田敏司他編 1980 『鉄剣を出した国』 学生社

230市川修・小渕良樹・中村倉司 1980 『広木大町古墳群』 埼玉県遺跡調査会報告第40集 埼

玉県遣跡調査会

231熾崎ー・中村倉司 1980 『瓶筵神社前遺跡・一本松古墳』 埼玉県遺跡調査会報告第39集

埼玉県遣跡調査会

232小川良祐他 1980 『八幡山古墳石室復元報告書』 埼玉県教育委員会

233金井塚良一 198oa 「入間地方の前方後円墳一北武蔵の前方後円墳の研究(2)一」 『埼玉県

立歴史資料館研究紀要』第 2号 埼玉県立歴史資料館

234金井塚良一 1980b 「埼玉古墳群の形成」 『文学』第48巻第 4号 岩波書店

235金井塚良一 1980 C 『古代東国史の研究一稲荷山古墳出現とその前後』 埼玉新聞社

236小久保徹 1980 「三ヶ尻林遺跡の調査」 『第13回遺跡発掘調査報告会発表要旨』 埼玉考

古学会

237塩野博 1980 「埼玉の古墳」 『埼玉の文化財』第20号 埼玉県文化財保護協会

238寺社下博 1980 a 「中条遺跡（鎧塚古墳）の調査」 『第13回遺跡発掘調査報告会発表要旨』

埼玉考古学会

239寺社下博 1980b 『三ヶ尻No.SO古墳』 昭和54年度熊谷市埋蔵文化財調査報告書 熊谷市教
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育委員会

240菅谷浩之他 1980 『長沖古墳群』 児玉町文化財調査報告書第 1集 児玉町教育委員会

241庄野靖寿。剣持和夫他 1980 『白幡本宿遺跡』 埼玉県退跡発掘調査報告書第29集 埼玉県

教育委員会

242斎藤忠他 1980 『埼玉稲荷山古墳』 埼玉県教育委員会

243田中一郎 1980 「金崎古填群」 『埼玉県指定文化財報告書第12集』 埼玉県教育委員会

244高山清司・小倉均 1980 『かね山古墳周堀発掘調査報告書』 浦和市教育委員会

245 水村孝行•井上肇・今井宏 1980 『日本住宅公団（高坂丘悛地区）埋蔵文化財発掘調査報告

w 根乎』 埼玉県造跡発掘調査報告書第27集 埼玉県教育委員会

246山崎 武 1980 「生出塚追跡の調査」 『第13回遺跡発掘調査報告会発表要旨』 埼玉考古

学会

247今泉泰之他 1981 『割山逍跡』 深谷市埋蔵文化財発掘調査報告書 深谷市開山退跡調査会

248 小久保徹•利根川章彦 1981 『日本住宅公団（高坂丘陵地区）埋蔵文化財発掘調査報告V

桜山古墳群』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第 2集 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

249塩野博他 1981 「関東における古墳出現期の諸間題一埼玉県」 『日本考古学協会昭和56年

度大会発表要旨』 日本考古学協会

250吉川国男他 1981 「北武蔵の古墳」 『歴史手帖』 9巻 5号 名著出阪

251寺社下博 1981 「鎧塚古墳」 熊谷市埋蔵文化財調査報告書 熊谷市教育委員会

252鈴木徳雄 1981 『深町・城の内追跡』 深町退跡調査会

253金井塚良一他 1981 『東松山市史』資料編第 1巻 東松山市

※254原島利枝 1981 「御部入 4号墳」 『群馬県史」資料網 3

255塩野博 1981 「見目古墳群とその遺物」 『埼玉考古』 19号埼玉考古学会

256埼玉県文化財保護課 1981 『埼玉県埋蔵文化財発掘調査要覧Ill』 埼玉県埋蔵文化財調査報

告書第10集埼玉県教育委員会

257斎藤国夫 1981 『行田市No.41遺跡・さきたま古墳群周辺遺跡群他発据調査報告書』 行田市

文化財調査報告書第11集 行田市教育委員会

258塩野博他 1981 『戸田市史』資料編 戸田市

259 増田逸朗•水村孝行・中島宏 1981 『関越自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告 清水谷。

安光寺・北坂』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第 1集 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

260山崎武他 1981 『下間遺跡』 鴻巣市遺跡調査会報告書第 1集 鴻巣市遺跡調査会

261山崎武・若松良一他 1981 『生出塚遺跡』 鴻巣市遣跡調査会報告書第 2集 鴻巣市遺跡調

査会

262横川好富他 1981 『日沼 8• 9号墳』 杉戸町文化財調査報告書第 3集 杉戸町教育委員会

263新井端他 1982 『塩前遣跡発掘調査報告書』 江南村文化財調査報告第 3集 江南村教育委

員会

264岡本幸男 1982 「美呈村志戸川遺跡群の調査」 『第15回遣跡発掘調査報告会発表要旨』
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埼玉考古学会

265亀倉貞雄・駒宮史朗 1982 『飯塚・招木古墳群発掘調査報告書』 飯塚・招木占墳発掘調査

会

266小林 茂 1982 「古代の吉田一一占墳時代―-9：中第 1号古墳」 『吉田町史』 吉田町

267埼玉県文化財保謹諜 1982a 『埼玉県埋蔵文化財発掘調査要覧w』 埼玉県埋蔵文化財調査

報告書第11集 埼玉県教育委員会

268埼玉県文化財保謹課 1982b 『埼玉県埋蔵文化財調査年報（昭和55年度）』 埼玉県教育委員

会

269斎藤国夫 1982 『池守・小敷田・泊巻古墳群 行田北酉遣跡群発掘調査報告書―--』 行

田市文化財調査報告書第14集 行田市教育委員会

270高橋俊男・田部井功 1982 『袋・台退跡』 吹上町埋蔵文化財調査報告書 北足立郡吹上町

教育委員会

271田村 誡 1982 『神川村遺跡群発掘調査報告 l』 神川村教育委員会

72利根川章彦 1982 『一般国道17号線深谷バイパス道路関係埋蔵文化財発掘調査報告 l 新ケ
2 

谷戸』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第 9集 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

273山崎 武 1982 「鴻巣市生出塚遺跡 (A地点）の調査」 『第15回遣跡発掘調査報告会発表

要旨』 埼玉考古学会

274埼玉県 1982 『新絹埼玉県史』資料編 2 原始・古代

275若松良一 1982 「菖蒲天王山塚古墳の造営時期と被葬者の性格について」 『土曜考古』第

6号土曜考古学研究会

276寺社下1専 1983 『女塚』 熊谷市埋蔵文化財調査報告書 熊谷市教育委員会

277寺社下博 1983 「熊谷市大塚古墳の第 1次調査」 『第16回退跡発掘調査報告会発表要旨』

埼玉考古学会

278小久保徹他 1983 『三ヶ尻天王・三ヶ尻林（ 1)』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第23

集 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

279藤原高志他 1983 『ささら・帆立・馬込新屋敷・馬込大原』 国道 122号バイパス関係埋蔵

文化財発掘調査報告 l 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

280岩槻市史編纂室 1983 「つかのこし古墳」 『岩槻市史』 考古資料編

281今井宏他 1984 『犀田・寺ノ台』 関越自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告X¥IJII集 埼玉

県埋蔵文化財調査事業団

282酒井清治他 1984 『台耕地』 Il 関越自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告XVII 埼玉県埋

蔵文化財調査事業団
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